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―
中
島
重
の
場
合

西

田
　

毅

　
（
一
）

は
じ
め
に
―
大
正
期
の
時
代
的
雰
囲
気

Ⅰ　

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
状
況
と
近
代
政
治
学
の
形
成

　

―
「
国
家
学
」Staatslehre 
か
ら
の
方
法
的
自
立
を
め
ざ
し
て
―

Ⅱ　

中
島
重
と P

olitical P
luralism

 
研
究

　

1　

政
治
的
多
元
主
義
思
想
と
の
出
会
い

　

2　

多
元
論
的
国
家
思
想
の
論
評
と
受
容

　
　

⑴　

英
独
国
家
観
の
比
較

　
　
　

イ　

Ｂ
・
ボ
ザ
ン
ケ
ッ
ト
「
国
家
全
体
社
会
説
」

　
　
　

ロ　

Ｈ
・
ス
ペ
ン
サ
ー
「
国
家
株
式
会
社
説
」

　
　

⑵　

両
学
説
の
論
評
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（
二
）

　
　

⑶　
「
絶
対
目
的
論
」
的
職
能
論
と
道
徳
律

　
　

⑷　

国
家
は
目
的
な
り
や
手
段
な
り
や

　
　

⑸　

国
際
関
係
論

　
　

⑹　

国
家
の
定
義

　
　
　

イ　

団
体 association 

と
基
本
社
会 com
m

unity 

考

　
　
　

ロ　

国
家
は
団
体 association 

の
一
種
な
り

　
　

⑺　

歴
史
的
に
観
た
基
本
社
会
と
国
家
の
関
係

Ⅲ　

政
治
的
多
元
論
と
ギ
ル
ド
社
会
主
義

　

1　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド
と
国
家
主
権

　
　

⑴　

ギ
ル
ド
社
会
主
義
、
そ
の
歴
史
と
主
張

　
　

⑵　

中
島
の
視
角

　
　

⑶　

Ｇ
・
Ｄ
・
Ｈ
・
コ
ー
ル
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド

　

2　
「
職
能
連
邦
国
」
論
―
Ｈ
・
Ｊ
・
ラ
ス
キ
の
「
多
元
国
」
と
コ
ー
ル
の
「
共
同
体
」
―

　
　

⑴　

中
島
の
ラ
ス
キ
研
究
の
特
徴

　
　

⑵　

ラ
ス
キ
の
「
多
元
国
」
論
と
ギ
ル
ド
社
会
主
義
思
想

　
　

⑶　

コ
ー
ル
「
合
同
議
会
」
論
の
変
遷
―
分
権
的
社
会
組
織
の
具
体
像
―

む
す
び　

二
つ
の
「
職
能
連
邦
国
」
論
―
新
た
な
国
家
像
を
も
と
め
て
―
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は
じ
め
に
―
大
正
期
の
時
代
的
雰
囲
気

　

大
正
時
代
（
一
九
一
二
―
二
六
）
は
、「
栄
光
」
の
明
治
と
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
の
昭
和
の
あ
い
だ
に
挟
ま
れ
た
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

影
の
薄
い
時
代
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
し
か
し
、
大
正
期
の
時
代
解
釈
と
評
価
は
論
者
に
よ
っ
て
多
様
で
、
一
つ
に
括
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
。
政
治
思
想
や
精
神
史
的
に
い
え
ば
、明
治
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、天
皇
制
国
家
の
も
つ
求
心
的
な
強
権
政
治
の
威
力
や
「
国

体
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
信
条
体
系
に
対
す
る
疑
念
が
、
徐
々
に
芽
生
え
始
め
た
時
期
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
日
露
戦
争
前
後
の

政
治
・
社
会
運
動
に
お
け
る
民
衆
勢
力
の
台
頭
、
た
と
え
ば
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
や
非
戦
論
・
初
期
社
会
主
義
、
労
働
運
動
な
ど
の
展
開
に

よ
っ
て
、
そ
し
て
ま
た
文
学
哲
学
の
世
界
に
お
け
る
自
然
主
義
や
浪
漫
主
義
的
本
能
主
義
、
懐
疑
煩
悶
の
時
代
の
到
来
と
と
も
に
青
年
層
を

中
心
に
自
我
と
人
間
凝
視
の
傾
向
が
高
ま
り
、
華
厳
の
滝
に
投
身
自
殺
し
た
藤
村
操
の
死
（
明
治
三
六
年
）
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
人
生
に

煩
悶
す
る
幾
多
の
青
年
が
輩
出
し
た
。

　

戊
申
詔
書
（
一
九
〇
八
年
）
の
発
布
は
、
こ
う
し
た
価
値
観
の
多
様
化
と
「
人
心
の
浮
華
」
に
対
し
て
危
機
感
を
抱
い
た
桂
内
閣
が
、
勤

倹
尚
武
の
国
民
精
神
教
化
の
た
め
に
取
っ
た
政
策
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
国
家
主
義
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
大
正
期
は
日
清
・
日
露
両
大
戦
の
勝
利
を
経
て
築
き
上
げ
た
早
熟
な
「
帝

国
」
の
形
成
の
余
勢
を
駆
っ
て
、
米
英
主
導
に
よ
る
「
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
」（
一
九
二
一
年
一
一
月
か
ら
翌
二
二
年
二
月
ま
で
ワ
シ
ン
ト
ン

で
国
際
会
議
が
開
か
れ
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
極
東
と
太
平
洋
に
お
け
る
列
強
の
勢
力
を
確
定
す
る
体
制
を
設
定
）
へ
の
反
発
か
ら
軍
部

の
主
導
に
よ
る
軍
備
の
強
化
と
帝
国
主
義
的
発
展
を
め
ざ
し
、
中
国
・
ア
ジ
ア
大
陸
の
植
民
地
経
営
に
突
き
進
む
昭
和
前
期
の
「
一
五
年
戦

争
」
に
い
た
る
過
渡
期
と
し
て
の
性
格
も
指
摘
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
ま
た
、
日
露
戦
争
後
の
憲
政
擁
護
運
動
や
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
勃
興

に
対
し
て
、
社
会
に
漲
る
「
反
抗
的
空
気
」
と
国
家
の
求
心
力
の
衰
退
（「
中
心
点
」
の
失
墜
）
を
憂
え
た
徳
富
蘇
峰
ら
の
危
機
感
が
表
明

　
（
三
）
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さ
れ
る
反
面
、
民
衆
勢
力
の
政
治
の
世
界
へ
の
進
出
や
自
発
的
な
社
会
集
団
の
価
値
が
積
極
的
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
で
も
あ

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
社
会
現
象
が
発
生
し
た
背
景
に
は
、
や
は
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
結
と
国
際
主
義
的
風
潮
の
高
ま
り
、
そ
し
て
ロ

シ
ア
に
お
け
る
社
会
主
義
革
命
の
勃
発
が
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
な
ど
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
大
正
期
は
、
ま
さ
に
、
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
と
大
衆
の
時
代
の
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
隣
国
中
国
の
辛
亥
革
命
と
東
洋
最
初
の
共
和
制
の
誕
生
や
五
四
運
動
（
一
九
一
九
年
）
な
ど
、
中
国
民
衆
の
反
帝
反
封

建
闘
争
の
激
化
、
そ
し
て
国
内
に
お
け
る
明
治
天
皇
の
死
に
象
徴
さ
れ
る
「
明
治
精
神
の
終
焉
」
な
ど
も
数
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
世

界
史
的
規
模
で
の
精
神
的
な
地
殻
変
動
が
日
本
の
知
識
人
に
与
え
た
影
響
は
何
か
。

　

こ
こ
で
は
、
大
正
期
日
本
の
政
治
学
・
政
治
思
想
の
動
向
を
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
に
イ
ギ
リ
ス
で
台
頭
し
て
き
た
政
治
的
多
元
論 

political pluralism
 

の
受
容
を
中
心
に
考
察
し
て
み
た
い
。

　

丸
山
真
男
（
一
九
一
四
―
一
九
九
六
）
は
「
科
学
と
し
て
の
政
治
学
」（
一
九
四
七
年
）
で
、
日
本
の
政
治
学
史
を
概
観
し
て
戦
前
日
本

の
政
治
学
が
「
現
実
科
学
」
と
し
て
著
し
い
遅
れ
を
取
っ
て
い
た
こ
と
、
政
治
権
力
や
制
度
の
実
態
を
客
観
的
に
分
析
す
る
政
治
学
に
と
っ

て
、
学
問
研
究
の
自
由
や
言
論
表
現
の
自
由
と
い
っ
た
市
民
的
自
由
や
政
治
的
自
由
の
保
障
は
、
斯
学
の
発
展
に
と
っ
て
不
可
欠
の
要
件
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
現
に
戦
前
の
日
本
で
政
治
学
関
係
の
著
述
が
一
番
多
く
出
た
の
は
、「
大
正
七
年
頃
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
」（
丸
山
）

と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
明
治
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
展
開
さ
れ
た
憲
政
擁
護
運
動
や
上
に
見
た
よ
う
な
第
一
次
世
界
大
戦
後
の

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
の
勃
興
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。
政
治
的
自
由
と
市
民
的
自
由
の
基
盤
が
脆
弱
で
あ
っ
た
戦
前
の
わ
が
国
に

あ
っ
て
、
知
識
人
・
社
会
科
学
者
に
と
っ
て
大
正
期
は
昭
和
初
期
の
「
暗
い
谷
間
」
の
時
代
の
到
来
を
前
に
し
た
、
い
わ
ば
、
束
の
間
の
自

由
を
享
受
し
得
た
時
代
で
あ
っ
た
と
で
も
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
（
四
）
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Ⅰ　

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
状
況
と
近
代
政
治
学
の
形
成

　
　
　

―
「
国
家
学
」Staatslehre 

か
ら
の
方
法
的
自
立
を
め
ざ
し
て
―

小
野
塚
喜
平
次
『
政
治
学
大
綱
』

　

東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
に
新
設
さ
れ
た
政
治
学
講
座
の
初
代
の
担
当
者
で
、
の
ち
に
東
大
総
長
も
経
験
し
た
小
野
塚
喜
平
次
（
一
八
七

〇
―
一
九
四
四
）
は
、
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
）
に
『
政
治
学
大
綱
』（
上
下
二
巻
）
を
著
し
た
。
そ
れ
は
、
彼
に
と
っ
て
年
来
の
課
題

で
あ
っ
た
政
治
学
の
学
問
的
独
立
、
と
り
わ
け
、
国
家
学
か
ら
の
自
立
が
試
み
ら
れ
た
記
念
碑
的
業
績
で
こ
の
書
は
わ
が
国
の
近
代
政
治
学

の
礎
石
と
し
て
定
評
が
あ
る
。
近
代
政
治
学
は
他
の
社
会
諸
科
学
と
同
様
、
維
新
後
の
わ
が
国
に
西
洋
か
ら
移
入
さ
れ
た
学
問
で
あ
る
が
、

明
治
時
代
の
政
治
学
は
ド
イ
ツ
国
法
学 Staatsrechtslehre 

や
一
般
国
家
学 A

llgem
eine Staatslehre 

の
影
響
が
強
く
、
明
治
憲
法
下
の

官
憲
的
法
治
国
家
の
成
立
に
大
き
く
拘
束
さ
れ
て
い
た（

1
）。

　

小
野
塚
は
、「
国
家
に
関
す
る
学
」
で
あ
る
「
政
治
学
ヲ
、
他
ノ
社
会
的
国
家
的
ノ
諸
学
科
ヨ
リ
分
離
シ
、
独
立
シ
テ
研
究
ス
ベ
キ
」
方

法
論
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
た
の
か
。
そ
の
方
法
論
議
に
注
目
し
た
い
。

　

小
野
塚
は
、
国
家
の
研
究
を
純
理
的
と
応
用
的
の
二
つ
に
分
け
、
さ
ら
に
前
者
の
「
純
理
的
」
研
究
を
記
述
的
と
説
明
的
に
分
か
ち
、
後

者
を
汎
論
と
各
論
に
分
類
し
た
。
純
理
と
応
用
に
分
け
た
の
は
、
国
家
諸
学
の
研
究
は
単
な
る
純
理
的
研
究
に
尽
き
ず
、
さ
ら
に
純
理
学
の

研
究
成
果
を
利
用
し
て
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
方
法
も
あ
わ
せ
て
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
。
そ
し
て
こ
の
純
理
学

的
記
述
や
説
明
が
国
家
原
論
で
あ
る
と
し
た
。
応
用
的
汎
論
と
各
論
に
つ
い
て
は
、
前
者
を
政
策
原
論
と
よ
び
、
こ
の
国
家
原
論
と
政
策
原

論
を
あ
わ
せ
た
も
の
が
国
家
学
の
範
囲
に
な
る
。
そ
れ
が
、
広
義
の
国
家
学
か
ら
区
別
さ
れ
た
狭
義
の
政
治
学
（「
国
家
ノ
事
実
的
説
明
ヲ

与
へ
其
政
策
ノ
基
礎
ヲ
論
ズ
ル
学
」）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
政
策
原
論
の
重
視
が
小
野
塚
政
治
学
の
ユ
ニ
ー
ク
な
考
え
で
、
そ
れ
は

　
（
五
）
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さ
ら
に
政
策
前
論
と
政
策
本
論
の
二
部
に
分
か
た
れ
、
政
策
前
論
に
お
い
て
国
家
原
論
と
政
策
原
論
と
の
結
合
を
図
る
た
め
に
、
国
家
の
目

的
と
手
段
の
体
系
と
い
う
論
理
的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
提
起
し
て
問
題
解
決
の
鍵
を
見
出
そ
う
と
し
た
。
蠟
山
政
道
は
小
野
塚
の
政
治
学

独
立
の
抱
負
を
十
分
評
価
し
な
が
ら
、
な
お
国
家
の
事
実
的
説
明
と
そ
の
政
策
の
基
礎
を
論
ず
る
こ
と
の
関
係
の
説
明
が
必
要
で
あ
り
、
さ

ら
に
政
治
学
が
な
ぜ
国
家
原
論
と
政
策
原
論
の
二
重
構
造
を
も
つ
の
か
、
そ
の
点
の
解
明
が
不
十
分
で
、
方
法
論
上
の
不
備
を
免
れ
な
い
と

批
判
し
て
い
る
（『
日
本
に
お
け
る
近
代
政
治
学
の
発
達
』
一
九
四
九
）。

　

小
野
塚
の
政
治
学
研
究
は
政
治
学
の
方
法
論
的
模
索
と
並
ん
で
、『
欧
州
現
代
立
憲
政
況
一
斑
』（
一
九
〇
八
）
や
『
現
代
欧
州
の
憲
政
』（
一

九
一
三
）、『
欧
州
現
代
政
治
及
び
学
説
論
集
』（
一
九
一
六
）
と
い
っ
た
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
立
憲
政
治
や
政
党
の
実
証
的
な
研
究
が
あ
る
。

明
治
三
〇
年
か
ら
四
年
間
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
米
国
に
留
学
す
る
が
、
欧
州
留
学
で
彼
は
独
仏
英
三
国
の
政
治
の
比
較
研
究
や
輿
論
政
治
、
立
憲

的
民
主
主
義
の
理
論
と
そ
の
運
用
に
大
き
な
関
心
を
払
っ
た
。
そ
の
方
法
論
は
「
総
合
的
経
験
主
義
、
あ
る
い
は
折
衷
的
な
実
際
的
理
想
主

義（
2
）」

に
立
ち
、
政
治
の
実
証
的
研
究
を
重
視
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
そ
し
て
そ
の
研
究
対
象
は
近
代
政
治
思
想
ま
た
は
政
治
学
説
の
研
究
と

国
家
観
念
お
よ
び
構
造
の
分
析
と
い
う
二
つ
の
領
域
か
ら
成
っ
て
い
た
。

　

要
す
る
に
、
彼
は
国
家
存
在
の
理
由
や
目
的
に
つ
い
て
抽
象
的
な
理
論
的
検
討
に
満
足
す
る
だ
け
で
な
く
、
近
代
政
治
を
構
成
す
る
フ
ァ

ク
タ
ー
で
あ
る
政
党
の
政
策
的
活
動
の
積
極
的
考
察
な
ど
、
リ
ア
ル
な
現
実
「
政
治
」
や
「
政
策
」
概
念
の
研
究
な
ど
具
体
的
な
テ
ー
マ
を

通
し
て
政
治
学
の
方
法
的
自
立
の
道
を
提
示
し
て
い
た
。
ま
た
小
野
塚
政
治
学
に
は
「
政
策
原
論
」
を
重
視
す
る
な
ど
、
政
策
の
形
成
と
決

定
過
程
が
核
心
的
テ
ー
マ
で
あ
る
現
代
政
治
学
の
先
駆
的
な
業
績
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

吉
野
作
造
と
「
民
本
主
義
」

　

中
島
重
の
直
接
の
恩
師
に
あ
た
る
吉
野
作
造
（
一
八
七
八
―
一
九
三
三
）
は
小
野
塚
の
最
初
の
高
弟
で
あ
り
、
大
正
期
に
お
け
る
デ
モ
ク

　
（
六
）



大
正
期
の
日
本
思
想
と
政
治
的
多
元
論 Political Pluralism

 

七

同
志
社
法
学　

六
三
巻
一
号

ラ
シ
ー
と
近
代
政
治
学
の
形
成
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
政
治
学
者
で
あ
る
。

　
『
中
央
公
論
』
に
発
表
し
た
有
名
な
「
憲
政
の
本
義
を
説
い
て
そ
の
有
終
の
美
を
な
す
の
途
を
論
ず
」（
一
九
一
六
）
は
「
民
本
主
義
」
の

意
義
を
明
ら
か
に
し
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
思
想
的
基
礎
付
け
を
行
な
っ
た
古
典
的
論
文
で
あ
る
。
吉
野
は
東
大
の
授
業
だ
け
で
な
く
、

当
時
、
大
学
教
授
が
敬
遠
し
て
い
た
学
外
の
新
聞
雑
誌
に
も
積
極
的
に
寄
稿
し
、
広
く
民
衆
に
対
し
て
立
憲
政
治
の
意
義
を
説
い
た
。
と
く

に
『
中
央
公
論
』
に
は
、
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
以
来
、
主
筆
滝
田
樗
陰
の
請
を
容
れ
て
頻
繁
に
評
論
を
寄
稿
し
て
い
た
。
吉
野
の
民
主

主
義
論
の
特
色
は
端
的
に
言
っ
て
「
民
本
主
義
」
の
主
張
に
あ
る
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
訳
語
に
「
民
本
主
義
」
を
選
ん
だ
理
由
を
説
明
し
て

彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
民
主
主
義
と
い
え
ば
、
社
会
民
主
党
な
ど
と
い
う
場
合
に
お
け
る
が
ご
と
く
、『
国
家
の
主
権
は
人
民
に
あ
り
』
と
い
う
危
険
な
る
学
説

と
混
同
さ
れ
や
す
い
。
ま
た
平
民
主
義
と
い
え
ば
、
平
民
と
貴
族
と
を
対
立
せ
し
め
、
貴
族
を
敵
に
し
て
平
民
に
味
方
す
る
の
意
味
に
誤
解

せ
ら
る
る
の
恐
れ
が
あ
る
。
ひ
と
り
民
衆
主
義
の
文
字
だ
け
は
、
以
上
の
ご
と
き
欠
点
は
な
い
け
れ
ど
も
、
民
衆
を
『
重
ん
ず
る
』
と
い
う

意
味
が
あ
ら
わ
れ
な
い
き
ら
い
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
視
（
み
）
て
も
っ
て
憲
政
の
根
柢
と
な
す
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
政
治
上
一
般
民
衆
を

重
ん
じ
、
そ
の
間
に
貴
賎
上
下
の
別
を
立
て
ず
、
し
か
も
国
体
の
君
主
制
た
る
と
共
和
制
た
る
と
を
問
わ
ず
、
あ
ま
ね
く
通
用
す
る
と
こ
ろ

の
主
義
た
る
が
ゆ
え
に
、
民
本
主
義
と
い
う
比
較
的
新
し
い
用
語
が
一
番
適
当
で
あ
る
か
と
思
う
」（「
憲
政
の
本
義
」）

　

吉
野
が
憲
法
の
精
神
的
根
柢
に
設
定
し
た
「
民
本
主
義
」
と
は
、
明
治
憲
法
に
定
め
る
主
権
在
君
の
原
則
を
認
め
、「
統
治
権
の
総
攬
」

者
と
し
て
の
天
皇
主
権
と
の
衝
突
を
回
避
し
、
あ
く
ま
で
も
主
権
の
運
用
を
重
視
し
、
政
治
の
目
的
は
一
般
民
衆
の
利
福
の
実
現
に
あ
り
、

政
策
の
決
定
は
輿
論
に
基
づ
く
べ
し
と
い
う
主
張
を
展
開
し
た
。
し
た
が
っ
て
、「
共
和
国
を
唯
一
の
正
当
な
る
国
家
」、「
君
主
国
の
ご
と

き
は
不
合
理
な
る
虚
偽
の
国
家
」
と
説
く
「
絶
対
的
ま
た
は
哲
学
的
民
主
主
義
」
は
、
わ
が
国
で
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
危
険
思

想
」
と
断
じ
た
の
で
あ
る
。
吉
野
の
主
権
の
所
在
を
不
問
に
付
す
考
え
は
、
こ
の
よ
う
に
明
解
な
民
本
主
義
と
民
主
主
義
の
確
固
た
る
区
別

　
（
七
）
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に
由
来
す
る
発
想
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
当
局
に
よ
る
言
論
弾
圧
を
意
識
し
た
韜
晦
戦
術
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

美
濃
部
・
吉
野
の
学
統
を
継
ぐ
中
島
政
治
学

　

日
本
の
近
代
政
治
学
の
学
統
か
ら
い
え
ば
、
中
島
重
（
一
八
八
八
―
一
九
四
六
）
は
当
然
、
小
野
塚
・
吉
野
の
系
譜
に
つ
な
が
る
の
で
あ

る
が
、
彼
の
場
合
、
吉
野
に
倣
っ
て
こ
の
よ
う
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
や
主
権
論
、
そ
し
て
議
院
内
閣
政
治
の
確
立
を
め
ざ
し
た
貴
族
院
・
枢

密
院
・
軍
の
憲
法
蹂
躙
な
ど
非
立
憲
制
度
の
改
革
論
、
無
産
政
党
育
成
論
と
い
っ
た
実
践
的
な
政
治
改
革
の
提
言
を
積
極
的
に
行
な
っ
た
形

跡
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
東
大
新
人
会
が
結
成
（
一
九
一
八
年
）
さ
れ
る
前
に
中
島
が
大
学
を
卒
業
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
吉
野
門

下
の
他
の
社
会
主
義
（
社
会
民
主
主
義
）
的
傾
向
の
強
い
グ
ル
ー
プ
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
無
産
労
働
運
動
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
は
な
い
。
反
面
、

中
島
に
は
、
海
老
名
弾
正
（
一
八
五
六
―
一
九
三
七
）
を
は
じ
め
本
郷
教
会
や
後
年
の
賀
川
豊
彦
ら
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
の
深
い
接
触
交
流
が

あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
中
島
は
同
志
社
で
同
僚
で
あ
っ
た
今
中
次
麿
や
山
本
亀
市
ら
と
と
も
に
、
海
老

名
が
主
宰
す
る
雑
誌
『
新
人
』
の
同
人
と
し
て
活
躍
し
た
「
新
人
社
」
系
に
所
属
し
て
お
り
、
年
齢
的
に
少
し
若
い
「
東
大
新
人
会
」
系
の

住
谷
悦
治
や
林
要
・
河
野
密
ら
と
は
思
想
的
に
や
や
立
場
を
異
に
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

中
島
が
吉
野
の
政
治
学
説
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
継
承
し
た
の
か
、
吉
野
に
つ
い
て
言
及
し
た
文
章
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
そ
の
点

の
実
証
的
な
説
明
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
関
心
が
憲
法
学
や
法
理
学
に
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
国
家

論
や
政
体
、
天
皇
及
び
摂
政
、
日
本
国
民
の
権
利
義
務
と
い
っ
た
日
本
国
家
の
法
律
上
の
地
位
や
組
織
に
関
す
る
日
本
憲
法
論
が
初
期
中
島

の
重
要
な
仕
事
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
一
九
二
七
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
日
本
憲
法
論
』（
前
年
に
非
売
品
で
謄
写
版
刷
り
の
上
下
二
巻
本
が

出
て
い
る
）
は
そ
の
代
表
的
な
仕
事
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
美
濃
部
達
吉
（
一
八
七
三
―
一
九
四
八
）
の
自
由
主
義
的
な
「
天
皇
機
関

説
」
の
解
釈
に
立
っ
た
憲
法
学
を
祖
述
し
、
議
院
内
閣
政
治
と
政
党
政
治
支
持
の
立
場
を
表
明
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
は
立
憲
政
治
の
理

　
（
八
）
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念
を
強
調
す
る
吉
野
の
衣
鉢
を
立
派
に
継
い
で
い
る
と
い
え
よ
う（

3
）。

　

中
島
重
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
状
況
下
で
そ
の
思
想
形
成
を
行
な
っ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
岡
山
の
六
高
か
ら
東

大
法
科
に
進
ん
だ
彼
は
、
上
に
見
た
よ
う
に
小
野
塚
喜
平
次
・
美
濃
部
達
吉
や
吉
野
作
造
ら
の
学
問
的
影
響
を
強
く
受
け
、
さ
ら
に
、
学
生

時
代
に
本
郷
教
会
で
海
老
名
弾
正
の
説
教
を
聞
き
、
自
由
キ
リ
ス
ト
教
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
思
想
的
ス
タ
ン
ス
は
個
人
の
尊
厳
や

権
力
か
ら
の
自
由
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
お
く
キ
リ
ス
ト
教
的
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
で
あ
り
、
明
治
の
進
歩
的
知
識
人
に
多
く
見
ら
れ
る

国
家
主
義
的
な
傾
向
や
主
権
の
強
化
に
力
点
を
お
く
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
中
島
の
思
想
に
は
他
の
大
正
リ

ベ
ラ
リ
ズ
ム
的
伝
統
を
超
え
る
独
特
の
風
貌
が
あ
り
、
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
強
い
影
響
に
あ
っ
た
と
見
る
の
は
弟
子
の
嶋
田
啓
一
郎

の
弁
で
あ
る（

4
）。

　

中
島
は
、学
界
や
宗
教
界
で
接
触
し
た
多
く
の
人
物
の
う
ち
で
、と
り
わ
け
吉
野
と
海
老
名
か
ら
受
け
た
影
響
を
重
視
し
て
、両
者
を
「
二

人
の
恩
師
」
と
呼
ん
で
い
た
。
一
九
三
〇
年
代
の
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
中
島
の
宗
教
的
実
践
活
動
（「
社
会
的
基
督
教
運
動
」）
を
考
え
る

場
合
、
上
記
の
二
人
に
加
え
て
、
賀
川
豊
彦
（
一
八
八
八
―
一
九
六
〇
）
の
存
在
の
大
き
さ
も
看
過
で
き
な
い
。
昭
和
期
の
中
島
の
宗
教
的

実
践
活
動
、
す
な
わ
ち
学
生
キ
リ
ス
ト
教
運
動
Ｓ
Ｃ
Ｍ
、Student C

hristian M
ovem

ent 

を
契
機
に
「
社
会
的
基
督
教
関
西
連
盟
」（
一

九
三
一
）
の
創
設
、
そ
し
て
「
社
会
的
基
督
教
全
国
連
盟
」（
一
九
三
三
）
の
結
成
へ
と
全
国
的
な
社
会
的
キ
リ
ス
ト
教
運
動
の
指
導
者
と

し
て
積
極
的
な
活
躍
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
問
題
は
本
稿
の
課
題
と
離
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
言
及
し
な
い（

5
）。

　
（
九
）



大
正
期
の
日
本
思
想
と
政
治
的
多
元
論 Political Pluralism

 

一
〇

同
志
社
法
学　

六
三
巻
一
号

Ⅱ　

中
島
重
と Political Pluralism

研
究

1　

政
治
的
多
元
主
義
思
想
と
の
出
会
い

　

中
島
の
学
問
的
領
域
は
日
本
憲
法
学
、
法
理
学
、
国
家
論
、
社
会
学
の
分
野
に
及
ぶ
。
吉
野
の
推
薦
で
一
九
一
七
年
に
同
志
社
大
学
に
赴

任
し
、
海
老
名
の
同
志
社
総
長
辞
任
に
伴
い
同
志
社
を
去
る
一
九
二
九
年
ま
で
の
一
二
年
間
、
法
学
部
で
法
学
通
論
、
憲
法
、
国
法
学
、
法

理
学
な
ど
の
科
目
を
担
当
し
た
。
彼
が
当
時
も
っ
と
も
精
力
的
に
研
究
し
た
の
は
、
同
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
で
展
開
さ
れ
た
政
治
的
多
元
論 

political pluralism
 

を
中
心
と
す
る
第
一
次
大
戦
後
の
新
し
い
政
治
・
国
家
思
想
の
研
究
で
あ
っ
た
。
多
元
論
的
政
治
思
想
研
究
の
一
つ

の
動
機
は
大
学
の
憲
法
講
義
の
た
め
の
法
や
国
家
に
関
す
る
基
礎
理
論
の
研
鑽
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
中
島
の
著
書
『
日
本
憲
法

論
』
で
国
家
論
が
大
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
よ
く
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
中
島
の
数
年
に
お
よ
ぶ
研
究
成
果
が
『
多
元

的
国
家
論
』（
内
外
出
版　

一
九
二
二
）
の
公
刊
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。

　

本
書
は
八
編
の
論
文
か
ら
成
る
論
集
で
あ
り
、
そ
の
論
題
は
次
の
通
り
。
1 

国
家
本
質
に
関
す
る
二
大
思
潮
の
対
立
（
初
出
は
『
同
志

社
論
叢
』
創
刊
号　

大
正
九
年
。
な
お
元
の
標
題
は
「
国
家
本
質
に
関
す
る
二
大
思
潮
の
対
立
を
論
じ
て
私
見
を
述
ぶ
」
と
な
っ
て
い
る
）、

2 

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ヅ
と
国
家
主
権
と
の
関
係
、
3 
英
国
に
於
け
る
新
国
家
論
、
4 

ギ
ル
ド
・
ソ
ー
シ
ア
リ
ズ
ム
の
職
能
連
邦
国
、

5 

英
国
に
於
け
る
新
教
会
論
（
初
出
は
『
新
人
』
大
正
一
〇
年
）、
6 

多
元
論
的
国
家
学
説
成
立
の
可
能
性
、
7 

ラ
ス
キ
の
多
元
論
的
国

家
学
説
（
本
編
は
ラ
ス
キ
の T

he P
roblem

 of Sovereignty, 1917　

第
一
章
「
国
家
の
主
権
」
の
翻
訳
）、
8 

ラ
ス
キ
の
『
多
元
国
』

と
コ
ー
ル
の
『
共
同
体
』。
発
表
年
次
は
大
正
九
年
か
ら
一
一
年
に
か
け
て
の
二
年
間
で
完
成
さ
れ
た
。
七
と
八
の
論
文
は
書
き
下
ろ
し
で

あ
る
。

　

本
書
が
出
版
さ
れ
る
や
わ
が
国
に
お
け
る
最
も
早
い
多
元
的
国
家
論
の
本
格
的
な
紹
介
書
（
蠟
山
政
道
）
と
し
て
好
評
を
博
し
た
。
し
か

　
（
一
〇
）
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し
、
中
島
は
序
文
で
、
本
書
は
「
単
な
る
紹
介
、
単
な
る
解
説
」
で
は
な
く
、「
進
ん
で
こ
れ
を
自
己
の
も
の
と
し
て
発
展
せ
し
め
ん
と
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
こ
の
新
学
説
に
対
す
る
遥
か
な
る
共
鳴
で
あ
り
呼
応
」
で
あ
る
と
本
心
を
述
べ
て
い
る
。
な
ぜ
公
刊
に
踏
み
切

っ
た
の
か
。
そ
れ
は
多
元
論
と
ギ
ル
ド
・
ソ
ー
シ
ア
リ
ズ
ム
の
関
係
を
明
か
に
す
る
こ
と
に
加
え
て
、「
こ
の
小
著
が
国
家
と
社
会
と
の
区

別
を
知
ら
ざ
り
し
我
国
在
来
の
国
家
思
想
に
対
し
て
何
ら
か
の
刺
激
と
な
る
こ
と
」
を
期
待
し
た
と
述
べ
て
、
従
来
の
官
僚
的
絶
対
主
義
の

学
問
た
る
国
家
学
や
国
法
学
か
ら
の
脱
却
を
意
図
す
る
動
機
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
新
学
説
が
国
家
の
絶
対
性
、
包
括
性
を

打
破
し
、
国
家
の
不
当
に
巨
大
な
社
会
的
地
位
を
相
対
化
し
、
そ
の
勢
力
を
限
定
す
る
こ
と
に
役
立
つ
と
い
う
意
識
が
働
い
て
い
た
。

　

こ
こ
で
、
改
め
て
中
島
が
受
容
し
た
英
国
に
お
け
る
新
し
い
政
治
的
思
潮
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
多
元
的
国
家
論
、
も
し
く
は
機
能
学
説

と
呼
ば
れ
る
政
治
理
論
で
、
そ
の
あ
る
も
の
は
ギ
ル
ド
社
会
主
義
の
社
会
改
革
の
思
想
と
結
合
し
て
主
張
さ
れ
、
Ｅ
・
バ
ー
カ
ー
、
Ｈ
・
ラ

ス
キ
、
Ｇ
・
Ｄ
・
Ｈ
・
コ
ー
ル
、
Ｒ
・
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
ら
の
社
会
政
治
思
想
家
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
一
連
の
政
治
理
論
を
い
う
。

　

多
元
的
国
家
論
の
源
流
は
複
数
あ
り
、
Ｅ
・
バ
ー
カ
ー
が
一
九
一
四
年
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
哲
学
会
で
「
信
用
失
墜
せ
る
国
家
」

T
he D

iscredited State

（P
olitical Q

uarterly, F
eb 1915

）
の
講
演
を
行
な
っ
た
の
が
多
元
的
国
家
論
の
嚆
矢
と
さ
れ
、
次
い
で
『
ハ

ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
よ
り
現
代
に
至
る
イ
ギ
リ
ス
政
治
思
想
』P

olitical T
hought in E

ngland from
 Spencer to Today, 1915 

が 

H
om

e U
niversity L

ibrary 

の
シ
リ
ー
ズ
で
出
て
世
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
バ
ー
カ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
論
が
ラ
ス
キ
に

影
響
を
与
え
、
そ
の
『
政
治
学
大
綱
』G

ram
m

ar of P
olitics, 1926

、『
近
代
国
家
に
お
け
る
権
威
』A

uthority in the M
odern State, 

1918

、『
主
権
の
基
礎
』T

he F
oundations of Sovereignty and O

ther E
ssays, 1921 

な
ど
、
多
元
的
国
家
論
の
基
礎
的
研
究
が
公
表

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
論
文
は
同
時
代
の
日
本
の
学
者
た
ち
に
積
極
的
に
受
容
さ
れ
た
と
い
う
（
蠟
山
政
道
「
多
元
的
社
会
観
の

政
治
的
価
値
」）。
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
ラ
ス
キ
と
並
ん
で
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
大
き
な
影
響
力
を
与
え
た
の
が
、
Ｇ
・
Ｄ
・
Ｈ
・

　
（
一
一
）
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コ
ー
ル
の Social T

heory, 1920 

や
Ｒ
・
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
の C

om
m

unity, 1917, T
he M

odern State 

な
ど
の
論
著
で
あ
っ
た
。
中
島

は
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
の
社
会
理
論
に
触
れ
た
と
き
、
あ
た
か
も
電
気
に
触
れ
た
よ
う
な
衝
撃
を
受
け
た
と
い
う
（
田
畑
忍
）。
当
時
、
新
進

気
鋭
の
学
者
た
ち
は
、
明
治
以
来
の
国
家
学
や
国
法
学
の
強
い
影
響
か
ら
の
脱
皮
を
め
ざ
し
て
、
国
家
学
的
政
治
学
の
解
体
を
可
能
に
す
る

方
法
の
究
明
に
向
っ
た
。
中
島
と
同
僚
で
あ
っ
た
恒
藤
恭
や
今
中
次
麿
ら
は
西
南
学
派
（
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
、
リ
ッ
ケ
ル
ト
）
や
マ
ー
ル

ブ
ル
ク
学
派
（
コ
ー
エ
ン
、
ナ
ト
ル
プ
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
）
ら
新
カ
ン
ト
派
の
科
学
方
法
論
の
導
入
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
恒
藤
の
『
批
判
的

法
律
哲
学
の
研
究
』（
大
正
一
〇
）
や
今
中
の
『
政
治
学
に
お
け
る
方
法
二
元
論
』
な
ど
は
そ
う
し
た
方
法
論
議
の
結
晶
で
あ
っ
た（

6
）。

　

し
か
し
、
中
島
は
抽
象
的
な
方
法
論
で
は
な
く
、
英
米
の
政
治
的
多
元
論
の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
中
島
を
惹
き
つ
け
た
そ
の
理
論
は
、

一
九
世
紀
後
半
以
降
の
西
欧
民
主
主
義
国
家
が
経
験
し
た
社
会
的
構
造
の
変
化
の
理
論
的
反
映
で
あ
り
、
伝
統
的
な
近
代
的
自
由
を
新
た
な

社
会
的
状
況
の
下
に
再
確
立
し
よ
う
と
す
る
企
図
の
あ
ら
わ
れ
で
、
第
一
次
大
戦
を
契
機
と
す
る
内
外
の
情
勢
変
化
に
即
し
て
従
来
の
国
家

理
論
を
批
判
改
善
し
、
そ
れ
に
代
わ
る
べ
き
新
国
家
理
論
と
し
て
形
成
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
多
元
的
国
家
論
と
機
能
学
説
は
新
国
家
論
と

し
て
、
イ
自
由
の
本
質　

ロ
国
家
の
発
生
・
変
更
と
消
滅
の
現
実　

ハ
政
治
活
動
の
本
質　

ニ
政
治
と
法
、
道
徳
の
関
係　

ホ
国
際
関

係
の
捉
え
方　

ヘ
社
会
改
造
の
理
論
な
ど
、
当
面
す
る
重
要
な
政
治
学
上
の
理
論
的
、
実
際
的
諸
問
題
の
解
明
に
資
し
う
る
時
代
の
要
求

に
応
ず
る
学
説
で
、
近
代
政
治
学
の
伝
統
的
課
題
の
現
代
に
お
け
る
発
展
方
向
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

2　

多
元
論
的
国
家
思
想
の
論
評
と
受
容

⑴　

英
独
国
家
観
の
比
較

　

処
女
論
文
「
国
家
本
質
に
関
す
る
二
大
思
潮
の
対
立
」（『
多
元
的
国
家
論
』
所
収
の
第
一
論
文
）
の
冒
頭
に
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
の
『
共
同

社
会
論
』
の
原
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
国
家
と
共
同
社
会
（
基
本
社
会
）com

m
unity 

を
峻
別
し
、
政
治
的
結
社
は
人
々
の
生
活
全
体

　
（
一
二
）
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を
そ
の
な
か
に
包
含
し
た
り
、
支
配
統
制
を
加
え
た
り
し
な
い
こ
と
、
そ
し
て
国
家
は
共
同
社
会
の
内
部
に
あ
っ
て
特
別
な
権
力
を
も
っ
た

団
体
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
一
節
で
あ
る
。
そ
れ
は
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
が
中
島
の
国
家
論
の
形
成
に
与
え
た
決
定
的
で
核
心
的
な
部
分
を
示

す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

長
文
の
本
編
は
第
一
次
大
戦
前
後
の
英
独
両
国
の
代
表
的
な
国
家
観
を
対
比
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
理
論
の
特
徴
を
叙
述
し
て
い

る
。
対
比
さ
れ
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ミ
ル
・
ス
ペ
ン
サ
ー
等
の
自
由
主
義
的
国
家
論
と
ド
イ
ツ
の
文
化
国
家
主
義
（
そ
こ
で
は
社
会
政
策

が
高
唱
さ
れ
，
国
家
干
渉
主
義
が
是
認
さ
れ
る
）
で
、
そ
の
二
大
思
潮
が
現
実
政
治
の
進
展
に
ど
う
関
わ
っ
た
か
俯
瞰
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

両
国
に
み
ら
れ
る
コ
レ
ク
テ
イ
ヴ
ィ
ズ
ム
（
集
産
主
義
）
と
ギ
ル
ド
・
ソ
ー
シ
ア
リ
ズ
ム
（
ギ
ル
ド
社
会
主
義
）
の
対
比
で
あ
る
と
も
い
え

る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
伝
統
的
に
個
人
の
自
由
と
権
利
の
保
護
意
識
が
強
く
、
平
等
の
権
利
の
保
護
の
た
め
に
国
家
の
存
在
意
義
が
あ
る
と
い

う
見
方
が
、
英
国
人
特
有
の
国
家
思
想
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
一
種
の
株
式
会
社
と
同
じ
く
国
家
目
的
の
有
限
性
の
発
想
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

株
式
会
社 joint-stock com

pany 

と
同
じ
く
定
款
に
規
定
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
行
為
も
遂
行
し
え
な
い
と
い
う 

Ｊ
・
ロ

ッ
ク
以
来
の
伝
統
思
想
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
対
し
て
ド
イ
ツ
側
の
思
想
と
し
て
「
国
家
全
体
社
会
説
」
が
論
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

中
島
は
こ
こ
で
具
体
的
に
二
つ
の
国
家
観
の
典
型
を
取
り
上
げ
て
、
両
国
の
国
家
思
想
の
違
い
を
論
評
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
違
い
が

第
一
次
世
界
大
戦
に
ど
の
よ
う
に
関
係
し
た
か
を
究
明
す
る
の
が
論
稿
の
狙
い
で
あ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
流
国
家
観
の
典
型
が
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
系
統
の
国
家
淪
と
し
て
Ｂ
・
ボ
ザ
ン
ケ
ッ
ト

が
比
較
の
対
象
に
な
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
が
唱
え
る
「
国
家
株
式
会
社
説
」joint-stock protection society 

は
『
社
会
静
学
』、Social 

Statics, 1850

、
や P

rinciple of Sociology, 1876

、T
he M

an versus the State, 1884 

な
ど
よ
く
知
ら
れ
た
文
献
を
使
い
な
が
ら
、

自
由
主
義
的
理
想
国
家
論
と
、
哲
学
上
、
科
学
上
の
進
化
論
思
想
が
ス
ペ
ン
サ
ー
理
論
の
全
体
系
の
二
大
支
柱
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ

て
そ
の
特
徴
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
ボ
ザ
ン
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
、『
国
家
の
哲
学
的
理
論
』T

he P
hilosophical T

heory of 

　
（
一
三
）
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the State, 1899 

に
展
開
さ
れ
る
そ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
流
の
「
国
家
全
体
社
会
説
」
が
説
明
さ
れ
る
。
ボ
ザ
ン
ケ
ッ
ト
（B

ernard B
osanquet 

一
八
四
八
―
一
九
二
三
）
は
Ｔ
・
Ｈ
・
グ
リ
ー
ン
や
Ｆ
・
Ｈ
・
ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
ら
と
と
も
に
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て

イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
を
代
表
す
る
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
学
派
の
政
治
思
想
家
で
あ
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
イ
・
カ
レ

ッ
ジ
の
チ
ュ
ー
タ
ー
を
経
て
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
の
道
徳
哲
学
の
教
授
に
な
り
、
政
治
理
論
の
ほ
か
倫
理
学
や
美
学
の
著
書
も
出
版
し

た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
影
響
を
強
く
受
け
た
彼
は
反
唯
物
論
者
で
、
現
実
に
存
在
す
る
事
物
は
絶
対
精
神
の
現
わ
れ
と
す
る
新
ヘ
ー
ゲ
ル
主
義
を

信
奉
し
て
い
た
。
ボ
ザ
ン
ケ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
国
家
は
「
真
実
意
思
」real w

ill 

の
実
体
と
し
て
倫
理
化
さ
れ
、
そ
の
主
権
は
「
真
実
意
思
」

の
行
使
と
考
え
ら
れ
た
。
個
人
は
国
家
に
お
い
て
の
み
自
由
で
あ
り
、
国
家
に
は
個
人
が
自
由
で
あ
り
う
る
条
件
を
整
備
す
る
役
割
が
課
せ

ら
れ
て
い
る
と
み
た
。
か
く
し
て
社
会
政
策
の
実
施
を
基
本
と
す
る
国
家
社
会
主
義
へ
の
道
を
開
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
国
家
絶
対
論
は

ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
家
観
に
由
来
し
、
ホ
ブ
ハ
ウ
ス
や
ラ
ス
キ
、
ラ
ッ
セ
ル
ら
か
ら
き
び
し
く
批
判
さ
れ
た
。
ラ
ス
キ
の
多
元
論
は
い
わ
ば
国
家

絶
対
論
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。

イ　

Ｂ
・
ボ
ザ
ン
ケ
ッ
ト
「
国
家
全
体
社
会
説
」

　

中
島
は
ボ
ザ
ン
ケ
ッ
ト
の
国
家
論
を
六
つ
の
論
点
に
整
理
し
て
紹
介
す
る
。
ま
ず
、
国
家
論
の
哲
学
的
基
礎
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
が
、

そ
の
独
特
な
「
我
」
の
捉
え
方
を
あ
げ
、
個
人
が
日
常
経
験
し
意
識
す
る
「
現
実
我
」
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
「
理
想
我
又
は
真
我
」
の
存
在

を
述
べ
、そ
し
て
こ
の
後
者
の
我
は
即
ち
国
家
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
論
理
構
造
を
示
す
。
彼
は
ル
ソ
ー
の
哲
学
的
国
家
理
論
を
評
価
し
、

一
般
意
思 volonté générale 

に
相
当
す
る
の
が
こ
の
「
真
我
」
と
関
連
す
る
真
意
思 real w

ill 

の
観
念
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
解
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
道
徳
的
自
由
の
意
味
が
一
層
鮮
明
に
理
解
し
う
る
と
い
い
、
人
間
が
日
常
経
験
し
、
意
識
す
る
意
思
以
上
に
こ
の
よ
う
な
真

実
意
思
が
存
在
し
、
前
者
を
現
実
意
思 actual w

ill 

と
呼
び
う
る
の
に
対
し
て
後
者
を
真
意
思
と
い
う
、
と
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
真

　
（
一
四
）
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意
思
と
は
「
い
わ
ば
意
思
そ
の
も
の
に
し
て
、
吾
人
の
意
思
の
含
蓄
せ
る
す
べ
て
の
本
性
を
極
度
に
迄
発
展
せ
し
め
た
な
ら
ば
斯
く
も
あ
る

べ
し
と
思
は
る
べ
き
意
思
に
し
て
、
吾
人
の
真
の
利
益
を
目
的
と
せ
る
意
思
に
外
な
ら
ず
」（
読
者
の
便
宜
を
考
慮
し
て
、
適
宜
、
句
読
点

の
付
加
や
漢
字
の
仮
名
書
き
変
更
な
ど
原
文
の
修
正
を
行
な
っ
た
。
以
下
断
わ
り
な
き
限
り
同
じ
―
筆
者
注
）
と
い
う
定
義
を
下
し
て
い

る（
7
）。

こ
の
「
真
意
思
」
が
国
家
の
意
思
に
他
な
ら
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
両
者
の
同
一
性
を
ど
う
説
明
す
る
の
か
。
ボ
ザ
ン
ケ
ッ
ト
は

心
理
学
的
な
説
明
を
用
い
て
、「
人
の
心
が
多
数
特
殊
的
組
織
団
体
の
統
一
的
組
織
た
る
と
同
じ
く
、
国
家
は
大
な
る
精
神
と
し
て
の
諸
多

統
覚
的
観
念
群
の
統
一
的
組
織
な
り
、
と
い
ふ
こ
と
を
得
べ
し
」
と
し
て
、「
国
家
は
縮
小
す
れ
ば
個
人
の
心
と
な
り
、
個
人
の
心
は
拡
大

す
れ
ば
国
家
と
な
る
。
国
家
は
実
に
個
人
の
拡
大
し
た
る
も
の
に
し
て
、
普
遍
我
と
呼
び
得
べ
く
大
我
と
称
し
得
べ
き
実
在
な
り
。
個
人
の

実
在
た
る
以
上
に
実
在
に
し
て
、
個
人
の
現
実
の
心
が
一
方
に
偏
し
易
く
不
完
全
な
る
に
対
し
て
、
国
家
は
最
も
完
全
に
外
部
に
展
開
し
た

る
個
人
の
心
に
し
て
、
国
家
は
個
人
の
真
意
思
の
体
現
に
外
な
ら
ず
。
斯
の
如
き
が
故
に
、
個
人
は
現
実
意
思
の
外
に
真
意
思
を
有
し
、
此

の
真
意
思
は
国
家
の
普
遍
意
思
に
外
な
ら
ざ
る
な
り（

8
）」。

　

中
島
は
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
を
「『
我
』
を
普
遍
的
実
体
的
存
在
と
観
る
形
而
上
学
な
る
と
と
も
に
、
又
『
我
』
を
絶
対
と
観
、
宇
宙
の

本
体
た
る
神
と
同
一
視
す
る
汎
神
論
的
見
地
に
外
な
ら
ず
」
と
一
蹴
し
て
い
る
。
以
下
に
中
島
の
具
体
的
反
論
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

要
す
る
に
、
ボ
ザ
ン
ケ
ッ
ト
の
国
家
絶
対
説
と
は
、
国
家
は
何
ら
か
の
目
的
に
対
す
る
手
段
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
国
家
の
自
己

目
的
性
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
、
個
人
の
自
由
の
捉
え
方
は
、「
現
実
意
思
以
上
に
理
想
我
と
も
言
ふ
べ
き
真
意
思
」
が
あ
り
、「
こ
の
真
意

思
に
服
従
し
之
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
個
人
の
道
徳
的
向
上
の
唯
一
の
途
に
し
て
之
を
外
に
し
て
道
徳
的
向
上
あ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
の
真
意

思
に
服
従
す
る
が
為
に
は
、
仮
令
現
実
意
思
を
枉
げ
、
之
を
圧
服
し
て
苦
痛
を
感
ず
る
こ
と
あ
ら
ん
と
も
自
己
向
上
の
為
に
は
忍
ば
ざ
る
べ

か
ら
ず
。
而
し
て
国
家
の
普
遍
意
思
は
真
意
思
な
り
。
故
に
国
家
の
統
制
に
服
従
す
る
こ
と
は
個
人
の
真
を
為
し
、
大
を
為
し
道
徳
的
に
向

上
す
る
所
以
に
し
て
、
之
を
外
に
し
て
道
徳
な
る
も
の
存
在
す
る
こ
と
な
し（

9
）」

と
服
従
義
務
の
深
い
道
徳
的
意
義
が
強
調
さ
れ
る
。
言
い
換

　
（
一
五
）
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え
れ
ば
、
自
由
と
は
放
恣
や
我
儘
、
現
実
意
思
の
意
味
で
は
な
く
、「
真
の
我
の
自
由
た
ら
ん
が
為
に
は
我
儘
と
放
恣
と
を
抑
圧
し
現
実
意

思
に
強
制
を
加
へ
て
真
意
思
を
実
現
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
真
意
思
の
実
現
に
お
い
て
の
み
真
の
我
の
実
現
は
あ
り
真
の
自
由
は
存
在
す（

10
）」。

し
た
が
っ
て
、
国
家
意
思
の
統
制
に
服
従
す
る
こ
と
こ
そ
真
の
自
由
の
意
味
で
あ
り
、
か
く
し
て
、
法
に
よ
る
国
家
の
強
制
や
「
強
制
拘
束
」

す
な
わ
ち
自
由
、
と
い
う
観
念
が
生
れ
る
と
論
評
す
る
。

　

次
に
国
家
と
他
の
団
体
（
社
会
）
の
関
係
で
あ
る
が
、
ボ
ザ
ン
ケ
ッ
ト
は
、
国
家
は
他
の
す
べ
て
の
団
体
を
そ
の
う
ち
に
部
分
と
し
て
包

含
す
る
完
全
な
る
全
体
社
会
で
、
団
体
は
あ
く
ま
で
も
国
家
内
の
部
分
と
し
て
の
存
在
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
観
念
を
保
持
し
た
。
国
家
と
国

際
関
係
の
認
識
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
国
際
関
係
は
一
種
の
自
然
状
態
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、世
界
は
「
完
全
な
る
全
体
社
会
」

相
互
の
対
立
状
態
に
あ
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
全
体
社
会
群
が
さ
ら
に
高
次
の
「
世
界
国
家
の
下
に
組
織
統
一
せ
ら
れ
ざ
る
限
り
は
国
際
関

係
は
何
等
の
社
会
的
関
係
に
あ
ら
ず
、
所
謂
自
然
状
態
に
外
な
ら
ず
と
い
ふ
べ
く
、
又
組
織
的
社
会
関
係
あ
り
て
の
み
道
徳
成
立
し
得
る
が

故
に
、
国
際
関
係
は
何
等
道
徳
的
関
係
に
非
ず
非
道
徳
的
（
不
道
徳
的
に
非
ず
）
自
然
関
係
に
外
な
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
と
な
る（

11
）」。

　

最
後
に
こ
の
国
家
論
の
特
色
と
し
て
国
家
及
び
法
律
の
倫
理
的
意
義
の
強
調
、
国
家
や
法
へ
の
服
従
に
よ
っ
て
個
人
が
道
徳
的
向
上
を
期

し
う
る
こ
と
、
国
家
及
び
法
は
個
人
の
向
上
の
道
し
る
べ
の
用
途
と
な
り
、
服
従
と
適
合
へ
の
努
力
を
通
し
て
人
は
「
個
我
の
大
を
為
す
こ

と
を
得
」
と
捉
え
て
、「
国
家
及
び
法
律
は
道
徳
観
念
の
具
体
化
し
た
る
も
の
即
ち
道
徳
そ
の
も
の
」
と
い
う
観
念
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
し

た
。ロ　

Ｈ
・
ス
ペ
ン
サ
ー
「
国
家
株
式
会
社
説
」

　

次
に
中
島
は
『
社
会
静
学
』Social Statics

（
一
八
五
〇
）
に
現
れ
た
ス
ペ
ン
サ
ー
の
自
由
放
任
主
義
的
な
国
家
論
を
概
観
す
る
。
ス
ペ

ン
サ
ー
の
明
治
日
本
に
与
え
た
思
想
的
影
響
は
大
き
く
、
本
書
は
明
治
一
〇
年
代
に
す
で
に
尾
崎
行
雄
訳
の
『
権
利
提
綱
』（
一
八
七
七
）、

　
（
一
六
）
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松
島
剛
全
訳
『
社
会
平
権
論
』（
一
八
八
一
―
八
三
）
が
刊
行
さ
れ
、
自
由
民
権
運
動
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。『
社

会
静
学
』
は
単
純
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
に
理
想
国
家
を
描
写
す
る
社
会
学
で
は
な
く
、
す
で
に
自
然
科
学
的
進
化
論
の
思
想
を
基
礎
に
自
由
主

義
を
論
証
せ
ん
と
し
た
処
女
作
で
あ
っ
た（

12
）。

ス
ペ
ン
サ
ー
は
人
類
の
幸
福
の
享
受
と
幸
福
実
現
の
た
め
の
行
為
の
自
由
は
天
賦
の
権
利
と
し

て
神
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
、
そ
れ
を
「
社
会
構
成
の
第
一
原
理
」
と
よ
ん
だ
。
そ
し
て
こ
の
「
第
一
原
理
」
か
ら
生
命
身

体
の
権
利
、
土
地
使
用
権
や
所
有
権
、
思
想
言
論
の
自
由
、
名
誉
の
保
持
、
交
易
の
権
利
な
ど
人
類
の
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
が
演
繹
さ
れ
る
と

み
た
。
こ
れ
ら
の
権
利
は
当
然
、
婦
女
子
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
平
等
に
保
障
さ
る
べ
き
も
の
で
、
天
賦
人
権
な
い
し
自
然
権
と
称
す
る

権
利
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
国
家
は
こ
の
自
然
権
を
保
護
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
組
織
で
、
他
の
集
団
が
外
部
か
ら
侵
害
せ
ん
と

す
る
時
は
「
防
禦
」
に
あ
た
り
、
内
部
に
お
い
て
特
定
の
個
人
が
権
利
侵
害
の
行
動
に
出
る
と
き
は
「
警
察
」
と
い
う
役
割
で
内
外
両
面
の

権
利
侵
害
か
ら
保
護
す
る
目
的
で
「
各
人
が
自
由
意
思
を
以
て
結
合
組
織
せ
る
組
合
」
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
国
民
相
互
保
護
の
株
式
会
社　

joint-stock protection-society

」
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
租
税
は
こ
の
機
能
の
代
償
と
し
て
支
払
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
組
合
（
国
家
）

は
強
制
加
入
で
は
な
く
、何
人
に
も
脱
退
す
る
権
利
が
留
保
さ
れ
、国
家
否
認
権 right to ignore state 

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、

「
国
家
は
個
人
が
委
任
し
た
る
範
囲
内
に
お
い
て
の
み
活
動
す
る
職
能
を
有
し
、
義
務
を
有
し
、
国
家
が
そ
れ
以
外
の
事
を
為
す
は
個
人
の

委
託
に
そ
む
き
、
個
人
の
払
ふ
た
る
租
税
を
不
当
に
使
用
す
る
も
の
に
し
て
個
人
の
権
利
の
侵
害
と
な
り
、
委
託
の
背
任
と
な
る
も
の
な
り
」

と
見
做
さ
れ
る
の
で
あ
る（

13
）。

　

以
上
が
ス
ペ
ン
サ
ー
の
定
義
す
る
国
家
の
大
要
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
国
家
の
自
己
目
的
性
は
完
全
に
否
認
さ
れ
、
国
家
に
よ
る
個
人
の

拘
束
は
有
限
で
あ
り
、
個
人
の
人
格
の
す
べ
て
が
ト
ー
タ
ル
に
国
家
に
所
属
し
な
い
た
め
、
国
家
の
拘
束
を
受
け
な
い
自
由
行
動
の
範
囲
が

許
容
さ
れ
る
。
ま
た
、
国
家
は
全
体
社
会
で
は
な
く
、
多
数
の
個
人
が
集
合
し
て
組
織
さ
れ
た
「
特
殊
的
組
合
」
に
過
ぎ
ず
、
決
し
て
他
の

多
く
の
「
特
殊
的
組
合
」
を
自
己
の
一
部
分
と
し
て
そ
の
内
に
包
含
す
る
全
体
社
会
で
は
な
い
。
そ
の
国
際
関
係
の
認
識
も
ボ
ザ
ン
ケ
ッ
ト

　
（
一
七
）
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と
対
照
的
で
、
自
由
貿
易
の
容
認
論
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
家
を
超
越
し
た
人
類
規
模
の
世
界
的
社
会
の
形
成
を
承
認
す
る
見
方
が
あ
る
。

そ
し
て
、
国
家
や
法
律
制
度
は
人
類
の
不
完
全
性
が
生
み
出
し
た
必
要
悪 necessary evil 

で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

⑵　

両
学
説
の
論
評

　

中
島
は
こ
こ
で
英
独
両
学
説
の
論
評
を
試
み
る
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
彼
自
身
の
立
場
は
ス
ペ
ン
サ
ー
に
代
表
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
流
の
国

家
観
に
立
つ
こ
と
を
端
的
に
表
明
す
る
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
流
の
「
国
家
全
体
社
会
説
」
の
哲
学
的
基
礎
は
「
普

遍
実
在
の
『
我
』」
と
い
う
抽
象
的
な
形
而
上
学
に
立
つ
国
家
的
汎
神
論
で
あ
り
、
個
人
を
無
視
し
国
家
の
み
を
実
在
す
る
も
の
と
見
る
徹

底
し
た
全
体
重
視
の
考
え
方
に
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
国
家
株
式
会
社
説
」
は
個
人
重
視
の
立
場
か
ら
個
人
の
自
由
活
動
の
意
義

を
評
価
し
、
天
賦
人
権
説
や
自
然
権
思
想
を
強
調
し
て
こ
の
権
利
自
由
を
保
護
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て
国
家
の
存
在
を
観
念
し
、
前
者
と

全
く
対
照
的
な
純
然
た
る
個
人
主
義
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
中
島
は
こ
の
両
学
説
の
い
ず
れ
が
現
実
の
国
家
生
活
を
よ
り
よ
く

説
明
し
う
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
評
価
を
試
み
て
い
る
。
自
由
論
、
国
家
と
社
会
の
関
連
付
け
、
国
際
関
係
の
説
明
の
三
つ
の
論
点
に
つ
い

て
講
評
し
て
い
る
。
以
下
、
簡
単
に
論
旨
を
紹
介
し
よ
う
。

　

ま
ず
国
家
の
職
能
の
有
限
性
に
つ
い
て
両
者
は
ど
う
見
る
か
。
こ
こ
に
は
当
然
、
自
由
の
問
題
が
関
係
す
る
。
国
家
の
職
能
の
有
限
性
を

強
調
す
る
ス
ペ
ン
サ
ー
に
対
し
て
、
ボ
ザ
ン
ケ
ッ
ト
は
、
強
制
即
自
由
と
す
る
「
国
家
全
体
社
会
説
」
を
取
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
中
島
は

「
自
由
権
の
本
義
」
を
無
視
し
た
主
張
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
中
島
は
「
国
家
全
体
社
会
説
」
の
認
識
論
的
基
礎
と
現
実
の
国
家
の
性
格
の

両
面
か
ら
国
家
の
理
想
主
義
的
定
義
の
誤
り
を
衝
く
。「
国
家
の
拘
束
が
即
ち
真
の
自
由
に
し
て
個
人
は
之
に
服
従
し
て
の
み
真
の
生
活
在

り
得
と
説
く
は
、
現
実
不
完
全
な
る
国
家
を
そ
の
ま
ま
真
善
美
の
理
想
体
な
り
、
完
全
な
る
神
な
り
、
と
為
す
も
の
に
し
て
、
こ
れ
以
上
事

実
に
合
せ
ざ
る
滑
稽
事
無
く
、
又
実
際
上
こ
れ
以
上
徹
底
せ
る
専
制
主
義
是
認
の
国
家
論
無
し
、
と
言
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
独
逸
の
文
化
国

　
（
一
八
）
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家
主
義
が
畢
竟
国
家
の
絶
対
専
制
に
帰
す
る
は
、
誠
に
之
が
為
な
り
と
言
は
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り（

14
）」

と
手
厳
し
い
。
さ
ら
に
、
中
島
は
個
人

の
自
由
権
の
覚
醒
は
、
歴
史
上
、
宗
教
改
革
以
後
の
現
象
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
、「
良
心
至
上
主
義
は
宗
教
改
革
の
骨
髄
」
で
、「
神
の

救
い
は
制
度
の
力
に
依
る
に
非
ず
、
一
に
各
人
の
信
仰
に
依
る
」
と
獅
子
吼
し
た
Ｍ
・
ル
ー
テ
ル
の
名
を
あ
げ
て
、「
良
心
が
ロ
ー
マ
教
会

の
権
威
以
上
な
ら
ば
、
同
時
に
又
良
心
は
国
家
の
権
威
以
上
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
説
く
。
か
く
し
て
宗
教
改
革
が
原
動
力
に
な
り
、
数

世
紀
の
革
命
運
動
を
経
て
漸
く
信
仰
の
自
由
権
が
確
立
し
て
、
宗
教
と
国
家
の
領
域
が
そ
れ
ぞ
れ
分
離
独
立
し
、
国
家
の
宗
教
に
対
す
る
干

渉
が
禁
止
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宗
教
は
国
家
の
職
能
に
属
さ
ず
と
い
う
思
想
が
浸
透
し
て
い
く
な
か
で
、
言
論
集
会
身
体
居
住
移
転

の
自
由
な
ど
多
く
の
重
要
な
自
由
権
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
島
は
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
各
州
の
『
権
利
章
典
』B

ill of R
ights　

や
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
『
人
権
宣
言
』L

a déclaration des droits de l ’hom
m

e et du citoyen

、
な
ど
に
言
及
し
な
が
ら
、
近
代
憲
法
に

人
民
の
自
由
権
が
規
定
せ
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
歴
史
的
経
緯
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
自
由
権
と
国
家
の
職
能
論
に
進
む
。

　

歴
史
的
に
み
て
「
自
由
権
は
そ
の
裏
を
返
し
て
言
へ
ば 

即
ち
国
家
の
職
能
に
は
制
限
あ
り
、
決
し
て
無
限
な
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
意

味
す
る
も
の
に
し
て
、
換
言
す
れ
ば
、
国
家
は
一
定
有
限
の
目
的
を
の
み
有
す
る
人
類
の
結
合
に
し
て
、
こ
れ
が
構
成
員
の
人
格
の
全
部
を

之
に
吸
収
併
呑
す
べ
き
も
の
に
非
ざ
る
こ
と
の
法
律
的
保
障
に
外
な
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
を
得
べ
し
。
余
輩
は
自
由
権
の
本
義
は
断
じ
て
こ
れ

以
外
に
あ
る
べ
か
ら
ず
と
信
ず
る
も
の
な
り（

15
）」

　

そ
れ
で
は
、
国
家
の
「
一
定
有
限
の
目
的
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
国
家
の
役
割
は
、
内
外
両
面
に
わ
た
る
個
人
の
保
護
に
限
定
さ

れ
、
そ
れ
以
外
の
領
域
に
お
け
る
人
間
の
活
動
は
す
べ
て
自
由
で
、
宗
教
・
実
業
・
教
育
・
衛
生
・
郵
便
・
鉄
道
・
貨
幣
な
ど
す
べ
て
個
人

の
自
由
活
動
に
放
任
す
べ
し
と
彼
は
説
く
。

　

し
た
が
っ
て
国
家
の
職
能
は
、
警
察
と
軍
隊
の
機
能
に
限
定
さ
れ
た
「
絶
対
目
的
論
」
に
立
っ
て
展
開
さ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
職
能

の
範
囲
は
国
家
の
拘
束
可
能
な
範
囲
の
謂
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
立
法
の
範
囲
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
見
方
を
変
え
れ
ば
自
由
論
は
立
法

　
（
一
九
）
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の
範
囲
の
制
限
の
問
題
に
帰
着
す
る
と
い
う
論
理
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
が
引
証
さ
れ
、「
ミ

ル
の
自
由
論
は
此
の
方
面
よ
り
立
て
ら
れ
た
る
自
由
論
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
「
国
家
株
式
会
社
説
」
は
「
第
一

六
世
紀
宗
教
改
革
以
来
の
自
由
解
放
運
動
の
精
神
的
衣
鉢
を
正
当
に
継
承
せ
る
も
の
」
と
し
て
中
島
は
評
価
す
る
が
、
同
時
に
ま
た
、
そ
れ

は
理
論
的
脆
弱
さ
を
も
つ
主
張
で
あ
る
と
し
て
、
以
下
の
重
大
な
修
正
点
を
提
示
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、
⑴
国
家
の
職
能
の
範
囲
と
自
由
の
範
囲
を
固
定
的
に
捉
え
る
態
度
の
あ
や
ま
り
を
正
す
こ
と
。
中
島
は
国
家
と
自
由
の
範

囲
は
表
裏
の
関
係
に
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
両
者
の
範
囲
は
常
に
時
代
と
と
も
に
流
動
し
、
そ
の
範
囲
は
伸
縮
自
在
で
「
永
遠
固
定
」
の
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。
⑵
個
人
の
自
由
は
社
会
に
対
す
る
自
由
で
は
な
く
、「
国
家
に
対
し
て
の
自
由
」
で
あ
る
こ
と
の
明
瞭
な

認
識
が
必
要
。
こ
の
修
正
点
は
、
ボ
ザ
ン
ケ
ッ
ト
の
ス
ペ
ン
サ
ー
と
ミ
ル
の
自
由
論
に
対
す
る
批
判
に
触
発
さ
れ
て
中
島
が
推
敲
し
始
め
た

観
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
中
島
の
国
家
と
社
会
の
関
係
の
捉
え
方
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
。「
国
家
と
社
会
と
を
同
一
と
観
る
全

体
社
会
説
の
眼
を
以
て
す
る
と
き
は
、
個
人
の
人
格
中
に
社
会
に
属
せ
ざ
る
方
面
あ
り
と
す
る
自
由
論
は
全
然
不
可
解
の
事
と
な
る
。
人
格

な
る
も
の
は
社
会
的
な
る
も
の
に
し
て
、
社
会
的
に
し
て
初
め
て
倫
理
的
た
り
得
る
も
の
な
り
。
而
し
て
社
会
的
倫
理
的
な
る
こ
と
が
人
格

の
尊
む
べ
き
本
質
な
り
と
す
れ
ば
、
人
格
の
社
会
に
属
せ
ざ
る
方
面
あ
り
と
す
る
は
、
即
ち
人
格
の
非
社
会
的
非
倫
理
的
方
面
を
い
へ
る
も

の
に
外
な
ら
ず
。
然
ら
ば
こ
の
意
味
に
お
け
る
自
由
と
は
、
人
格
の
社
会
性
倫
理
性
を
控
除
し
た
る
人
格
の
残
滓
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
と
す
る

外
無
か
ら
ん
と（

16
）」

と
紹
介
し
て
、「
国
家
株
式
会
社
説
」
論
者
に
と
っ
て
そ
の
批
判
は
「
国
家
と
社
会
と
を
区
別
せ
ず
し
て
同
一
視
す
る
限
り
、

遂
に
返
答
す
べ
か
ら
ざ
る
最
も
鋭
利
な
る
批
難
」
と
肯
定
的
に
捉
え
て
、回
答
は
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
で
あ
る
と
云
う
。
と
い
う
こ
と
は
、

中
島
も
ミ
ル
の
自
由
論
が
「
個
人
と
社
会
と
の
関
係
に
存
在
す
る
が
如
く
に
思
わ
し
め
る
」
主
張
（『
自
由
論
』
第
四
章　

個
人
を
支
配
す

る
社
会
の
権
威
の
限
界
に
つ
い
て
論
じ
た
一
節
、「
も
し
も
社
会
と
個
人
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
と
特
別
に
関
係
し
て
い
る
部
分
の
み
を
受

け
取
る
な
ら
ば
、
各
々
が
自
己
の
正
当
な
分
け
前
を
受
け
取
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
人
間
生
活
の
中
、
利
害
関
係
者
が
主
と
し
て
個
人

　
（
二
〇
）
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で
あ
る
と
こ
ろ
の
部
分
は
個
人
に
属
す
べ
き
で
あ
り
、
利
害
関
係
者
が
主
と
し
て
社
会
で
あ
る
と
こ
ろ
の
部
分
は
社
会
に
属
す
べ
き
で

あ
る（

17
）」

の
箇
所
。
中
島
は
わ
ざ
わ
ざ
訳
文
の
原
典
部
分 E

ach w
ill receive its proper share, if each has that w

hich m
ore 

particularly concerns it. To individuality should belong the part of life in w
hich it is chiefly the individual that is 

interested; to society, the part w
hich chiefly interests society 

を
引
い
て
い
る
） 

に
対
し
て
、
共
通
の
不
満
を
抱
い
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ミ
ル
は
社
会
が
個
人
に
対
し
て
拘
束
し
得
べ
き
範
囲
を
認
め
る
が
、
そ
の
議
論
の
骨
子
は
、
個
人
の
人
格
に
社
会
の

権
威
を
押
し
及
ぼ
す
こ
と
の
で
き
な
い
部
分
の
あ
る
こ
と
を
認
め
、
社
会
的
権
威
の
拘
束
は
、
社
会
の
守
る
べ
き
一
定
領
域
以
内
に
お
い
て

の
み
是
認
せ
ら
る
べ
き
も
の
、
と
い
う
根
本
思
想
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
意
味
で
は
ス
ペ
ン
サ
ー
の
自
由
論
と
同
じ
く
、
ボ
ザ
ン
ケ
ッ
ト
が

批
判
す
る
「
法
と
自
我
と
が
乖
離
」
し
た
理
論
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
批
難
に
応
え
る
方
法
は
何
か
。
中
島
は
次
の
よ

う
な
回
答
を
用
意
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　
「
こ
の
批
難
を
免
れ
得
る
途
は
た
だ
国
家
と
社
会
と
を
厳
重
に
区
別
し
、
自
由
と
職
能
と
の
問
題
と
な
る
は
国
家
に
し
て
社
会
に
非
ざ
る

こ
と
を
明
か
に
認
識
す
る
に
在
り
。
国
家
は
一
定
有
限
の
目
的
を
有
す
る
団
体
な
り
。
こ
の
団
体
の
成
立
す
る
基
礎
に
、
之
と
区
別
す
べ
き

社
会
な
る
も
の
が
存
在
し
、
国
家
は
一
定
の
範
囲
に
お
い
て
の
み
個
人
に
拘
束
を
加
へ
、
個
人
は
超
国
家
的
方
面
を
有
す
れ
ど
も
社
会
の
一

員
と
し
て
は
、
な
ほ
道
徳
律
に
従
ふ
も
の
に
し
て
、
自
由
と
言
へ
ど
も
放
恣
を
意
味
せ
ず
、
非
社
会
非
倫
理
を
意
味
す
る
も
の
に
非
ざ
る
を

明
確
に
す
べ
き
な
り（

18
）」

と
。

　

要
す
る
に
、
社
会
が
国
家
存
在
の
基
礎
と
し
て
あ
る
こ
と
を
明
確
に
認
め
、
国
家
は
た
だ
社
会
の
構
成
員
が
共
通
目
的
を
実
現
す
る
た
め

に
結
合
し
た
団
体
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
一
定
の
職
能
（
機
能
）
を
も
ち
、
職
能
の
範
囲
内
に
お
い
て
そ
の
構
成
員
を
拘
束
で
き
る
が
、
構
成

員
は
国
家
に
拘
束
せ
ら
れ
な
い
領
域
に
お
い
て
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て
国
家
に
関
係
な
く
自
由
行
動
を
為
し
う
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
、

そ
し
て
職
能
と
自
由
の
範
囲
を
流
動
的
に
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
主
義
的
国
家
観
（「
国
家
株
式
会
社
説
」）
の
説
く
自
由
論
は
自
由

　
（
二
一
）
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の
理
解
に
お
い
て
万
全
を
期
し
う
る
と
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

⑶　
「
絶
対
目
的
論
」
的
職
能
論
と
道
徳
律

　

こ
こ
に
は
、
中
島
の
国
家
と
社
会
の
峻
別
論
、
警
察
と
軍
隊
の
機
能
に
限
定
す
る
国
家
「
職
能
」
の
厳
格
な
「
絶
対
目
的
論
」
が
見
ら
れ

る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
「
個
人
の
人
格
の
不
可
侵
と
行
為
の
自
由
」
の
保
障
を
力
説
す
る
が
、
同
時
に
「
自
由
の
放
恣
」
に
対
す
る
中

島
の
警
戒
心
も
強
い
。

　

国
家
は
真
・
善
・
美
を
掌
る
社
会
の
領
域
に
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、「
超
団
体
（
超
国
家
的
方
面
）
た
る
非
拘
束
の
自
由
範
囲

は
道
徳
的
自
律
の
拘
束
の
範
囲
な
る
こ
と
」、「
自
由
は
放
恣
を
意
味
せ
ざ
る
こ
と
、
非
社
会
を
意
味
せ
ざ
る
こ
と
」
と
社
会
に
お
け
る
道
徳

律
の
支
配
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
自
由
は
「
国
家
に
対
し
て
の
自
由
」
で
あ
っ
て
、
社
会
に
対
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
国
家
は
「
基

本
社
会
を
構
成
す
る
人
々
の
道
徳
的
人
格
を
完
成
す
る
た
め
、
す
な
わ
ち
至
高
善
の
理
想
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
」
と
見
る
理
想
主
義
的

国
家
観
も
あ
っ
た
。
ミ
ル
に
つ
い
て
再
論
す
れ
ば
、
ミ
ル
は
『
自
由
論
』
に
お
い
て
、
個
人
に
無
制
限
の
行
為
の
自
由
を
与
え
て
い
な
い
こ

と
に
気
づ
く
。
す
な
わ
ち
、
行
為
を
自
己
自
身
に
関
す
る
行
為
（「
自
己
配
慮
」self-regarding actions

）
と
他
者
に
関
す
る
行
為

（others-regarding actions

）
に
分
か
ち
、
他
者
に
直
接
被
害
を
与
え
な
い
行
為
を
意
味
す
る
前
者
に
は
完
全
な
自
由
が
与
え
ら
れ
る
が
、

後
者
は
制
限
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
れ
は
ミ
ル
が
国
家
干
渉
そ
の
も
の
を
悪
と
し
て
否
定
す
る
自
由
放
任

主
義
の
姿
勢
を
と
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
他
者
の
安
全
や
利
益
を
侵
害
し
な
い
限
り
個
人
の
自
由
を
尊
重
し
、
個
人
的
自
由

に
対
す
る
権
力
の
不
当
な
干
渉
を
拒
否
し
た
ミ
ル
で
あ
っ
た
が
、
私
人
間
の
討
議
や
忠
告
は
禁
じ
て
い
な
い
。
個
人
が
価
値
あ
る
生
活
を
追

及
す
る
過
程
で
、
何
が
価
値
あ
る
生
活
な
の
か
を
め
ぐ
っ
て
相
互
の
批
判
を
奨
励
し
、
多
様
な
見
解
の
活
発
な
表
明
を
歓
迎
し
て
い
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
大
衆
社
会
状
況
下
で
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
を
楯
に
と
っ
た
他
者
へ
の
利
己
的
無
関
心
や
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
か
ら
距
離
を
置
い
た

　
（
二
二
）
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ミ
ル
の
社
会
全
般
の
利
益
を
配
慮
す
る
公
共
精
神
や
公
共
性
の
哲
学
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
大
正
中
期
の
日
本
の
ミ
ル
研
究
の
水

準
を
考
え
る
と
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い（

19
）が

、
上
掲
の
中
島
の
ミ
ル
観
に
は
当
時
の
功
利
主
義
哲
学
者
ミ
ル
と
い
う
学
界

の
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
影
響
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

木
村
健
康
は
ミ
ル
の
功
利
主
義
は
ベ
ン
サ
ム
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ミ
ル
ら
直
系
の
功
利
主
義
者
と
い
う
性
格
付
け
に
反
対
し
て
、
ミ
ル
が
ベ

ン
サ
ム
に
深
く
学
ん
だ
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
他
面
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
（
一
七
七
二
―
一
八
三
四
）
や
ト
マ
ス
・
カ
ー
ラ
イ

ル
（
一
七
九
五
―
一
八
八
一
）
ら
に
興
味
を
も
ち
、
彼
ら
ロ
マ
ン
派
非
功
利
主
義
者
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
ベ
ン
サ
ム
が
い
う
「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」
と
い
う
命
題
に
関
し
て
い
え
ば
、
そ
の
「
幸
福
」
と
い
う
用
語
の
中
身
の
違
い
が
問

題
に
な
る
。
つ
ま
り
、
ベ
ン
サ
ム
が
快
楽
と
い
い
、
苦
痛
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
物
質
的
な
快
楽
お
よ
び
苦
痛
を
意
味
す
る
が
、
ミ
ル
の
「
幸

福
」
の
定
義
は
よ
り
精
神
的
な
価
値
の
重
視
を
意
味
す
る
。
彼
が
人
生
の
目
的
と
し
て
引
用
し
て
い
る
ド
イ
ツ
の
人
文
主
義
者
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
（
一
七
六
七
―
一
八
三
五
）
の
思
想
に
よ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
天
賦
の
諸
能
力
を
可
能
な
限
り
、
調
和
的

に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
道
徳
の
目
的
で
あ
る
が
、
そ
の
趣
旨
は
理
想
主
義
的
な
個
人
主
義
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
と
い
い
、
ミ
ル
の
幸
福

の
捉
え
方
が
ベ
ン
サ
ム
の
そ
れ
と
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
思
想
の
精
密
な
展
開
は
、
木
村
に
よ
れ
ば
、

ト
マ
ス
・
ヒ
ル
・
グ
リ
ー
ン
（
一
八
三
六
―
一
八
八
二
）
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
る
の
で
あ
る（

20
）。

⑷　

国
家
は
目
的
な
り
や
手
段
な
り
や

　

こ
れ
ま
で
、
国
家
の
職
能
の
範
囲
と
自
由
の
問
題
を
み
て
き
た
が
、
次
に
国
家
の
目
的
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
は
存

在
そ
れ
自
体
が
目
的
な
の
で
あ
っ
て
手
段
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
と
、
そ
の
反
対
に
、
国
家
は
他
の
何
も
の
か
の
目
的
の
手
段
と
し
て
存

在
す
る
と
い
う
考
え
方
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
国
家
全
体
社
会
説
」
は
前
者
の
「
自
目
的
」（
自
己
目
的
性
）
を
説
き
、「
国
家
株
式
会

　
（
二
三
）
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社
説
」
は
後
者
の
「
他
目
的
」
性
を
主
張
す
る
。
さ
て
両
者
の
見
方
を
中
島
は
ど
の
よ
う
に
論
評
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

国
家
「
自
目
的
」
説
を
採
る
「
国
家
全
体
社
会
説
」
は
、「
畢
竟
国
家
を
以
て
人
生
価
値
判
断
の
究
極
的
第
一
標
準
と
な
す
も
の
に
し
て
、

徹
底
せ
る
国
家
至
上
主
義
」
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
は
現
実
の
国
家
生
活
の
真
相
に
合
致
し
な
い
見
解
と
し
て
斥
け
ら
れ
た
。
そ
れ
に
反
し

て
中
島
は
「
国
家
は
個
人
人
格
の
発
達
の
為
に
存
す
る
手
段
に
し
て
、
個
人
こ
そ
自
己
の
う
ち
に
国
家
を
利
用
し
て
発
揮
達
成
す
べ
き
尊
貴

な
る
目
的
を
具
有
す
る
も
の
に
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
価
値
判
断
の
究
極
第
一
標
準
は
、
個
人
の
自
目
的
性
に
存
し
他
の
す
べ
て
の
物
は
之
が
手

段
に
非
ざ
る
か（

21
）」

と
あ
き
ら
か
に
「
国
家
株
式
会
社
説
」
の
立
場
に
与
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
自
由
論
と
同
様
に
、
国
家
手
段
論
は
い
か
に
も
個
人
の
「
放
恣
我
儘
を
為
さ
ん
た
め
に
国
家
を
利
用
す
る
」
観
を
与
え
る
恐
れ
が

あ
り
、
そ
の
こ
と
が
反
対
論
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
、
中
島
は
修
正
を
求
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
と
区
別
さ
れ
た
社

会
の
存
在
を
認
め
、
国
家
を
自
己
の
目
的
と
し
て
こ
れ
を
利
用
す
る
個
人
は
、
決
し
て
単
な
る
個
人
で
は
な
く
、
社
会
を
形
成
し
道
徳
的
向

上
の
目
的
を
も
っ
た
「
社
会
的
人
格
者
」
と
し
て
の
個
人
で
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
す
る
必
要
を
訴
え
る
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
国
家
が
個
人

の
手
段
と
し
て
存
在
す
る
と
い
う
主
張
は
、
何
ら
エ
ゴ
イ
ス
テ
イ
ッ
ク
な
動
機
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
社
会
を
構
成
し
、
道
徳
的
向
上

を
め
ざ
す
「
社
会
的
人
格
者
」
の
手
段
と
し
て
国
家
が
存
在
す
る
、
と
い
う
趣
旨
を
公
言
す
べ
し
と
説
い
て
い
る
。

⑸　

国
際
関
係
論

　

国
家
と
国
家
の
関
係
、
国
際
関
係
論
に
関
す
る
両
学
説
に
つ
い
て
中
島
の
論
評
を
考
察
す
る
。
ま
ず
、
批
判
の
対
象
と
な
る
「
国
家
全
体

社
会
説
」
は
ど
の
よ
う
な
国
際
関
係
論
を
定
立
す
る
の
か
。
端
的
に
い
っ
て
ア
ナ
ー
キ
ー
な
国
際
関
係
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
す
な
わ
ち
、
論
者
（
ボ
ザ
ン
ケ
ッ
ト
）
は
国
際
政
治
の
場
で
は
何
ら
の
社
会
的
関
係
も
道
徳
的
関
係
も
存
在
し
な
い
と
い
う
認
識
に
立

つ
。

　
（
二
四
）
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個
別
の
国
家
は
す
べ
て
の
社
会
を
包
容
す
る
全
体
社
会
で
あ
る
が
、「
こ
れ
ら
多
く
の
全
体
社
会
を
統
一
包
摂
す
る
に
足
る
大
全
体
社
会

た
る
世
界
国
家
の
実
現
せ
ら
る
ゝ
ま
で
は
、
国
家
と
国
家
と
の
対
立
せ
る
関
係
は
何
等
の
社
会
関
係
に
非
ず
」、
国
際
関
係
は
非
社
会
的
非

道
徳
的
「
自
然
状
態
」
が
支
配
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
判
断
に
対
し
て
、
そ
れ
は
現
状
の
国
際
関
係
の
真
相

を
正
し
く
反
映
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
実
際
の
国
際
政
治
の
場
で
「
国
家
の
暴
虐
無
道
を
認
容
」
す
る
こ
と
に
な
る
と
中
島
は
厳
し
く
批

判
す
る
。
そ
し
て
、こ
の
説
の
反
対
論
者
は
こ
の
よ
う
な
国
家
観
こ
そ
ド
イ
ツ
の
国
際
的
不
道
徳
の
原
因
で
あ
る
と
批
難
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
こ
で
中
島
は
、
国
家
と
い
う
組
織
を
越
え
た
活
発
な
人
類
の
相
互
交
通
の
現
状
を
指
摘
し
て
、
ボ
ザ
ン
ケ
ッ
ト
ら
国
家
至
上
主
義
者
を
論

駁
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
彼
は
今
や
宗
教
・
学
問
・
芸
術
・
経
済
交
流
の
国
際
的
進
展
や
労
働
者
階
級
の
国
境
を
越
え
た
結
社
や
組
織
化
の
実
態
に
触

れ
、
世
界
に
は
、
現
在
、
個
々
の
国
家
を
超
越
し
た
学
会
・
教
会
・
芸
術
団
体
の
存
在
、
さ
ら
に
社
会
主
義
イ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
同
一
主
義

者
の
団
体
が
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
国
際
郵
便
協
定
、
電
信
電
報
、
貨
物
運
送
、
著
作
権
、
国
際
保
険
機
構
、
世

界
労
働
者
保
護
協
会
、
世
界
監
獄
公
衆
衛
生
協
会
な
ど
幾
多
の
協
約
が
む
す
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
国
境
を
超

越
し
た
人
類
相
互
の
密
接
な
交
流
か
ら
生
れ
る
共
同
利
益
の
保
護
の
た
め
に
締
結
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
中
島
が
と
く
に
力
説
す
る
の
が
第
一
次
大
戦
後
に
設
立
さ
れ
た
国
際
連
盟 T

he L
eague of N

ations 

で
あ
る
。
彼
は
国
際
連

盟
が
組
織
さ
れ
た
背
景
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
戦
争
に
依
り
て
人
類
相
互
に
蒙
る
惨
禍
を
避
け
、
人
類
全
体
の
安
寧
的
共
存
の
共
同
目
的
を
達
成
せ
ん
た
め
に
し
て
、
今
日
世
界
の
人

類
が
斯
の
如
き
世
界
的
団
体
を
要
求
す
る
ま
で
に
そ
の
利
害
関
係
が
密
接
共
通
と
な
り
た
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
に
非
ず
し
て
何
ぞ
。
今

日
は
既
に hum

anity 

は
ス
ト
ア
哲
学
者
の
空
想
に
あ
ら
ず
、
又
基
督
教
の
単
な
る
理
想
に
止
ま
る
も
の
に
も
非
ず
し
て
、
現
実
の
事
実
と

し
て
人
類
す
べ
て
を
一
つ
の
社
会
と
し
て
包
容
す
る
世
界
的
社
会
な
る
も
の
は
成
立
し
、
且
つ
日
一
日
と
発
達
し
つ
つ
あ
る
な
り（

22
）」。

　
（
二
五
）
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「
国
家
全
体
社
会
説
」
の
よ
う
な
「
旧
思
想
」
は
、
到
底
、
こ
の
よ
う
な
第
一
次
大
戦
後
の
世
界
の
政
治
社
会
の
顕
著
な
変
化
を
説
明
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
断
言
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
他
方
の
個
人
主
義
的
な
「
国
家
株
式
会
社
説
」
は
ど
う
か
。
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
、

個
人
が
国
家
と
無
関
係
な
方
面
に
お
い
て
、
広
く
世
界
を
通
じ
て
自
由
に
人
間
相
互
の
交
通
を
な
し
う
る
状
況
の
説
明
に
す
ぐ
れ
て
い
る
こ

と
を
認
め
た
う
え
で
、
さ
ら
に
、
修
正
増
補
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
次
の
論
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
と
区
別
さ
れ
る
「
社

会
が
今
や
世
界
的
に
一
つ
に
な
ら
ん
と
し
つ
つ
あ
る
事
実
を
認
め
、
こ
の
世
界
的
社
会
の
共
同
目
的
を
達
す
る
た
め
に
、
個
々
の
国
家
以
外

に
幾
多
の
団
体
的
結
合
を
発
生
し
、
こ
れ
が
国
家
と
並
立
せ
ん
と
し
つ
つ
あ
る
が
今
日
の
情
勢
な
る
こ
と
を
明
か
に
認
識
す
る
こ
と
」
を
あ

げ
、
そ
の
こ
と
が
国
際
関
係
の
真
の
理
解
と
説
明
に
到
達
し
う
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
で
、
中
島
は
「
道
徳
は
地
理
的
境
界
又
は

人
種
的
区
別
を
認
め
ず
」、「
道
徳
は
国
家
組
織
を
超
越
し
て
世
界
的
な
り
」
と
い
う
ス
ペ
ン
サ
ー
の
所
説
（Social Statics

）
を
援
用
し
な

が
ら
、
ス
ペ
ン
サ
ー
が
理
想
論
と
し
て
説
い
た
「
世
界
的
社
会
」
と
い
う
観
念
が
、
も
は
や
客
観
的
な
事
実
と
し
て
出
現
し
て
い
る
状
況
を
、

明
か
に
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
訴
え
て
い
る
。

⑹　

国
家
の
定
義

イ　

団
体 association 

と
基
本
社
会 com

m
unity 

考

　

こ
れ
ま
で
、
英
独
両
国
の
典
型
的
な
国
家
観
で
あ
る
個
人
主
義
的
な
国
家
観
と
全
体
主
義
的
な
国
家
観
に
つ
い
て
、
自
由
論
・
国
家
目
的

論
・
国
際
関
係
の
認
識
論
と
い
う
三
つ
の
論
点
を
中
心
に
中
島
の
比
較
論
評
を
み
て
き
た
。
そ
し
て
、
現
実
国
家
の
実
相
の
説
明
と
し
て
は
、

個
人
主
義
的
国
家
観
の
ほ
う
に
軍
配
を
あ
げ
た
中
島
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
「
第
一
論
文
」
で
国
家
と
社
会
の
峻
別
論
を
中
心
に
彼
自
身
の
国

家
本
質
論
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
簡
単
に
紹
介
し
て
み
よ
う
。

　

中
島
は
自
ら
の
多
元
的
国
家
論
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
が
テ
ン
ニ
ー
ス F

erdinand T
önnies 

や
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー R

obert 

　
（
二
六
）
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M
orrison M

acIver 

ら
の
思
想
系
統
に
立
っ
て
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
国
家
論
の
原
理
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て

い
る
。
テ
ン
ニ
ー
ス
は
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
、
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
二
種

に
社
会
を
分
類
し
た
が
、
高
田
保
馬
（
一
八
八
三
―
一
九
七
二
）
は
『
社
会
学
原
理
』
で
犠
牲
社
会
と
利
益
社
会
、
あ
る
い
は
直
接
社
会
と

間
接
社
会
と
い
う
訳
語
を
考
案
し
、
中
島
は
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
の
い
う association 

に
団
体
、com

m
unity 

に
基
本
社
会
と
い
う
訳
語
を

あ
て
、
両
者
を
総
称
す
る
概
念
の society 

を
単
に
社
会
と
い
う
語
で
言
い
表
さ
ん
と
し
た
。
そ
し
て
団
体
と
基
本
社
会
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
う

い
う
性
格
の
社
会
な
の
か
、
そ
の
意
義
を
解
明
せ
ん
と
す
る
。
唯
、
彼
の
社
会
分
類
論
に
関
し
て
い
え
ば
、
そ
の
訳
語
に
つ
い
て
、『
同
志

社
論
叢
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
家
本
質
に
関
す
る
二
大
思
潮
の
対
立
」
の
初
出
原
稿
で
は
、
基
本
社
会
は
す
べ
て
「
狭
義
の
社
会
」
と
い
う

用
語
で
統
一
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
く
両
者
を
総
称
す
る
社
会 society 

は
「
広
義
の
社
会
」
と
な
っ
て
い
る
。C

om
m

unity 

を
「
狭
義
の

社
会
」、society 

を
「
広
義
の
社
会
」
と
い
う
訳
語
で
統
一
し
て
い
た
の
が
、
二
年
後
の
著
書
に
収
録
さ
れ
た
段
階
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
基

本
社
会
」
と
「
社
会
」
あ
る
い
は
「
全
体
社
会
」
の
訳
語
に
修
正
さ
れ
た
の
で
あ
る
。Society 

に
つ
い
て
は
単
な
る
「
社
会
」
と
「
全
体

社
会
」
が
両
用
さ
れ
て
お
り
、
や
や
あ
い
ま
い
さ
が
残
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
団
体 association 

に
つ
い
て
。
中
島
は
「
団
体
と
は
一
定
有
限
な
る
特
殊
目
的
を
共
同
に
達
成
せ
ん
た
め
に
す
る
人
類
の
合
意

的
結
合
に
し
て
、
組
織
あ
り
職
能
あ
り
限
界
あ
る
を
そ
の
本
質
と
す（

23
）」

と
簡
潔
に
定
義
し
、
以
下
、
五
点
に
わ
た
っ
て
そ
の
特
色
を
述
べ
て

い
る
。

　

第
一
は
一
定
有
限
の
特
殊
目
的
の
達
成
、
第
二
は
メ
ン
バ
ー
の
合
意
に
よ
る
団
体
の
構
成
、
こ
れ
は
団
体
が
あ
る
目
的
の
達
成
を
意
図
し

た
組
織
で
あ
る
こ
と
と
関
係
し
て
お
り
、
合
意
的
結
合
は
目
的
結
合
で
あ
る
こ
と
の
他
の
一
面
を
表
す
。
そ
し
て
合
意
の
前
提
に
必
ず
意
思

が
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
の
で
、
こ
こ
に
、
団
体
は
自
然
的
ま
た
は
本
能
的
結
合
と
区
別
す
べ
き
意
思
的
結
合
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
合

意
に
は
契
約
、
明
示
の
合
意
の
ほ
か
広
く
「
暗
黙
の
合
意
」
も
含
ま
れ
る
と
す
る
。
第
三
は
団
体
の
組
織
性
で
あ
り
、
組
織
と
は
「
構
成
員

　
（
二
七
）
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に
意
思
の
規
範
を
課
し
て
之
に
依
拠
し
て
構
成
員
が
互
い
に
一
体
と
し
て
活
動
し
、
各
自
そ
の
権
限
に
応
じ
て
団
体
の
意
思
を
遂
行
し
得
る

仕
組
」
の
こ
と
で
、
上
下
の
指
揮
系
統
が
整
備
さ
れ
た
ハ
イ
ラ
ー
キ
ー
の
あ
る
組
織
か
ら
原
始
的
な
構
成
員
全
員
の
直
接
合
議
に
よ
る
す
べ

て
の
団
体
目
的
の
遂
行
ま
で
、
多
様
な
団
体
の
存
在
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。
第
四
は
職
能
（
機
能
）
の
存
在
。
こ
れ
は
団
体
が
一
定
特

殊
の
目
的
に
従
っ
て
活
動
し
、
目
的
を
遂
行
す
る
と
い
う
場
合
、
具
体
的
に
こ
の
活
動
を
指
し
て
職
能
と
呼
ば
れ
る
。
第
五
は
団
体
構
成
メ

ン
バ
ー
の
範
囲
の
問
題
。
中
島
は
構
成
員
と
非
構
成
員
の
あ
い
だ
に
あ
る
明
確
な
区
別
を
団
体
の
「
一
定
の
限
界
」
と
い
う
表
現
で
呼
ん
で

い
る
。

　

以
上
の
定
義
を
下
し
た
あ
と
、
中
島
は
人
生
に
は
幾
多
の
目
的
が
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
特
殊
目
的
の
集
合
が
人
生
で
あ
る
と
述
べ
、
言
葉
を

換
え
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
「
欲
望
の
集
合
」、「
利
益
の
集
合
」
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
「
多
数
存
在
す
る
特
殊
目
的
の
す
べ
て
が
併
存
し
て

達
せ
ら
る
べ
き
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
実
状
の
中
で
、
競
合
す
る
多
く
の
特
殊
目
的
を
い
か
に
「
総
合
統
一
し
て
調
和
的
に
そ
の
最
大
量
を
達

成
」
す
べ
き
か
と
い
う
課
題
が
発
生
す
る
。
問
題
の
合
理
的
解
決
の
た
め
に
は
、
特
殊
目
的
を
一
貫
す
る
普
遍
的
な
人
生
目
的
を
考
察
す
る

倫
理
学
の
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
、
倫
理
学
は
人
生
個
々
の
特
殊
目
的
の
帰
趨
た
り
統
一
た
る
普
遍
目
的
（「
最
高
統
一
的
目
的
は
至
高
善 

sum
m

um
 bonum

」）
と
は
何
か
を
論
定
す
る
学
問
で
あ
る
と
定
義
す
る
。
そ
し
て
現
在
、社
会
の
進
展
に
と
も
な
い
利
益
団
体
の
数
は
益
々

増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
社
交
ク
ラ
ブ
か
ら
農
工
商
の
産
業
団
体
、
婚
姻
家
族
、
保
健
衛
生
に
関
す
る
団
体
、
科
学
芸
術
宗
教
団
体
、
学
会
、

教
育
機
関
、
政
党
、
圧
力
団
体
な
ど
種
類
も
実
に
多
種
多
様
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

次
に
基
本
社
会 com

m
unity 

に
つ
い
て
。
上
述
の
特
殊
目
的
の
達
成
を
目
指
す
団
体
の
外
に
、
こ
の
団
体
を
派
生
せ
し
め
、
成
立
せ
し

め
る
基
礎
と
な
る
基
本
社
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
）
が
存
在
す
る
。
団
体
と
区
別
す
べ
き
基
本
社
会
の
特
色
を
中
島
は
ど
の
よ
う
に
説
明
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

先
に
団
体
の
特
色
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
五
点
に
即
し
て
説
明
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
（
二
八
）
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第
一
は
団
体
が
特
殊
有
限
の
目
的
を
も
つ
結
合
で
あ
る
の
に
対
し
、基
本
社
会
は
不
定
無
限
の
一
般
目
的
を
達
成
す
る
結
合
、い
わ
ば
「
人

生
の
至
高
善
を
実
現
し
人
間
の
本
性
の
発
揮
完
成
を
目
的
と
す
る
社
会
」
で
あ
る
。
第
二
は
基
本
社
会
の
成
り
立
ち
は
決
し
て
合
意
を
基
に

し
た
結
合
で
は
な
く
、「
本
来
的
に
存
在
し
成
立
せ
る
」
も
の
と
い
え
る
。
こ
こ
で
中
島
は
「
自
然
的
」
と
い
う
言
葉
が
「
本
能
的
」
の
意

味
に
解
さ
れ
る
の
を
警
戒
し
て
、
代
わ
り
に
わ
ざ
わ
ざ
「
本
来
的
」
と
い
う
表
現
を
選
択
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
論
理
上
、
団
体
以
前

の
成
立
存
在
を
有
し
、
団
体
の
如
く
人
格
に
よ
り
て
作
り
出
さ
れ
ず
、
却
っ
て
人
格
そ
の
も
の
の
成
立
の
必
要
条
件
に
し
て
、
人
格
の
成
立

存
在
の
本
来
的
な
る
と
同
じ
く
本
来
的
な
る
も
の
」
が
基
本
社
会
な
り
と
す
る
。
第
三
に
団
体
は
組
織
を
も
つ
が
基
本
社
会
は
組
織
を
も
た

な
い
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は
基
本
社
会
が
人
生
の
一
般
目
的
た
る
人
間
本
性
の
発
揮
実
現
を
目
的
と
す
る
社
会
で
あ
る
こ
と
の
当
然
の
帰
結

で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
基
本
社
会
の
構
成
員
は
自
律
の
道
徳
に
よ
っ
て
社
会
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
の
で
あ
り
、
眼
に
見
え
る
何
ら
か

の
組
織
に
よ
っ
て
社
会
を
作
り
上
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
第
四
に
基
本
社
会
に
は
特
殊
な
目
的
が
な
い
た
め
に
一
定
特
殊
な
職
能
が
な

い
。
そ
こ
に
は
構
成
員
各
自
の
至
高
善
の
実
現
を
目
的
と
す
る
道
徳
的
発
達
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
。
第
五
に
構
成
員
の
範
囲
の
問
題
で

あ
る
が
、
団
体
の
よ
う
な
構
成
員
と
非
構
成
員
の
区
別
が
な
く
、
そ
の
範
囲
は
あ
い
ま
い
で
そ
の
広
狭
は
考
え
方
如
何
に
よ
り
伸
縮
自
在
で

あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
特
色
を
あ
げ
て
、「
団
体
に
そ
の
存
在
の
最
終
の
意
義
と
目
的
と
を
与
え
、
又
そ
の
成
立
の
可
能
性
を
与
へ
つ
つ
あ

る
所
の
も
の
」
が
基
本
社
会
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。

ロ　

国
家
は
団
体 association 

の
一
種
な
り

　

こ
こ
で
中
島
は
あ
ら
た
め
て
国
家
の
定
義
に
入
る
。
先
に
彼
は
社
会
（
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
）
を
団
体
（
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
と
基
本
社
会

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
）
に
分
け
、
そ
し
て
こ
の
両
者
を
合
一
し
た
広
義
の
社
会
た
る
全
体
社
会
と
い
う
構
造
を
あ
き
ら
か
に
し
、
国
家
は
団

体
の
一
種
で
あ
る
と
明
言
し
た
。
基
本
社
会
で
も
全
体
社
会
で
も
な
い
国
家
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
。
以
下
、
先
に
あ
げ
た
団
体
の
五
種

　
（
二
九
）
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の
箇
条
が
国
家
に
当
て
は
ま
る
か
否
か
を
検
証
す
る
。

　

ま
ず
国
家
の
職
能
を
論
じ
て
、
安
全
保
障
（「
外
敵
に
対
す
る
共
同
防
衛
」）
と
国
内
秩
序
の
維
持
（
法
の
制
定
や
「
警
察
裁
判
所
監
獄
」

施
設
の
設
置
）
を
あ
げ
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
自
由
放
任
論
的
国
家
論
は
こ
の
二
つ
の
職
能
を
以
て
国
家
の
存
在
目
的
と
考
え
た
と
い
い
、
中
島

は
そ
れ
に
加
え
て
現
代
国
家
の
職
能
と
し
て
「
物
質
文
明
の
増
進
」（「
経
済
財
貨
の
生
産
」
や
貨
幣
の
鋳
造
、鉄
道
電
信
電
話
郵
便
の
経
営
、

港
湾
河
川
の
修
築
、
道
路
橋
梁
の
敷
設
、
灯
台
航
路
標
識
の
設
置
、
水
道
ガ
ス
質
店
浴
場
旅
館
の
経
営
、
住
宅
の
供
給
、
種
子
の
配
布
、
低

利
資
金
の
融
通
等
）、「
精
神
的
文
化
の
実
現
」（「
人
格
的
内
部
的
価
値
に
其
基
本
を
有
す
る
宗
教
学
問
芸
術
道
徳
等
」
の
「
発
達
の
外
部
的

状
況
を
与
ふ
る
」）、
を
遂
行
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
な
お
、
現
代
国
家
は
原
則
的
に
は
「
経
済
財
貨
の
生
産
」
活
動
を
行
な
っ
て
い
な
い
が
、

将
来
、
こ
れ
を
国
家
の
活
動
範
囲
に
加
え
る
べ
き
か
否
か
、
社
会
主
義
者
の
あ
い
だ
で
見
解
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
中
島
は
述
べ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
国
家
の
存
在
目
的
は
広
汎
多
岐
で
あ
る
が
、
団
体
の
特
性
た
る
「
一
定
有
限
の
特
殊
目
的
」
を
有
す
る
結
合
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
、
た
だ
、
そ
の
目
的
の
範
囲
や
内
容
は
時
代
に
よ
り
国
家
に
よ
っ
て
、
多
少
の
変
化
が
生
ず
る
の
は
見
や
す
い
事
理
で
あ
る

こ
と
、
た
と
え
ば
、
そ
こ
に
自
由
放
任
や
保
護
干
渉
の
違
い
が
生
ず
る
の
は
、
国
家
構
成
員
各
自
の
目
的
意
識
の
如
何
に
よ
っ
て
決
ま
る
こ

と
で
あ
る
と
説
い
た
。
第
二
の
職
能
の
問
題
は
国
家
目
的
論
と
同
義
で
あ
る
ゆ
え
再
説
の
必
要
は
な
い
。
そ
し
て
第
三
の
組
織
の
有
無
に
つ

い
て
は
、
国
家
は
法
に
よ
っ
て
「
各
構
成
員
に
意
思
の
規
範
を
課
し
て
之
を
一
体
と
し
て
結
合
せ
し
め
、
多
種
多
様
な
る
機
関
に
依
り
て
完

全
な
る
意
思
の H
ierarchy 

を
形
（
か
た
ち
づ
く
）
り
、
各
自
を
し
て
各
々
そ
の
権
限
に
応
じ
て
国
家
目
的
の
遂
行
に
当
た
ら
し
め
つ
ゝ
あ

る
は
最
も
顕
著
な
る
事
実
」
と
、国
家
に
完
全
な
組
織
の
実
態
が
あ
る
の
は
明
白
な
事
実
と
力
説
す
る
。
第
四
に
構
成
員
の
限
界
に
つ
い
て
、

一
定
の
国
家
の
所
属
員
た
る
資
格
の
問
題
を
例
に
あ
げ
て
、
た
と
え
ば
英
国
人
と
日
本
人
の
違
い
は
明
確
に
し
て
些
か
の
不
明
瞭
も
な
し
と

そ
の
限
界
の
存
在
を
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
現
代
の
視
点
か
ら
い
え
ば
、
亡
命
や
国
籍
離
脱
の
自
由
と
い
っ
た
国
際
法
上
の
論
点
も
当
然
議

論
の
対
象
に
な
る
が
、
国
家
の
構
成
員
に
関
し
て
そ
の
点
の
論
及
は
み
ら
れ
な
い
。
第
五
は
国
家
に
合
意
的
結
合
の
要
因
が
あ
る
か
否
か
と

　
（
三
〇
）
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い
う
問
題
で
あ
る
が
、
他
の
団
体
と
異
な
り
国
家
の
合
意
性
を
認
め
る
こ
と
の
困
難
を
述
べ
て
、
国
家
に
は
強
制
に
よ
っ
て
維
持
構
成
せ
ら

れ
る
団
体
と
し
て
の
性
格
が
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
た
と
え
ば
、
自
己
領
土
内
に
出
生
し
た
者
を
国
籍
法
に
よ
っ
て
本
人
の
承
諾
を
得
ず

に
国
家
の
一
員
と
認
め
、
そ
の
国
家
の
法
律
を
強
制
し
義
務
を
負
担
さ
せ
、
も
し
違
反
す
れ
ば
制
裁
を
課
す
る
な
ど
合
意
的
結
合
の
証
明
は

無
理
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
中
島
は
こ
の
制
度
上
の
強
制
そ
の
も
の
の
う
ち
に
、
一
種
の
「
黙
示
的
合
意
」
の
潜
在
を
見
出
す
。

す
な
わ
ち
、
個
人
の
人
格
成
長
の
経
路
を
心
理
学
的
に
分
析
し
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン Jam

es M
ark B

aldw
in

（
米
哲
学
者
、
心
理
学
者 

一

八
六
一
―
一
九
三
四
） 
の
所
説
に
よ
り
な
が
ら
、「
一
人
格
者
は
他
の
人
格
者
の
刺
激
を
受
け
教
化
を
受
け
て
之
に
順
応
」
し
、「
同
時
に
又

一
方
他
の
人
格
者
に
は
刺
激
を
与
へ
教
化
を
与
へ
て
己
に
順
応
せ
し
む
る
」
こ
と
を
通
じ
て
人
格
が
成
長
発
達
す
る
こ
と
を
あ
げ（

24
）、

人
間
の

成
長
に
と
っ
て
「
生
活
上
の
技
術
」
や
風
俗
礼
儀
、
法
律
道
徳
な
ど
す
べ
て
の
社
会
の
伝
統
的
規
範
が
個
人
を
教
化
訓
練
し
強
制
す
る
役
割

を
認
め
て
い
る
。
伝
統
的
規
範
の
教
化
や
訓
練
に
よ
っ
て
個
人
は
自
我
意
識
が
深
め
ら
れ
、
生
活
目
的
に
目
覚
め
て
伝
統
的
規
範
の
意
義
と

精
神
を
理
解
し
、
そ
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
生
活
目
的
を
悟
得
し
、
伝
統
的
規
範
に
依
拠
す
る
こ
と
が
す
な
わ
ち
自
己
の
生
活
目
的
の
達
成
に

し
て
人
格
の
向
上
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
遂
に
自
ら
進
ん
で
伝
統
的
規
範
の
支
持
者
に
な
り
体
現
者
と
な
る
。
家
庭
に
お
け
る
父
母
の
教
戒

や
叱
責
、
掟
の
強
制
が
小
児
の
人
格
の
発
達
に
お
い
て
果
た
す
役
割
は
、
伝
統
的
規
範
が
国
民
総
体
の
人
格
的
成
長
に
は
た
す
役
割
の
メ
タ

フ
ァ
ー
で
あ
る
。

　
「
国
家
に
就
い
て
も
同
一
に
し
て
、
人
生
ま
れ
て
社
会
の
伝
統
的
道
徳
規
範
と
伝
統
的
法
律
規
範
と
に
強
制
せ
ら
れ
、
訓
練
せ
ら
れ
教
化

せ
ら
れ
て
漸
次
其
の
精
神
を
理
解
す
る
に
至
り
、
人
生
の
根
本
目
的
た
る
至
高
善
の
理
想
に
目
覚
め
、
道
徳
律
に
深
き
意
義
を
見
出
し
、
自

律
自
治
の
道
徳
的
人
格
者
と
な
る
と
と
も
に
、
又
一
面
こ
の
至
高
善
実
現
の
為
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
国
家
目
的
遂
行
の
必
要
を
認
め
、
同
時

に
法
律
的
規
範
の
意
義
を
見
出
し
、
そ
の
強
制
を
是
認
し
支
持
す
る
も
の
と
な
る
も
の
に
し
て
、
初
め
強
制
せ
ら
れ
た
る
も
の
が
そ
の
強
制

に
意
義
を
見
出
し
、
之
を
支
持
し
是
認
し
自
ら
強
制
の
体
現
者
と
な
る
に
至
る
経
路
は
、
家
庭
に
お
け
る
と
国
家
に
お
け
る
と
そ
の
規
模
の

　
（
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大
小
と
複
雑
の
程
度
と
に
お
い
て
こ
そ
差
異
あ
れ
、
何
れ
も
同
じ
人
格
成
長
の
経
路
中
に
お
け
る
一
齣
に
外
な
ら
ざ
る
な
り（

25
）」

　

中
島
は
そ
も
そ
も
強
制
作
用
に
は
、
根
底
に
お
い
て
「
強
制
を
是
認
す
る
多
数
人
の
合
成
的
意
思
力
」
が
あ
り
、
団
体
や
社
会
の
強
制
は

自
然
災
害
の
よ
う
な
物
理
力
と
は
ち
が
っ
た
属
性
を
も
つ
と
主
張
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
強
制
の
基
礎
に
「
自
由
な
る
意
思
の
協
同
」
を

認
め
て
、
強
制
の
存
在
そ
れ
自
体
が
国
家
の
合
意
的
形
成
を
妨
げ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
説
く
。
こ
の
よ
う
に
、
中
島
は
国
家
形
成
の
契
機

と
し
て
ル
ソ
ー
の
社
会
契
約
説
や
明
示
的
合
意
を
拒
否
し
、
黙
示
的
合
意
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た（

26
）。

国
家
構

成
員
は
「
瞬
間
に
於
い
て
黙
々
の
う
ち
に
国
家
を
是
認
し
之
に
加
入
し
之
を
構
成
し
つ
つ
あ
る
も
の
」
と
結
論
づ
け
、
国
家
は
団
体
の
一
種

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
必
要
な
性
質
を
十
分
に
具
備
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。

　

と
同
時
に
、
彼
は
他
の
団
体
に
は
な
い
国
家
の
も
つ
独
特
の
特
徴
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
第
一
は
地
域
団
体
（「
一

定
の
土
地
に
定
着
せ
る
人
格
者
に
よ
り
て
構
成
せ
ら
る
る
団
体
」）
と
し
て
の
領
土
の
存
在
、
第
二
は
統
治
団
体
と
し
て
の
支
配
的
権
力
、

第
三
は
国
家
の
最
高
独
立
性
、
す
な
わ
ち
主
権
の
所
有
の
三
点
を
あ
げ
て
、
国
家
の
特
異
性
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
特
殊
性
の
ゆ
え

に
国
家
を
他
の
団
体
と
区
別
す
べ
き
と
す
る
論
者
を
批
判
し
、
そ
れ
は
国
家
が
も
つ
特
殊
目
的
（
職
能
）
の
性
質
か
ら
演
繹
せ
ら
れ
導
出
せ

ら
れ
る
と
こ
ろ
の
特
性
に
過
ぎ
ず
と
し
て
、
あ
く
ま
で
も
国
家
が
団
体
の
一
種
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
上
記
三
点
の
特
徴
の
う
ち
、
第

二
の
支
配
的
権
力
で
あ
る
が
、
中
島
は
国
家
が
そ
の
構
成
員
に
対
し
て
、
強
制
的
な
「
統
一
的
意
思
力
」
を
行
使
す
る
の
み
な
ら
ず
、「
同

列
同
種
な
る
べ
き
他
の
多
く
の
団
体
」
に
対
し
て
自
己
の
統
制
支
配
を
お
よ
ぼ
す
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
国
家
が
商
事
会
社
、
教
会
、
学
会
な
ど
他
の
多
く
の
団
体
を
結
合
組
織
し
、
い
わ
ば
組
織
全
体
の
支
配
者
と
し
て
自
己
の
統
制
下
に
お

く
の
は
、
団
体
を
自
己
の
一
部
分
と
し
て
そ
の
内
に
包
含
、
統
括
す
る
全
体
社
会
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
が
、
そ
れ
は
外
敵
に
対
す
る
共

同
防
衛
と
対
内
的
な
「
安
寧
的
共
存
」
の
保
障
と
い
う
国
家
固
有
の
重
要
目
的
の
実
行
に
必
要
な
活
動
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
国
家
の
他
の
団
体
に
対
す
る
優
越
的
支
配
を
否
定
し
、
あ
く
ま
で
も
国
家
と
他
の
団
体
は
対
等
な
並
立
関
係
に
あ
る
こ
と
を
主
張
し

　
（
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て
い
る
。

　

第
三
の
主
権
所
有
の
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
国
家
と
地
方
団
体
（
地
方
公
共
団
体
）
が
区
別
さ
れ
る
要
件
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
る
。
中
島

が
こ
こ
で
い
う
主
権
と
は sovereignty 

の
意
味
で
、「
国
家
は
最
高
独
立
に
し
て
他
の
如
何
な
る
団
体
よ
り
も
命
令
強
制
を
受
く
る
こ
と

な
く
、
自
ら
命
令
強
制
す
る
に
当
た
り
て
自
ら
の
意
思
の
み
に
依
る
こ
と
を
い
ふ（

27
）」

と
定
義
す
る
。
中
島
は
さ
ら
に
美
濃
部
達
吉
の
『
憲
法

講
話
』
や
イ
エ
リ
ネ
ッ
ク
『
一
般
国
家
学
』A

llgem
eine Staatslehre 

に
よ
り
な
が
ら
主
権
を 

⑴
「
国
家
内
に
お
け
る
機
関
の
法
律
上
の

位
置
」　

⑵
統
治
権
と
同
義
に
解
す
る
主
権　

⑶
「
統
治
権
の
属
性
」
に
し
て
最
高
独
立
性
の
三
種
に
わ
け
、
こ
こ
で
は
⑶
の
「
統
治
権

の
属
性
」
の
意
味
で
用
い
て
い
る
と
断
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
文
脈
か
ら
推
し
て
、
中
島
が
天
皇
機
関
説
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
以
上
、
国
家
は
全
体
社
会
に
あ
ら
ず
、
ま
た
そ
の
著
し
い
特
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
別
の
団
体
視
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
他

の
団
体
と
性
質
上
何
ら
異
な
る
こ
と
の
な
い
団
体
の
一
種
で
あ
る
こ
と
を
弁
証
す
る
の
で
あ
っ
た
。

⑺　

歴
史
的
に
観
た
基
本
社
会
と
国
家
の
関
係

　

基
本
社
会
と
団
体
、
国
家
の
関
係
は
固
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
く
歴
史
的
変
遷
の
姿
に
お
い
て
実
相
を
把
握
す
べ
し
と
い
う
の

が
中
島
の
確
信
で
あ
っ
た
。
と
く
に
基
本
社
会 com

m
unity 

と
団
体 association 

は
、
始
め
は
そ
の
違
い
が
明
瞭
に
認
識
さ
れ
得
な
い
。

有
史
以
前
の
種
族
・
部
族 tribe 

は
基
本
社
会
の
要
因
が
強
い
が
、
他
の
部
族
の
侵
入
に
対
す
る
防
衛
や
他
の
部
族
の
掠
奪
を
行
な
う
際
に

は
戦
闘
集
団
と
し
て
の
団
体
の
職
能
を
発
揮
し
、
内
部
の
秩
序
維
持
に
当
た
る
な
ど
一
面
に
お
い
て
国
家
と
同
様
の
団
体
と
し
て
の
性
格
を

も
っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
原
始
的
国
家
は
未
だ
他
の
職
能
団
体
と
未
分
化
の
状
態
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
に
は
ト
ー
テ

ム
信
仰
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
共
同
の
神
を
崇
拝
す
る
原
始
的
な
教
会
機
能
も
あ
っ
た
し
、
狩
猟
や
漁
労
を
お
こ
な
う
生
産
団
体
、
氏
・
血
縁

で
つ
な
が
る
家
族
的
団
体
と
し
て
の
性
格
も
み
ら
れ
た
。中
島
は
分
化 differentiation 
が
社
会
進
化
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

　
（
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社
会
は
進
化
と
と
も
に
基
本
社
会
と
他
の
団
体
、
そ
し
て
団
体
と
団
体
が
相
互
に
分
化
発
達
し
て
い
よ
い
よ
複
雑
さ
を
増
す
の
は
必
至
で
あ

る
と
い
い
、
国
家
が
久
し
く
団
体
と
し
て
の
本
質
が
認
め
ら
れ
ず
、
団
体
と
基
本
社
会
を
合
一
し
た
全
体
社
会
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た

の
は
、
国
家
が
基
本
社
会
か
ら
の
分
化
発
展
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
に
基
因
す
る
と
言
う
。

　

さ
ら
に
、
中
島
は
国
家
と
宗
教
の
歴
史
を
例
に
あ
げ
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
国
家
に
お
け
る
国
家
と
教
会
の
未
分
化
の
状
態
、
中

世
の
教
会
国
家
の
時
代
を
経
て
宗
教
改
革
後
、
漸
く
教
会
と
国
家
の
両
団
体
分
化
の
基
礎
が
開
か
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
国
家
内
部
に
信
教
の

自
由
を
中
心
に
多
く
の
自
由
権
が
確
立
さ
れ
、
国
家
に
よ
っ
て
拘
束
支
配
せ
ら
れ
な
い
個
人
の
自
由
を
法
的
に
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

国
家
は
一
定
有
限
の
職
能
あ
る
団
体
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
明
瞭
に
理
解
さ
れ
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
国
家
と
基
本
社
会
の
分
化
が
そ
の
一
歩
を

踏
み
出
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

次
に
中
島
は
基
本
社
会
の
範
囲
の
拡
大
に
つ
い
て
述
べ
、
は
じ
め
民
族 nation 

が
基
本
社
会
と
し
て
国
家
を
支
持
し
成
立
せ
し
め
る
基

礎
の
役
割
を
は
た
し
て
い
た
の
が
、
近
年
、
世
界
的
交
通
の
発
達
に
つ
れ
て
精
神
的
経
済
的
関
係
が
深
ま
り
、
今
や
世
界
を
あ
げ
て
、
少
な

く
と
も
文
明
国
を
あ
げ
て
一
団
と
な
っ
た
基
本
社
会
が
現
出
し
た
こ
と
、
そ
の
結
果
、
国
家
を
全
体
社
会
と
見
做
し
て
自
由
権
の
原
理
や
世

界
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
逆
行
す
る
よ
う
な
国
家
観
が
通
用
し
な
く
な
り
、
国
家
が
一
定
有
限
の
目
的
を
も
っ
た
団
体
に
過
ぎ
な
い

と
い
う
理
解
が
明
白
に
な
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
こ
で
基
本
社
会
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
触
れ
、「
基
本
社
会
も
益
々
明
白
に
団
体

よ
り
分
化
し
、
益
々
其
の
範
囲
を
広
め
深
度
を
増
し
、
遂
に
完
全
に
す
べ
て
の
人
類
を
包
含
す
る
に
至
り
、
そ
の
う
ち
よ
り
派
生
せ
る
す
べ

て
の
団
体
を
互
い
に
調
和
発
達
せ
し
め
得
る
に
至
ら
ざ
る
べ
き
か（

28
）」

と
、
幅
と
深
さ
の
両
面
に
お
い
て
拡
大
進
化
を
遂
げ
る
可
能
性
を
予
見

し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
民
族
単
位
か
ら
個
別
の
民
族
を
超
え
た
一
つ
の
世
界
社
会
と
し
て
の
全
体
社
会
の
拡
が
り
へ
の
展
望
が
あ
り
、
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
志
向
す
る
中
島
の
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
基
本
社
会
の
範
囲
の
拡
大
志
向
は
、
資
本
主
義
的
民
族
国

家
の
段
階
か
ら
よ
り
高
次
の
世
界
社
会
へ
の
発
展
的
構
想
と
結
び
付
き
、
後
の
『
発
展
す
る
全
体
』（
一
九
三
九
年
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
な

　
（
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統
制
経
済
や
東
亜
共
同
体
へ
の
傾
斜
と
な
っ
て
現
れ
る
「
諸
刃
の
剣
」
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
島
の

社
会
観
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
結
合
本
位
の
社
会
観
で
あ
る
が
、
社
会
の
進
展
は
結
合
と
連
帯
の
範
囲
と
程
度
に
お
け
る
増
大
と
捉
え
る
そ
の
発

想
が
、
や
が
て
「
全
体
は
又
そ
の
範
囲
に
お
い
て
拡
大
す
る
全
体
と
し
て
近
接
す
る
他
の
小
さ
な
る
全
体
を
合
併
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
近

接
す
る
他
の
同
等
な
る
複
数
の
全
体
と
一
つ
と
な
っ
て
一
層
高
次
の
大
な
る
全
体
へ
と
発
展
す
る
」（「
自
由
主
義
と
発
展
す
る
全
体（

29
）」）

と

い
う
全
体
主
義
へ
の
傾
斜
の
可
能
性
を
併
せ
も
つ
ア
キ
レ
ス
腱
に
も
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

し
か
し
、
昭
和
期
の
中
島
の
政
治
思
想
は
本
稿
の
直
接
の
検
討
対
象
で
は
な
い
。
東
亜
共
同
体
論
と
そ
の
自
由
主
義
思
想
の
変
容
の
考
察

は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

　

以
上
、「
国
家
本
質
に
関
す
る
二
大
思
潮
の
対
立
」
に
お
け
る
多
元
的
国
家
論
の
紹
介
と
コ
メ
ン
ト
を
試
み
た
が
、
最
後
に
中
島
が
こ
の

学
説
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
あ
げ
る
八
点
の
要
約
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

　

⑴
こ
の
学
説
に
よ
っ
て
一
六
世
紀
以
降
確
立
せ
ら
れ
た
る
自
由
の
本
義
を
正
当
に
理
解
で
き
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
自
由
は
「
拘
束
せ

ら
れ
ざ
る
自
由
」、「
超
団
体
た
る
人
間
と
し
て
の
自
由
」
を
意
味
し
、「
超
団
体
た
る
方
面
は
、
基
本
社
会
の
一
員
と
し
て
の
社
会
的
道
徳

的
人
格
者
な
り
と
観
る
が
故
に
、
超
団
体
た
る
非
拘
束
の
自
由
範
囲
は
道
徳
的
自
律
の
拘
束
の
範
囲
な
る
こ
と
を
明
か
に
し
得
、
自
由
は
放

恣
を
意
味
せ
ず
、
非
社
会
を
意
味
せ
ざ
る
こ
と
と
な
る（

30
）」 

⑵
国
際
関
係
の
正
当
な
理
解
に
役
立
つ
こ
と
。
国
家
と
区
別
さ
る
べ
き
基
本
社

会
が
漸
次
拡
大
し
つ
つ
あ
り
、
ま
さ
に
世
界
的
規
模
に
な
ら
ん
と
す
る
情
勢
を
最
も
よ
く
説
明
し
う
る
。
延
い
て
は
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
を
回
避
す
る
役
割
に
も
通
ず
る 

⑶
国
家
の
レ
ー
ゾ
ン
・
デ
ー
ト
ル
が
正
し
く
理
解
で
き
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
国
家
は
人
生
の
手
段
と

し
て
の
み
存
在
す
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
「
個
人
が
基
本
社
会
を
形
（
か
た
ち
づ
く
）
り
て
其
人
格
を
全
う
す
る
た
め
即
ち
至
高
善
の
理

想
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
」
と
し
て
国
家
が
あ
る
こ
と　

⑷
な
ぜ
国
民
が
国
家
や
法
律
に
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
の
理

　
（
三
五
）
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由
が
理
解
し
得
る
こ
と
。
国
家
へ
の
服
従
は
至
高
善
実
現
の
為
に
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
少
数
者
が
多
数
者
の
決
議
に
従
う
根
拠
は
こ
の
ほ

か
に
な
い
こ
と
、
そ
し
て
極
端
な
場
合
、
国
民
が
最
終
目
的
た
る
至
高
善
実
現
の
た
め
に
国
家
法
律
へ
の
服
従
を
拒
否
し
、
制
度
破
壊
の
態

度
に
出
る
こ
と
が
道
徳
上
の
義
務
た
り
う
る
場
合
も
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
抵
抗
権
の
思
想
を
表
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
⑸
国

家
の
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
理
解
し
う
る
こ
と
。
国
家
は
永
遠
に
存
在
す
る
も
の
で
な
く
、
基
本
社
会
を
基
礎
と
し
て
発
生
し
、
変
化
を
遂

げ
、
そ
し
て
や
が
て
消
滅
す
る
こ
と
が
国
家
団
体
説
に
よ
っ
て
正
し
く
理
解
し
う
る
。
⑹
法
の
本
質
、
法
と
道
徳
の
関
係
の
理
解
に
役
立

つ
こ
と
。
す
な
わ
ち
「
法
は
団
体
構
成
に
就
て
の
規
範
な
る
が
ゆ
え
に
、
団
体
の
特
殊
目
的
を
標
準
と
し
て
割
り
出
さ
る
ゝ
点
に
お
い
て
道

徳
と
異
な
る
も
、
団
体
の
特
殊
目
的
は
構
成
員
た
る
各
人
格
者
の
至
高
善
の
究
極
目
的
に
貢
献
し
て
の
み
意
義
あ
る
も
の
に
し
て
、
至
高
善

は
各
人
に
内
在
す
る
人
格
的
価
値
な
る
が
故
に
、
各
人
は
こ
の
理
想
実
現
の
為
に
団
体
の
特
殊
目
的
を
利
用
す
る
の
権
利
あ
り
、
又
其
反
面

に
は
団
体
の
特
殊
目
的
の
達
成
に
貢
献
す
る
の
義
務
を
有
し
、
こ
の
権
利
義
務
の
規
定
た
る
点
に
お
い
て
法
は
道
徳
に
は
非
ざ
る
も
道
徳
に

即
す
べ
き
方
面
を
具
有
す
る
に
至
る（

31
）」

と
い
っ
た
両
者
の
関
係
付
け
が
な
さ
れ
る
。
⑺
政
治
の
本
質
並
び
に
そ
の
道
徳
お
よ
び
法
と
の
関

係
に
つ
い
て
正
当
な
理
解
が
可
能
。
中
島
は
政
治
を
定
義
し
て
団
体
の
「
共
同
目
的
遂
行
の
行
為
」
と
い
う
。
政
治
は
国
家
に
の
み
存
在
す

る
現
象
で
は
な
く
、
他
の
団
体
に
も
等
し
く
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
と
「
政
治
団
体
現
象
説
」
の
立
場
に
た
つ
。
因
み
に
、
大
正
末
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
わ
が
国
の
政
治
学
者
の
あ
い
だ
で
政
治
概
念
を
め
ぐ
る
論
争
が
あ
っ
た
が
、
政
治
と
国
家
と
の
必
至
的
関
連
を
説
く
「
政

治
国
家
現
象
説
」
に
対
し
て
、
中
島
は
多
元
的
国
家
論
の
立
場
か
ら
政
治
社
会
集
団
現
象
説
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
⑻
最
後
に
こ
の
学

説
は
ギ
ル
ド
社
会
主
義 guild socialism

 

や
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム syndicalism

、
集
産
主
義 collectivism

 

な
ど
の
社
会
改
造
に
関
す
る
主

張
と
そ
の
可
能
性
を
理
解
す
る
の
に
役
立
つ
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

　

多
元
的
国
家
論
の
価
値
並
び
に
そ
の
学
説
史
上
に
お
け
る
位
置
の
評
価
は
、
上
掲
の
学
問
上
の
実
益
八
ヶ
条
に
尽
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る

　
（
三
六
）
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が
、
こ
こ
に
冗
長
を
厭
わ
ず
に
中
島
の
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
の
基
本
社
会
論
評
価
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
そ
の
国
家
と
基
本

社
会
を
区
別
す
る
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
の
理
論
が
政
治
学
説
史
上
画
期
的
な
意
義
を
も
つ
こ
と
、
そ
し
て
基
本
社
会 com

m
unity 

の
本
質
に

関
す
る
鋭
い
考
察
に
注
目
し
て
い
る
。
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
は
、
基
本
社
会
は
実
体
で
は
な
く
心
的
関
係
に
そ
の
本
質
が
あ
る
と
捉
え
、
基
本

社
会
は
各
人
が
相
互
に
不
断
に
関
係
し
あ
う
心
的
活
動
を
な
す
と
こ
ろ
に
作
り
出
さ
れ
る
も
の
と
定
義
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
は
客

観
的
に
は
各
人
に
共
同
の
利
益 interest 

が
あ
り
、
主
観
的
に
は
各
人
に
こ
の
利
益
を
充
足
せ
ん
と
す
る
意
思
が
働
く
か
ら
に
他
な
ら
な

い
。
人
類
の
利
益
は
す
べ
て
の
社
会
的
活
動
の
源
泉
で
あ
り
、「
こ
の
利
益
に
就
て
の
変
化
は
す
べ
て
の
社
会
的
進
化
の
原
動
力
」
に
な
る

と
捉
え
た
。
利
益
は
共
同
的
利
益 com

m
on interest 

と
個
別
的
（「
離
索
的
」）
利
益 discrete interest 

に
分
類
さ
れ
、
さ
ら
に
前
者
は

第
一
次
的 prim

ary 

と
第
二
次
的 secondary 

に
分
け
、
後
者
は
「
相
同
じ
か
ら
ざ
る
も
の
」unlike 

と
「
互
い
に
補
足
的
な
る
も
の
」

com
plem

entary 

と
「
相
同
じ
き
も
の
」like 

に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
詳
細
な
利
益
分
析
を
試
み
た
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
は
、
基
本
社

会
を
形
成
す
る
の
は
諸
利
益
の
う
ち
共
同
的
利
益
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る（

32
）。

そ
し
て
基
本
社
会
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
民
族
・
階
級
そ

し
て
諸
種
の
共
同
利
益
集
団
の
三
つ
を
抽
出
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
社
会
は
そ
の
共
同
利
益
を
追
求
す
る
た
め
に
団
体
を
派
生
し
、
民
族

は
国
家
を
生
み
、
階
級
は
政
党
を
生
み
出
す
。
第
三
の
範
疇
の
特
殊
個
別
の
利
益
集
団
と
し
て
の
基
本
社
会
に
つ
い
て
、
中
島
は
そ
れ
が
基

本
社
会
の
基
礎
的
要
件
が
軽
微
で
あ
る
た
め
、「
基
本
社
会
」
の
用
語
が
ふ
さ
わ
し
く
な
く
、「
共
同
体
」
あ
る
い
は
「
利
益
を
共
同
に
す
る

人
々
」
と
い
っ
た
名
称
が
似
つ
か
わ
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
具
体
的
な
「
特
殊
個
々
の
共
同
利
益
」
追

求
の
為
の
団
体
と
は
、
第
一
に
「
窮
極
的
利
益 ultim

ate interest
」
の
追
求
の
た
め
の
団
体
、
つ
ま
り
飲
食
、
生
殖
の
た
め
の
団
体
形
成
、

そ
し
て
「
精
神
的
利
益
」
追
求
の
た
め
の
学
問
・
宗
教
・
芸
術
団
体
等
を
意
味
し
、
第
二
に
「
派
生
的
利
益 derivative interest

」
の
追

求
の
た
め
の
団
体
と
し
て
、
経
済
に
関
す
る
団
体
と
政
治
に
関
す
る
団
体
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
は
基
本
社
会

の
属
性
と
し
て
の
利
益
や
基
本
社
会
の
共
同
利
益
を
達
成
す
る
た
め
の
機
関
（
組
織
体
）
と
し
て
機
能
す
る
団
体
の
分
析
、
さ
ら
に
基
本
社

　
（
三
七
）
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会
発
達
の
法
則
の
研
究
な
ど
、
多
元
的
国
家
理
論
の
中
枢
部
分
を
占
め
る
基
本
社
会
の
構
造
の
解
明
に
従
事
し
た
が
、
中
島
は
そ
の
独
創
的

で
精
緻
な
理
論
に
注
目
し
、
詳
細
な
紹
介
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

Ⅲ　

政
治
的
多
元
論
と
ギ
ル
ド
社
会
主
義

1　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド
と
国
家
主
権

　

政
治
的
多
元
論
が
は
じ
め
て
日
本
の
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
と
き
、
そ
れ
は
ギ
ル
ド
社
会
主
義
や
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
の
社
会
改
造
論
と
同
一

視
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
誤
解
を
解
き
、
多
元
的
国
家
論
が
純
学
問
的
見
地
か
ら
見
て
立
派
な
新
学
説
で
あ
る
こ
と
を
証
明
せ
ん

が
た
め
に
、中
島
は
主
権
（
統
治
権
）
の
問
題
を
中
心
に
国
家
と
他
の
団
体
（
社
会
）
の
関
係
に
つ
い
て
積
極
的
に
論
じ
た
。「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ギ
ル
ヅ
と
国
家
主
権
と
の
関
係
」（
一
九
二
〇
年
初
出
）
は
そ
う
し
た
主
題
の
一
つ
で
あ
る
。
以
下
、
多
元
的
国
家
論
と
ギ
ル
ド
・
ソ
ー
シ

ア
リ
ズ
ム
の
関
連
に
就
い
て
中
島
の
所
論
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

⑴　

ギ
ル
ド
社
会
主
義
、
そ
の
歴
史
と
主
張

　

ま
ず
読
者
の
便
を
考
え
て
、
ギ
ル
ド
社
会
主
義 G

uild Socialism
 

の
初
歩
的
な
定
義
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
ギ
ル
ド
社
会
主
義
は
、
一

般
に
第
一
次
大
戦
前
後
の
イ
ギ
リ
ス
に
起
っ
た
社
会
主
義
思
想
と
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
歴
史
は
一
八
世
紀
の
「
産
業
革
命
以
来
の
英

国
資
本
主
義
の
社
会
経
済
史
お
よ
び
思
想
史
と
密
接
な
関
連
」
を
も
つ
「
英
国
特
有
の
産
物（

33
）」

と
い
う
見
方
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
チ
ャ
ー

テ
ィ
ス
ト
運
動
と
「
オ
ー
ウ
ェ
ン
主
義
」
が
ギ
ル
ド
社
会
主
義
を
準
備
し
た
の
で
あ
る
が
、
思
想
的
源
流
と
し
て
は
マ
ル
ク
ス
主
義
と
イ
ギ

リ
ス
土
着
の
ト
ー
マ
ス
・
カ
ー
ラ
イ
ル
、
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
ら
人
文
主
義
者
の
古
典
派
経
済
学
批
判
の
思
想
が

　
（
三
八
）
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あ
っ
た
。

　

ペ
ン
テ
ィ A

rthur J P
enty 

の
『
ギ
ル
ド
制
度
の
復
興
』T

he R
estoration of the G

ild System
, 1906 

が
最
初
の
ギ
ル
ド
社
会
主
義

の
文
献
で
あ
る
と
い
わ
れ
る（

34
）。

他
に T

he C
ontem

porary R
eview

 

に
載
っ
た
オ
レ
ィ
ジ A

lfred R
ichard O

rage 

の
論
文
や
オ
レ
ィ
ジ

が
編
者
と
な
っ
て
出
版
さ
れ
た
週
刊
紙
「
新
時
代
」T

he N
ew

 A
ge 

に
ギ
ル
ド
社
会
主
義
理
論
が
多
く
発
表
さ
れ
た
。
な
か
で
も
ホ
ブ
ソ

ン Sam
uel G

eorge H
obson 

の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ズ
」N

ational G
uilds 

が
一
九
一
二
―
一
三
年
に
刊
行
さ
れ
、
学
説
の
全
容
が
明

ら
か
に
な
り
、
若
い
層
が
新
し
く
出
版
さ
れ
た D

aily H
erald 

を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ギ
ル
ド
社
会
主
義
は
広
汎
な
支
持
を
獲
得

し
た
。
は
じ
め
は
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
員
が
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
が
、
一
九
一
五
年
に
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド
同
盟
」N

ational 

G
uilds L

eague 

が
結
成
さ
れ
、
そ
こ
が
宣
伝
普
及
活
動
の
母
体
と
な
っ
た
。
思
想
的
に
は
上
述
の
Ｒ
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
以
来
の
イ
ギ
リ
ス
社

会
主
義
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
一
方
で
は
カ
ー
ラ
イ
ル
ら
の
ロ
マ
ン
主
義
や
マ
ル
ク
ス
主
義
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
。
実
践
活
動
の
面

で
は
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
の
影
響
も
受
け
て
い
る
。

　

そ
の
主
張
は
産
業
の
国
有
化
と
民
主
主
義
的
な
方
針
に
基
づ
い
て
組
織
さ
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ズ
（
全
国
規
模
の
労
働
組
合
）
の
組

織
を
通
し
て
、
労
働
者
の
代
表
が
産
業
を
管
理
・
運
営
す
る
も
の
で
、
賃
金
制
度
の
撤
廃
、
産
業
自
治
論
、
利
潤
追
求
の
資
本
主
義
的
生
産

様
式
が
人
間
を
機
械
の
一
部
、
す
な
わ
ち
商
品
に
還
元
し
た
こ
と
に
対
す
る
倫
理
的
批
判
な
ど
が
あ
っ
た
。
根
底
に
は
、
労
働
者
階
級
が
今

や
生
産
的
機
能
を
失
っ
た
資
本
家
階
級
か
ら
産
業
支
配
権
を
奪
還
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
機
能
に
従
っ
て
分
類
さ
れ
た
教
会
・
労
働
組
合
・

消
費
組
合
等
の
団
体
が
相
互
に
独
立
し
つ
つ
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
の
民
主
主
義
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
。
そ
し
て

生
産
者
団
体
と
し
て
の
労
働
組
合
の
み
な
ら
ず
、
消
費
者
団
体
で
あ
る
消
費
組
合
な
ど
も
ひ
と
し
く
社
会
の
基
本
的
構
成
要
素
と
し
て
認
め

た
。
さ
ら
に
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
と
違
っ
て
、
国
家
の
存
在
も
認
め
た
。
国
家
観
に
つ
い
て
は
彼
ら
の
内
部
で
意
見
の
対
立
が
あ
っ
た
。
労
働

者
ギ
ル
ド
、
消
費
団
体
、
地
方
自
治
体
や
他
の
社
会
団
体
の
代
表
で
構
成
さ
れ
る
連
合
体
と
し
て
の
国
家
構
想
も
あ
っ
た
。
Ｇ
・
Ｄ
・
Ｈ
・

　
（
三
九
）
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コ
ー
ル
の G

uild Socialism
, 1920 

や
Ｓ
・
Ｇ
・
ホ
ブ
ソ
ン
の N

ational G
uilds and the State, 1920

、
Ｎ
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
の G

uild 

Socialism
 1922 

な
ど
が
理
論
的
指
導
書
で
あ
っ
た
。

　

第
一
次
大
戦
中
は
左
派
の Shop stew

ard

（
職
場
の
組
合
代
表
委
員
）
運
動
に
よ
っ
て
大
き
な
刺
激
を
受
け
た
が
、
大
戦
後
の
一
九
二

一
年
の
経
済
不
況
の
あ
と
社
会
運
動
と
し
て
は
次
第
に
衰
退
、「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド
同
盟
」
そ
れ
自
体
も
一
九
二
五
年
に
崩
壊
し
て
い
る
。

以
上
が
ギ
ル
ド
社
会
主
義
の
簡
単
な
紹
介
で
あ
る
。

⑵　

中
島
の
視
角

　

と
こ
ろ
で
、
中
島
は
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
主
題
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

中
島
は
ギ
ル
ド
社
会
主
義
を
集
産
主
義
（
国
家
社
会
主
義
）collectivism

 

と
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ムsyndicalism

 

の
中
間
領
域
に
位
置
づ
け

て
お
り
、
国
家
と
労
働
組
合
両
者
の
独
立
併
存
を
主
張
す
る
彼
ら
に
と
っ
て
、
労
働
者
の
全
国
組
合
た
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド
と
国
家
主

権
の
関
係
は
重
大
な
問
題
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
、
国
家
の
主
権 sovereignty 

は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド
を
支
配

す
べ
き
か
否
か
、
支
配
し
得
る
と
す
れ
ば
そ
の
支
配
の
範
囲
は
ど
こ
ま
で
認
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
帰
着
す
る
。
そ
し
て
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
当
時
、
な
お
コ
ー
ル
や
ホ
ブ
ソ
ン
ら
「
新
時
代
」
同
人
た
ち
の
あ
い
だ
で
い
ろ
い
ろ
異
論
が
あ
り
、
ギ
ル
ド
社
会
主
義
者
の

あ
い
だ
で
決
着
の
つ
い
て
い
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
と
い
う
。

　

本
題
に
入
る
前
に
主
権
と
は
何
か
と
い
う
問
題
の
整
理
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
中
島
に
よ
れ
ば
前
節
で
み
た
よ
う
に
主
権
に
は
三
つ

の
用
法
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
統
治
権
、
す
な
わ
ち
「
国
家
が
自
己
の
意
思
を
以
て
他
の
意
志
を
支
配
す
る
権
」
と
い
う
意
味
に
解
さ
れ

て
い
る
。
他
の
団
体
に
対
し
て
国
家
の
主
権
の
お
よ
ぶ
範
囲
の
問
題
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド
の
問
題
が
は
じ
め

て
の
ケ
ー
ス
で
は
な
く
、
歴
史
的
に
古
く
教
会
と
国
家
と
の
関
係
に
お
い
て
提
起
せ
ら
れ
た
周
知
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
宗
教
改
革
後
の
英

　
（
四
〇
）
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国
で
非
国
教
徒 nonconform

ity 

の
問
題
は
し
ば
し
ば
革
命
的
騒
乱
の
原
因
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
現
象
的
に
は
個
人
の
宗
教
的
信
念
や
良

心
と
国
家
の
主
権
の
衝
突
の
問
題
で
あ
っ
た
。
結
局
、
信
教
の
自
由
の
確
立
と
国
家
主
権
の
制
限
と
な
っ
て
決
着
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
そ

の
問
題
は
、「
宗
教
事
項
を
そ
の
目
的
職
能
と
せ
る
教
会
に
対
す
る
国
家 sovereignty 

の
限
界
の
問
題
」
を
意
味
し
た
。

　

教
会
は
国
家
の
外
に
独
立
し
、
お
よ
そ
宗
教
事
項
に
関
す
る
領
域
に
国
家
が
介
入
す
る
こ
と
は
断
乎
拒
否
し
て
そ
の
独
立
不
羈
を
守
る
と

い
う
思
想
は
、
非
国
教
派
教
会 F

ree C
hurch 

は
無
論
の
こ
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
（C

hurch of E
ngland

）
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

（P
resbyterian C

hurch
）
の
国
教
派
教
会
の
内
部
に
お
い
て
も
国
家
と
教
会
の
葛
藤
が
絶
え
な
か
っ
た
こ
と
を
、D

isruption

（
一
八
四

三
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
教
会
の
分
裂
）
や O

xford M
ovem

ent

（
一
八
三
三
年
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
発
生
、
英
国
教
会
に
高

教
会 H

igh C
hurch 

の
教
理
を
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
運
動
。T

ractarianism

。）
の
事
例
を
引
い
て
説
明
し
て
い
る
。
国
家
と
教
会
の
関

係
を
め
ぐ
っ
て
公
に
さ
れ
た
議
論
は
大
要
次
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
⑴
教
会
は
国
家
が
法
に
よ
っ
て
設
立
し
た
団
体
で
独
立
の
団
体
に

あ
ら
ず
、
国
家
の
一
部
と
し
て
そ
の
内
に
包
摂
さ
れ
る
ゆ
え
国
家
の
主
権
は
無
制
限
に
教
会
を
支
配
す
べ
き
も
の
、
ト
ー
マ
ス
・
エ
ラ
ス
ト

ゥ
スT

hom
as E

rastus 

に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た E

rastianism
 

の
主
張　

⑵
教
会
は
ま
っ
た
く
国
家
と
独
立
の
団
体
で
あ
り
、
従
っ
て
国

家
の
主
権
は
一
切
教
会
に
お
よ
ば
な
い
と
す
る
立
場
、T

ractarianism
 

と
同
一
の
主
張　

⑶
教
会
は
独
立
の
団
体
で
あ
る
と
い
う
主
張
に

立
つ
が
、
国
家
と
教
会
の
目
的
（
職
能
）
は
全
然
異
な
る
も
の
で
あ
る
ゆ
え
に
、
宗
教
的
事
項
に
つ
い
て
は
国
家
か
ら
独
立
し
て
自
己
支
配

を
行
な
う
べ
き
で
あ
る
が
、
国
家
の
職
能
に
関
す
る
俗
世
間
的
事
項
に
つ
い
て
は
主
権
に
従
う
べ
し
と
い
う
主
張
。
な
お
、
中
島
は
こ
れ
ら

の
議
論
の
叙
述
を
ラ
ス
キH

arold Joseph L
aski 

（1893-1950
）
の Studies in the P

roblem
 of Sovereignty, 1917 

に
典
拠
し
て
い

る
。

　

第
一
の
主
張
は
「
国
家
全
体
社
会
説
」
の
立
場
で
あ
り
、教
会
が
国
家
の
主
権
に
対
し
て
そ
の
限
界
を
主
張
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド
と
国
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
国
家
が
全
体
社
会
な
ら
ば
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド
は
そ
の
一

　
（
四
一
）
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部
分
と
な
っ
て
国
家
か
ら
独
立
の
団
体
た
り
え
な
い
。
従
っ
て
国
家
と
教
会
、
ま
た
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド
の
関
係
が
問
題
に
な
る
の
は

国
家
を
全
体
社
会
に
あ
ら
ず
と
み
る
主
張
に
立
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
。
ギ
ル
ド
社
会
主
義
の
哲
学
は
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
り
、
と
し
て

Ｇ
・
Ｄ
・
Ｈ
・
コ
ー
ル
の
国
家
観
を
紹
介
す
る
。

　

コ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
国
家
は
一
種
の
職
能
的
団
体 functional association 

に
過
ぎ
ず
、
他
の
職
能
的
団
体
と
何
ら
異
な
る
も
の
で
な

い
こ
と
、
そ
し
て
職
能
的
団
体
の
基
礎
に
こ
れ
ら
の
団
体
と
区
別
さ
れ
る
基
本
社
会 com

m
unity, com

m
onw

ealth 

が
存
在
し
て
、
す
べ

て
の
職
能
団
体
は
こ
の
基
本
社
会
か
ら
派
生
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
支
持
せ
ら
れ
て
存
在
す
る
の
で
、
国
家
と
他
の
団
体
と
は
独
立
の
職

能
団
体
と
し
て
併
存
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
中
島
は
コ
ー
ル
の
職
能
団
体
論
を
「
一
個
の
卓
見
」
と
評
価
し
て
、
国

家
と
他
の
団
体
の
関
係
に
つ
い
て
正
当
な
理
解
が
可
能
に
な
る
と
賛
意
を
表
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
ギ
ル
ド
社
会
主
義
思
想
と
多
元
的
国
家

観
の
同
質
性
を
見
る
中
島
の
評
価
が
示
さ
れ
て
い
る（

35
）。

　

そ
れ
で
は
第
二
の
主
張
は
ど
う
か
。
こ
の
主
張
は
教
会
ま
た
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド
を
「
独
立
の
国
家
又
は
こ
れ
に
酷
似
す
る
団
体
と

な
ら
し
む
る
か
、
又
は
国
家
を
以
て
国
家
た
ら
ざ
る
他
の
一
種
の
職
能
的
団
体
と
化
せ
し
む
る
か
の
二
つ
の
う
ち
何
れ
か
一
に
帰
着（

36
）」

せ
し

む
る
と
い
い
、T

ractarianism
 

の
教
会
論
は
前
者
に
、
コ
ー
ル
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド
は
後
者
に
帰
着
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
中
島
は
国
家
の
職
能
の
な
か
で
そ
の
「
特
別
な
る
目
的
と
職
能
」
に
注
目
し
、
対
外
的
な
「
共
同
防
衛
」
と
対
内
的
な
秩
序
維
持

（「
安
寧
的
共
存
の
保
障
」）
の
二
つ
の
機
能
は
国
家
と
い
う
団
体
構
成
の
必
要
条
件
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
二
つ
の
う
ち
い
ず
れ
か
一

つ
が
欠
け
れ
ば
、も
は
や
そ
の
団
体
は
国
家
的
性
格
を
も
た
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
以
上
の
「
特
別
な
る
目
的
と
職
能
」
を
も
っ
た
団
体
は
、

そ
の
目
的
の
遂
行
上
他
の
団
体
と
は
異
な
っ
た
特
別
の
支
配
の
特
徴
を
示
す
。
中
島
は
国
家
の
も
つ
主
権
の
機
能
の
仕
方
に
言
及
し
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
特
徴
は
「
所
属
個
人
が
他
の
一
方
に
お
い
て
構
成
せ
る
団
体
に
対
す
る
関
係
」
に
お
い
て
著
し
く
現
わ
れ
る
と
い
う
。

国
家
若
し
く
は
そ
の
類
似
の
団
体
と
他
の
通
常
の
団
体
と
の
関
係
は
、
普
通
の
団
体
相
互
の
関
係
と
は
自
ず
か
ら
異
な
っ
た
形
相
を
生
ず
る

　
（
四
二
）
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と
い
い
、
国
家
若
し
く
は
こ
れ
に
類
似
す
る
団
体
は
「
そ
の
団
体
の
目
的
遂
行
の
必
要
上
、
当
然
そ
の
所
属
個
人
が
同
時
に
他
の
一
方
に
お

い
て
構
成
せ
る
他
の
団
体
に
対
し
て
、
そ
の
目
的
遂
行
の
必
要
の
範
囲
内
に
お
い
て sovereignty 

を
及
ぼ
し
得
べ
き
も
の
な
る
こ
と
は
実

際
上
の
必
要
よ
り
承
認
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
ざ
る
こ
と（

37
）」、で

あ
る
と
述
べ
る
。そ
し
て
、人
々
が
追
求
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
目
的
は
、種
々

の
団
体
に
よ
っ
て
代
表
せ
ら
れ
、
遂
行
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
団
体
相
互
の
関
係
は
目
的
と
目
的
と
の
関
係
に
還
元
し
て
考
え
ら
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、「
普
通
の
目
的
」
と
「
特
別
な
る
目
的
」
の
両
者
は
互
い
に
貢
献
し
、
互
い
に
他
の
達
成
の
条
件
と
な
り

つ
つ
あ
る
点
に
お
い
て
両
種
の
目
的
の
あ
い
だ
に
差
異
は
な
い
が
、「
特
別
な
る
目
的
」
は
そ
の
達
成
遂
行
の
必
要
上
「
特
別
な
る
貢
献
の

形
相
」
を
呈
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
し
て
、
そ
こ
に
「
国
家
お
よ
び
そ
の
類
似
団
体
の
他
の
団
体
に
対
す
る
特
別
な
る sovereignty 

の
問
題
」

が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
と
説
く
。

　

昔
、
教
会
が
国
家
を
支
配
し
た
例
と
し
て
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
あ
げ
る
者
が
あ
る
が
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
が
国
家
機
能
の
部

分
的
代
行
を
伴
っ
た
の
は
、「
自
ら
教
会
に
て
あ
り
な
が
ら
国
家
と
同
一
な
る
上
記
の
特
別
な
る
職
能
を
執
り
行
ひ
た
る
が
為
に
外
な
ら
ず

し
て
、
極
端
に
言
へ
ば
、R

om
an C

atholic C
hurch 

は
教
会
に
て
あ
り
な
が
ら
又
一
面
強
大
な
る
一
個
の
大
国
家
な
り
し
が
故
に
、
自
己

の
所
属
個
人
が
他
の
一
方
に
お
い
て
組
織
せ
し
弱
小
国
家
を
支
配
し
得
た
る
に
外
な
ら
ざ
る
な
り（

38
）」

と
そ
れ
が
中
島
の
議
論
の
反
証
に
な
ら

な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

⑶　

Ｇ
・
Ｄ
・
Ｈ
・
コ
ー
ル
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド

　

さ
て
次
に
Ｇ
・
Ｄ
・
Ｈ
・
コ
ー
ル
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド
に
関
す
る
所
論
が
検
討
さ
れ
る
。

　

コ
ー
ル
は
国
家
が
地
域
に
基
礎
を
お
く
団
体
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
地
域
団
体
は
「
共
同
に
消
費
し
使
用
し
享
楽
す
る
隣
人
の
団
体
」
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
国
家
は
消
費
者
の
団
体
と
し
て
の
属
性
を
も
つ
と
い
う（

39
）。

そ
れ
に
対
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド
は
生
産
者
の
団
体
で
あ

　
（
四
三
）
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る
。
こ
の
二
つ
の
団
体
は
人
間
の
異
な
っ
た
両
側
面
を
そ
れ
ぞ
れ
代
表
し
、
個
人
は
一
面
消
費
者
と
し
て
国
家
に
属
す
る
と
同
時
に
他
の
一

面
で
は
生
産
者
と
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド
に
属
す
る
の
で
あ
る
。
両
団
体
は
各
々
の
領
域
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
主
権
を
も
ち
、
両
者
は

対
等
の
関
係
を
維
持
し
相
手
の
主
権
に
よ
っ
て
支
配
せ
ら
れ
な
い
。
コ
ー
ル
に
よ
れ
ば
国
家
は
消
費
者
の
団
体
で
あ
り
、
そ
の
職
能
は
専
ら

消
費
に
関
す
る
職
能
で
、
そ
れ
以
外
に
国
家
を
国
家
た
ら
し
む
る
「
特
別
な
る
職
能
」
は
な
い
。
た
だ
消
費
と
い
う
職
能
の
領
域
に
お
い
て

支
配
を
行
な
う
の
み
で
、
そ
の
実
体
は
国
家
と
呼
ぶ
も
通
常
の
観
念
で
い
う
国
家
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
さ
に
、
コ
ー
ル
が
言
う
「
国

家
を
以
て
国
家
た
ら
ざ
る
他
の
一
種
の
職
能
的
団
体
た
ら
し
む
る
」
所
以
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
国
家
観
に
つ
い
て
中
島
は
次
の
よ
う
に
論
評
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、コ
ー
ル
の
主
張
は
実
際
上
の
説
明
の
困
難
は
あ
る
が
、

理
論
的
に
は
不
可
能
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
理
想
と
し
て
も
反
対
す
べ
き
所
論
で
は
な
い
と
し
つ
つ
、
そ
の
特
徴
は
従
来
の
国
家
を
説
明
す

る
場
合
な
さ
れ
て
き
た
三
権
分
立
（
立
法
・
司
法
・
行
政
）
の
「
横
断
的
権
力
分
立
」
論
で
は
な
く
、
産
業
と
政
治
と
の
「
縦
断
的
権
力
分

立
」
論
を
措
定
し
、
国
家
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド
は
そ
の
領
域
に
お
い
て
各
自
立
法
と
行
政
と
を
行
い
、
司
法
の
み
は
両
団
体
の
「
合
同

議
会
」Joint C

ongress 

に
分
掌
さ
せ
る
。
そ
れ
は
両
団
体
の
上
に
さ
ら
に
窮
極
の
「
第
三
の
組
織
体
」
を
出
現
さ
せ
、
そ
こ
に
国
家
の
特

別
な
る
職
能
の
一
部
を
執
行
せ
し
め
ん
と
す
る
発
想
で
あ
り
、
そ
の
「
窮
極
的
第
三
団
体
」
を
国
家
と
呼
ぶ
の
は
無
理
で
あ
る
が
、「
国
家

に
酷
似
し
た
る
団
体
」
と
呼
び
う
る
も
の
で
あ
る
。
コ
ー
ル
は
国
家
を
消
費
者
の
団
体
と
化
し
て
そ
の
国
家
的
性
格
を
奪
い
取
っ
た
が
、
こ

の
「
第
三
の
組
織
体
」
に
国
家
の
特
性
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
い
わ
ば
一
方
に
殺
し
て
他
方
に
復
活
せ
し
め
た
に
過
ぎ
ず
と
の
謗
り
は
免

れ
な
い
と
批
評
す
る
。

　

教
会
と
国
家
の
関
係
に
関
す
る
第
三
の
主
張
で
あ
る
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド
に
つ
い
て
こ
の
主
張
を
代
表
す
る
者
は
Ｓ
・
Ｇ
・
ホ
ブ

ソ
ン
で
、
彼
は
国
家
の
職
能
と
し
て
法
律
、
医
療
、
陸
海
軍
と
警
察
、
外
交
関
係
、
教
育
、
中
央
・
地
方
の
統
治
行
政
の
六
つ
の
機
能
を
挙

げ
て
い
る
。
国
家
は
産
業
や
階
級
闘
争
の
問
題
に
煩
わ
さ
れ
て
そ
の
本
来
の
職
能
を
十
分
執
行
で
き
な
い
現
状
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
機
能

　
（
四
四
）
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を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド
に
委
任
す
れ
ば
、
国
家
は
固
有
の
業
務
を
十
分
に
行
な
う
こ
と
が
で
き
、「
そ
の
政
府
議
会
及
び
文
武
の
官
制
を

持
て
る
ま
ま guilds congress 

よ
り
は
独
立
に
否
そ
れ
よ
り
も
優
越
な
る
地
位
に
立
ち
て
す
ら certainly independent; probably even 

suprem
e 

そ
の
職
能
を
行
ふ
べ
き
も
の
な
る
こ
と
を
信
ぜ
り（

40
）」

と
コ
ー
ル
と
は
異
な
る
国
家
観
を
表
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド
が
国
家

の
主
権
に
服
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
結
論
す
る
。

　

ホ
ブ
ソ
ン
と
コ
ー
ル
の
意
見
の
違
い
は
何
に
由
来
す
る
の
か
。
中
島
は
両
者
の
出
発
点
の
相
違
に
注
目
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ホ
ブ
ソ
ン
に

よ
れ
ば
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド
が
産
業
問
題
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
賃
金
制
度
の
全
廃
に
よ
る
労
働
者
の
解
放
を
可
能
に
し
、
経
済

問
題
か
ら
開
放
さ
れ
た
国
家
は
そ
の
固
有
の
職
務
に
専
念
し
延
い
て
は
国
家
の
救
済
に
つ
な
が
る
と
考
え
た
の
に
対
し
、
コ
ー
ル
が
ギ
ル
ド

社
会
主
義
を
主
張
し
た
の
は
、
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
に
対
し
て
そ
の
多
大
の
真
理
を
評
価
し
な
が
ら
、
労
働
組
合
が
社
会
内
の
一
切
の
利
益
を

代
表
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
自
覚
し
、「
生
産
者
の
専
制
」
の
弊
害
が
出
来
す
る
の
を
警
戒
し
、
別
に
消
費
者
の
利
益
を
代
表
す
る
団
体

の
必
要
を
感
じ
た
か
ら
と
述
べ
て
い
る
。

　

な
お
コ
ー
ル
の
ギ
ル
ド
社
会
主
義
は
ロ
シ
ア
革
命
後
そ
の
見
解
に
変
化
が
生
じ
た
が
、
そ
れ
は 

⑴
国
家
が
唯
一
の
消
費
者
団
体
で
な
い

こ
と
、
⑵
生
産
者
・
消
費
者
両
団
体
と
も
そ
の
団
体
組
織
は
で
き
る
だ
け
地
方
分
権
的
に
改
革
す
べ
き
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
こ
と
を
付

加
し
て
い
る
。
そ
し
て
消
費
お
よ
び
使
用
す
べ
き
も
の
に
は
、
個
人
的
家
庭
的
な
も
の
、
地
方
的
・
都
市
的
な
も
の
、
国
際
的
な
る
も
の
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
区
分
を
基
礎
に
生
産
と
消
費
と
の
組
織
を
形
成
す
べ
き
で
あ
る
と
コ
ー
ル
は
い
う
。

　

ま
た
、
ホ
ブ
ソ
ン
や
「
新
時
代
」
同
人
と
の
議
論
の
結
果
、
コ
ー
ル
の
見
解
が
変
わ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
、
国
家
お
よ
び
地
方
団
体
と
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド
の
関
係
に
つ
い
て
、
両
種
の
団
体
の
何
れ
が
他
に
優
越
す
る
か
で
は
な
く
、
両
者
は
互
い
に
補
足
的
関
係
に
あ
る
こ
と

を
主
張
す
る
に
至
っ
た
。

　
「
余
は
国
家
の
主
権
説
を
拒
否
し
、
経
済
的
領
域
に
お
い
て
は
国
家
と guilds 
と
は
共
同
的
主
権 co-sovereignty 

を
有
す
べ
く
、
斯
の

　
（
四
五
）
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如
き co-sovereignty 

は
、
社
会
的
活
動
の
他
の
領
域
に
お
い
て
は
他
の
団
体
と
と
も
に
亦
共
同
に
行
使
し
得
べ
き
も
の
な
る
こ
と
を
主
張

し
た
り
。
今
に
お
い
て
は
、
余
は
最
早
こ
の
議
論
に
お
い
て
、
余
の
み
全
然
正
し
く
し
て
ホ
ブ
ソ
ン
氏
が
全
然
誤
れ
り
と
は
信
ず
る
も
の
に

あ
ら
ず
。
た
だ
余
が
国
家
主
権
説
に
反
対
す
る
に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
変
わ
ら
ず
。
然
れ
ど
も
余
は
同
時
に
又
国
家
を
の
み
消
費
者
の
唯

一
窮
極
の
代
表
者
と
す
る
こ
と
を
以
て
満
足
せ
ざ
る
に
至
れ
り（

41
）」。

　

コ
ー
ル
は
ま
た
、
国
家
に
は
経
済
以
外
の
職
分
あ
り
と
し
て
、
法
律
、
裁
判
、
中
央
地
方
の
行
政
、
公
共
衛
生
、
教
育
、
娯
楽
や
国
民
生

活
の
サ
ー
ビ
ス
機
能
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
非
経
済
的
職
能
は
、
階
級
の
消
滅
し
た
将
来
社
会
に
お
い
て
も
存
続
し
、
支
配
の
特

徴
は
統
治
的
性
格
か
ら
行
政
的
に
な
り
、
強
制
的
要
素
が
軽
減
さ
れ
組
織
的
に
は
地
方
分
権
を
予
見
し
て
い
る
。
中
島
は
こ
こ
に
コ
ー
ル
と

ホ
ブ
ソ
ン
の
国
家
観
と
の
近
似
性
を
看
取
し
て
い
る
。
し
か
し
、
国
家
固
有
の
「
特
別
な
る
職
能
」
を
認
め
る
限
り
、
い
か
に
僅
少
な
り
と

い
え
ど
も
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド
に
対
す
る
国
家
の
主
権
は
お
よ
ぶ
こ
と
に
な
り
、
コ
ー
ル
の
い
う
国
家
と
ギ
ル
ド
の
共
同
主
権
や
同
等
性

の
主
張
は
、
そ
の
経
済
的
領
域
に
お
け
る
消
費
者
代
表
と
し
て
の
国
家
に
つ
い
て
は
当
て
は
ま
る
と
し
て
も
、
特
別
職
能
を
行
な
う
団
体
と

し
て
の
国
家
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド
の
関
係
に
は
適
合
し
な
い
と
批
判
的
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
中
島
は
国
家
と
ギ
ル
ド
の
関
係
に
つ
い
て
ホ
ブ
ソ
ン
の
説
は
正
当
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
国
家
は
一
個
の
職
能
的
団
体
に

過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
他
の
団
体
が
構
成
員
の
人
格
全
体
に
対
し
て
主
権
が
影
響
力
を
発
揮
し
え
な
い
の
と
同
じ
く
、
国
家
の
主
権
も

全
体
的
主
権
と
は
言
い
え
な
い
。

　

従
っ
て
「
窮
極
の sovereignty 

は
す
べ
て
の
職
能
的
団
体
を
成
立
せ
し
め
、
そ
の
各
々
の
間
の
関
係
を
自
由
に
決
定
し
得
る
人
格
者
の

自
律
の
道
徳
的
意
識
即
ち
良
心
の
権
威
を
措
い
て
外
に
無
き
も
の
な
る
こ
と（

42
）」

を
認
め
、
基
本
社
会 com

m
unity 

は
結
局
の
と
こ
ろ
、
制

度
や
組
織
と
し
て
発
現
せ
ず
、
人
格
者
各
人
の
自
律
の
道
徳
に
よ
っ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
コ
ー
ル
の
学
説
に
は
全
幅

の
賛
意
を
表
す
と
述
べ
て
い
る
。

　
（
四
六
）
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2　
「
職
能
連
邦
国
」
論
―
Ｈ
・
Ｊ
・
ラ
ス
キ
の
「
多
元
国
」
と
コ
ー
ル
の
「
共
同
体
」
―

⑴　

中
島
の
ラ
ス
キ
研
究
の
特
徴

　

中
島
の
ラ
ス
キ
研
究
は
『
多
元
的
国
家
論
』
所
収
の
三
論
文
、「
ラ
ス
キ
の
多
元
論
的
国
家
学
説
」（T

he P
roblem

 of Sovereignty, 

1917 

の
第
一
章
の
翻
訳
）、「
ラ
ス
キ
の
『
多
元
国
』
と
コ
ー
ル
の
『
共
同
体
』」、
そ
し
て
「
英
国
に
お
け
る
新
国
家
論
」
に
見
ら
れ
る
。

但
し
最
後
の
論
文
は
特
に
ラ
ス
キ
一
人
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
教
会
と
国
家
に
関
す
る
多
元
論
的
政
治
思
想
の
分
析
と
い
う

限
定
さ
れ
た
視
角
か
ら
執
筆
さ
れ
た
評
論
で
あ
る（

43
）。

　

ハ
ロ
ル
ド
・
ジ
ョ
セ
フ
・
ラ
ス
キ
（
一
八
九
三
―
一
九
五
〇
）
は
政
治
的
多
元
論
か
ら
一
九
三
〇
年
代
の
大
恐
慌
期
に
マ
ル
ク
ス
主
義
に

接
近
、
台
頭
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
脅
威
に
対
す
る
唯
一
可
能
な
選
択
肢
と
し
て
社
会
主
義
を
容
認
す
る
立
場
へ
と
思
想
的
変
容
を
遂
げ
た
人

物
で
あ
る
。『
政
治
学
大
綱
』A

 G
ram

m
ar of P

olitics, 1925 

を
は
じ
め
『
危
機
に
立
つ
民
主
主
義
』D

em
ocracy in C

risis, 1933

、『
信

仰
・
理
性
・
文
明
』F

aith, R
eason and C

ivilization, 1944 

な
ど
す
ぐ
れ
た
著
書
を
多
数
執
筆
し
、
ま
た
戦
時
下
の
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
闘
争

や
、
第
二
次
大
戦
中
は
チ
ャ
ー
チ
ル
内
閣
の
副
首
相
を
務
め
た
Ｃ
・
Ｒ
・
ア
ト
リ
ー
の
補
佐
役
と
し
て
活
躍
、
そ
し
て
戦
後
は
労
働
党
議
長

と
し
て
実
際
政
治
に
活
躍
し
た
、
ま
さ
に
理
論
と
実
践
の
両
面
で
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
世
界
的
な
政
治
学
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
中
島

の
ラ
ス
キ
に
対
す
る
関
心
は
一
九
二
〇
年
代
の
多
元
論
の
時
代
に
限
ら
れ
て
お
り
、
三
〇
年
代
以
降
の
マ
ル
ク
ス
主
義
に
接
近
し
た
時
期
の

ラ
ス
キ
や
そ
の
政
治
運
動
へ
の
関
心
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
発
表
さ
れ
た
一
連
の
著
書
『
危
機
に
立

つ
民
主
主
義
』（
一
九
三
三
）
や
『
国
家
―
理
論
と
現
実
―
』（
一
九
三
五
）、『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
由
主
義
の
発
達
』（
一
九
三
六
）、『
現
代

革
命
の
考
察
』（
一
九
四
三
）
な
ど
、
戦
時
中
の
作
品
へ
の
論
及
が
全
く
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
よ
く
わ
か
る
。　

（
四
七
）
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⑵　

ラ
ス
キ
の
「
多
元
国
」
論
と
ギ
ル
ド
社
会
主
義
思
想

　

中
島
は
初
期
ラ
ス
キ
の
一
九
一
〇
年
代
末
か
ら
二
〇
年
代
は
じ
め
の
多
元
論
に
注
目
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
「
ラ
ス
キ
の
『
多
元

国
』
と
コ
ー
ル
の
『
共
同
体
』」
は
ラ
ス
キ
の T

he F
oundations of Sovereignty and O

ther E
ssays, 1921 

の T
he P

luralistic 

State 

の
章
を
論
評
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
該
論
文
を
取
り
上
げ
る
理
由
は
、
そ
れ
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
ラ
ス
キ
の
論
文
は
単
に
現
実
国
家

の
理
論
的
説
明
に
終
わ
っ
て
い
た
が
、
こ
の
論
文
で
は
持
説
の
国
家
理
論
を
基
礎
に
、「
多
元
国
」（
多
元
的
国
家
論
）
構
想
が
唱
導
さ
れ
て

い
る
点
に
意
義
を
見
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
そ
れ
を
一
種
の
国
家
改
造
案
と
見
た
わ
け
で
あ
る
。

　
『
主
権
問
題
の
研
究
』T

he P
roblem

 of Sovereignty, 1917 

は
現
実
国
家
の
説
明
に
止
ま
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
改
造
構
想
は
な
い
。

『
近
代
国
家
に
お
け
る
権
威
』A

uthority in the M
odern State, 1919 

に
は
説
明
と
同
時
に
コ
ー
ル
の
「
産
業
自
治
論
」Self-

G
overnm

ent in Industry 

に
似
た
改
造
立
案
も
備
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
に
は
国
家
お
よ
び
そ
の
他
多
数
の
団
体
が
併
存
し
、

権
力
は
そ
の
職
能
に
従
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
分
割
さ
れ
て
お
り
、
国
家
は
消
費
者
を
代
表
し
、
労
働
者
団
体
は
生
産
者
を
代
表
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
各
団
体
は
並
立
し
そ
の
間
の
関
係
は
自
然
の
協
調
に
任
し
て
然
る
べ
く
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
団
体
を
統
括
す
る
優
越
団
体
の
存
在
に

つ
い
て
ラ
ス
キ
は
何
ら
言
及
し
て
い
な
い
。
中
島
は
こ
の
団
体
並
立
論
の
考
え
方
は
ギ
ル
ド
社
会
主
義
と
し
て
は
初
期
の
思
想
に
属
す
る
も

の
と
評
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、T

he P
luralistic State 

に
表
わ
れ
た
「
多
元
国
」
構
想
は
こ
れ
と
大
き
く
異
な
り
、
従
来
の
国
家
や
併

存
す
る
諸
団
体
な
ど
を
す
べ
て
一
括
し
て
全
体
を
以
て
国
家
と
す
る
観
念
が
あ
る
。
以
前
と
違
っ
て
国
家
の
構
造
が
多
元
的
に
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
は
地
域
的
・
職
能
的
両
要
素
か
ら
成
る
「
一
種
の
連
邦
国
」
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
従
来
の
国
家
に
相
当
す
る
も
の
が
政
府 

governm
ent 

と
呼
ば
れ
、
国
家
に
よ
る
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
責
任
は
政
府
が
負
う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。
従
来
の
「
一
元
国
」
が

中
央
集
権
的
で
支
配
の
階
層
性 hierarchical 

が
強
か
っ
た
の
に
対
し
て
「
多
元
国
」
は
分
権
的
で
平
等
の
並
列
組
織 co-ordinate 

に
な

り
、
行
政
の
能
率
は
向
上
し
個
人
の
自
由
は
確
保
さ
れ
る
と
説
く
。
個
人
の
基
本
的
人
権
の
保
障
も
重
要
な
課
題
と
な
り
、
言
論
の
自
由
、

　
（
四
八
）
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最
低
賃
金
、
教
育
を
受
け
る
権
利
、
余
暇
の
享
受
、
結
社
の
自
由
な
ど
は
絶
対
の
必
要
条
件
で
、
こ
れ
ら
の
基
本
権
は
「
国
家
以
上
の
根
拠

を
有
す
る
も
の
で
自
然
権
と
も
い
ふ
べ
く
人
格
の
尊
厳
そ
の
も
の
に
基
く
」。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
基
本
権
の
保
障
は
、
権
力
分
立
の
下
に

お
い
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
国
家
の
分
権
的
組
織
化
に
よ
っ
て
人
々
の
政
治
参
加
の
意
欲
も
高
ま
り
、
政
治
の
受
動
的
無
関
心
の
弊
害
を
除

去
し
う
る
し
、「
公
民
」
と
し
て
の
積
極
的
能
動
的
な
職
能
活
動
の
分
担
を
通
じ
て
「
各
自
に
自
由
創
造
の
天
地
は
開
け
人
格
的
能
力
は
完

成
せ
し
め
ら
れ
る
」
と
ラ
ス
キ
の
所
論
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

中
島
は
上
に
見
た
「
多
元
国
」
の
構
想
は
ギ
ル
ド
社
会
主
義
の
成
熟
期
の
思
想
で
あ
る
「
職
能
連
邦
国
」
に
似
て
い
る
と
い
い
、
ラ
ス
キ

の
主
張
に
そ
の
新
し
い
好
適
例
を
見
出
し
た
と
述
べ
て
い
る
。『
近
代
国
家
に
お
け
る
権
威
』（
序
文
の
日
付
が
一
九
一
八
年
四
月
二
一
日
）

と
「
多
元
国
」（
初
出
は P

hilosophical R
eview

 1919.11

）
発
表
の
時
期
に
注
意
し
た
中
島
は
、
短
時
日
の
あ
い
だ
に
ラ
ス
キ
の
国
家
観

が
変
容
し
た
背
景
に
は
コ
ー
ル
や
ホ
ブ
ソ
ン
ら
の
あ
い
だ
で
展
開
さ
れ
た
国
家
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ヅ
の
関
係
に
関
す
る
議
論
の
影
響
が

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
推
測
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ラ
ス
キ
の
変
化
の
方
向
は
、
あ
た
か
も
ギ
ル
ド
社
会
主
義
全
体
の
国
家
論
の
発
展
の

方
向
と
一
致
し
て
「
職
能
連
邦
国
」
論
に
帰
着
し
た
と
論
評
し
て
い
る
。
因
み
に
、
ラ
ス
キ
が
両
著
を
発
表
し
た
の
は
カ
ナ
ダ
の
マ
ッ
ギ
ル

大
学
か
ら
ハ
ー
バ
ー
ド
へ
移
り
、
一
九
一
六
年
か
ら
二
〇
年
ま
で
そ
こ
で
講
師
と
し
て
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
と
き
で
あ
り
、
長
く
母
国
イ
ギ

リ
ス
を
離
れ
て
い
た
時
期
に
当
た
る
。
ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
に
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
が
ト
ロ
ン
ト
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
い
た
こ
と
な
ど
考
え

合
わ
せ
る
と
、
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
か
ら
受
け
た
思
想
的
影
響
や
ア
メ
リ
カ
社
会
の
実
態
が
彼
の
政
治
的
多
元
論
の
理
論
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

⑶　

コ
ー
ル
「
合
同
議
会
」
論
の
変
遷
―
分
権
的
社
会
組
織
の
具
体
像
―

　

コ
ー
ル
の
『
共
同
体
』
論
で
中
島
は
何
を
主
張
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
取
り
あ
げ
ら
れ
る
文
献
は
『
ギ
ル
ド
社
会
主
義
再
論
』G

uild 

　
（
四
九
）
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Socialism
 R

estated, 1920 

で
、
コ
ー
ル
が
以
前
か
ら
主
張
し
て
い
た
「
合
同
議
会
」Joint C

ongress 

の
内
容
の
変
化
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
職
能
代
表
主
義 functional representation 

と
職
能
的
民
主
主
義
論
を
唱
道
し
、
個
人
本
位
の
立
場
か
ら
「
個
人
が
職
能
の
線

に
沿
う
て
結
合
し
て
種
々
の
団
体
を
現
出
す
る
」
と
観
る
姿
勢
は
変
わ
ら
な
い
が
、
前
著
『
社
会
理
論
』Social T

heory 

に
く
ら
べ
て
、

社
会
組
織
論
が
著
し
く
分
権
的
性
格
を
帯
び
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
「
合
同
議
会
」Joint C

ongress 

は
国
家

と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ル
ド
の
関
係
を
円
滑
に
協
同
せ
し
め
る
た
め
の
協
議
会
の
よ
う
な
性
格
付
け
が
為
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
今
や
権

限
が
拡
大
さ
れ
警
察
の
統
率
、
陸
海
空
軍
の
所
有
、
宣
戦
講
和
の
権
、
条
約
締
結
の
権
、
国
際
連
盟
に
お
け
る
主
た
る
代
表
者
た
る
権
な
ど

を
掌
握
し
、
強
制
力
を
与
え
ら
れ
て
絶
大
な
る
統
合
機
能
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
コ
ー
ル
が
描
く
未
来
社
会
は
ち
ょ
う
ど
中
島

の
い
う
「
職
能
連
邦
国
」
に
合
致
す
る
。
そ
し
て
分
権
的
に
構
想
さ
れ
た
社
会
組
織
の
具
体
像
に
つ
い
て
言
う
な
ら
ば
、
コ
ー
ル
は
全
国
を

三
段
階
に
分
け
て
組
織
化
し
て
い
る
。
最
小
単
位
が
地
区 local

、
第
二
が
地
方 regional

、
第
三
が
全
国 national 

で
、
さ
ら
に
地
区
は

市
部 Tow

n 

と
郡
部 Tow

nship 

の
二
種
か
ら
成
る
。
地
方
は
多
数
の
市
部
郡
部
が
集
ま
っ
て
形
成
さ
れ
、
地
方
に
は
中
心
都
市
が
あ
り
経

済
交
通
上
、
比
較
的
独
立
し
た
広
い
地
域
か
ら
な
る
。
ギ
ル
ド
に
関
し
て
い
え
ば
生
産
に
関
す
る
産
業
ギ
ル
ド
が
あ
り
、
各
地
区
お
よ
び
地

方
に
は
ギ
ル
ド
会
議 G

uild C
ouncil 

が
あ
り
、
全
国
的
に
は
ギ
ル
ド
連
合
会
議 G

uilds C
ongress 

が
組
織
さ
れ
産
業
に
関
す
る
事
項
を

決
定
執
行
す
る
。
ほ
か
に
公
共
的
奉
仕 civic service 

の
従
事
者
の
た
め
の
ギ
ル
ド
、
教
育
ギ
ル
ド
、
保
健
ギ
ル
ド
、
そ
の
他
の
公
共
ギ
ル

ドC
ivic G

uild 

が
あ
る
。
そ
し
て
今
日
、
行
政
事
項
の
殆
ん
ど
が
こ
の
種
の
ギ
ル
ド
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
て
い
る
。
消
費
部
門
で
は
個
人

的
家
庭
的
な
個
別
消
費
に
つ
い
て
は
消
費
組
合 C

o-operation 

を
認
め
、
電
気
水
道
ガ
ス
鉄
道
等
の
共
同
消
費
公
共
利
用
に
関
し
て
は
公

共
利
用
会
議 C

ollective U
tilities C

ouncil 

を
設
置
し
て
そ
れ
を
発
達
せ
し
め
る
。
そ
の
他
、
公
民
が
教
育
そ
の
他
一
般
教
養
分
野
の
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
資
格
か
ら
は
教
養
会
議 C

ultural C
ouncil 

を
、
医
療
衛
生
保
健
部
門
は
保
健
会
議 H

ealth C
ouncil 

を
置
く
。
か
く

し
て
一
つ
の
市
部
は
最
小
の
自
治
体
と
し
て
、
上
述
の
ギ
ル
ド
会
議
、
消
費
組
合
会
議
、
公
共
利
用
会
議
、
公
共
ギ
ル
ド
、
教
養
会
議
、
保

　
（
五
〇
）
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健
会
議
等
、
六
種
の
職
能
団
体
の
連
合
か
ら
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
連
合
体
を
コ
ー
ル
は
「
共
同
体
」C

om
m

une 

と
呼
ぶ
の
で
あ

る
が
、
国
家
学
的
に
見
て
そ
れ
は
立
派
に
一
個
の
国
家
に
相
当
す
る
と
中
島
は
主
張
し
て
い
る
。
代
表
選
出
も
重
要
な
要
素
で
、
各
職
能
団

体
は
そ
の
選
挙
単
位
か
ら
各
自
代
表
者
を
選
出
し
、
そ
の
代
表
者
が
前
述
の
各
会
議
を
構
成
し
て
「
共
同
体
」
に
お
い
て
相
連
合
す
る
。
代

表
者
数
は
各
ギ
ル
ド
の
均
衡
を
考
え
て
按
分
比
例
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、「
共
同
体
」
が
行
な
う
仕
事
は
次
の
五
つ
の
事
柄
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
⑴
地
区
内
の
資
源
収
入
な
ど
を
各
団
体
に
配
分
し
て

活
動
資
金
に
充
て
る
こ
と　

⑵
各
職
能
団
体
間
の
政
策
上
の
不
一
致
の
調
整　

⑶
職
能
団
体
間
の
境
界
線
の
決
定　

⑷
何
れ
の
職
能
団
体

に
も
属
さ
な
い
事
項
（
市
部
の
境
界
変
更
、
公
会
堂
の
新
築
な
ど
）
の
協
議
提
案　

⑸
警
察
司
法
な
ど
の
強
制
作
用
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
多
数
の
地
区
的
共
同
体 L

ocal C
om

m
une 

が
連
合
し
て
一
つ
の
地
方
的
共
同
体 R

egional C
om

m
une 

を
構
成
す
る
。
そ
れ

は
地
区
的
共
同
体
の
規
模
を
拡
大
し
た
も
の
で
、
仕
事
の
中
身
は
地
区
的
共
同
体
と
同
じ
で
あ
る
が
、
代
表
は
間
接
代
表
制
で
、
各
地
区
の

職
能
団
体
の
代
表
者
の
中
か
ら
互
選
で
決
め
、
リ
コ
ー
ル
制
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
地
方
的
共
同
体
は
若
干
数
が
連
合
し
て
上
級
組
織

（「
最
後
の
階
段
」）
た
る
全
国
的
共
同
体 N

ational C
om

m
une 

を
形
成
す
る
。
そ
の
構
造
お
よ
び
仕
事
の
内
容
は
前
二
者
と
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
が
違
い
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
⑶
の
職
能
団
体
間
の
境
界
（「
分
界
線
」）
の
裁
決
は
社
会
組
織
全
体
の
問
題
た
る
憲
法
問
題
と
な
る

こ
と　

⑷
の
他
の
い
か
な
る
職
能
団
体
に
も
属
さ
な
い
業
務
と
し
て
は
、
宣
戦
講
和
、
陸
海
軍
の
統
率
、
対
外
関
係
に
お
け
る
代
表
権
な

ど
が
含
ま
れ
る
。
さ
ら
に
領
土
や
植
民
地
問
題
な
ど
が
あ
る
。
⑸
強
制
作
用
の
問
題
と
し
て
は
、
全
国
的
共
同
体
内
部
の
個
人
あ
る
い
は

諸
種
の
団
体
の
反
逆
に
対
し
て
、
最
後
の
手
段
と
し
て
、
強
制
力
を
加
え
て
こ
れ
を
服
従
せ
し
め
る
機
能
が
与
え
ら
れ
る
。
共
同
体
は
こ
の

よ
う
に
多
層
的
構
造
を
も
つ
が
、
教
会
や
精
神
的
事
項
に
関
す
る
職
能
団
体
は
こ
の
組
織
に
含
ま
れ
ず
、
特
別
の
位
置
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
こ
の
共
同
体
組
織
の
な
か
で
、
従
来
の
国
家
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
コ
ー
ル
は
従
来
、
国
家
を
「
消

費
者
の
団
体
、
公
共
的
奉
仕
の
利
用
者
の
資
格
に
お
け
る
公
民
の
団
体
」
と
見
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
消
費
組
合
、
公
共
利
用

　
（
五
一
）
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会
議
、
教
養
会
議
、
保
健
会
議
な
ど
の
各
種
ギ
ル
ド
の C

ouncil 

を
設
け
た
た
め
に
、
国
家
固
有
の
行
政
事
務
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
コ
ー
ル
は
仕
事
の
な
く
な
っ
た
従
来
の
国
家
は
、
今
後
、
漸
次
「
萎
縮
し
死
滅
す
る
」
で
あ
ろ
う
と
予
想
す
る
。
全
国
的
共
同
体
を
国
家

と
呼
ぶ
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
、
コ
ー
ル
は
二
つ
の
条
件
、
す
な
わ
ち
「
新
国
家
」
は
決
し
て
従
来
型
国
家
の
継
続
で
は
な
く
、
ま
た
構
造

的
に
再
現
し
た
も
の
で
も
な
く
全
く
別
種
の
組
織
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
上
で
、
そ
れ
を
国
家
と
呼
ぶ
の
な
ら
ば
あ
え
て
反
対
し
な

い
と
い
っ
た（

44
）。

　

す
で
に
中
島
は
、
コ
ー
ル
の
「
合
同
議
会
」Joint C

ongress 

は
国
家
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
表
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
共
同
体
」
に
関

し
て
も
そ
れ
は
当
て
は
ま
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
「
職
能
連
合
主
義
を
基
礎
と
し
て
考
案
せ
ら
れ
た
社
会
と
し
て

は
最
も
徹
底
し
た
も
の
」
で
、
も
し
立
案
さ
れ
た
未
来
社
会
が
国
家
で
あ
る
と
い
い
得
る
な
ら
ば
、「
共
同
体
」
構
想
は
中
島
の
い
う
「
職

能
連
邦
国
」
の
最
も
典
型
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

む
す
び　

二
つ
の
「
職
能
連
邦
国
」
論
―
新
た
な
国
家
像
を
も
と
め
て
―

　

以
上
、
中
島
は
、
ラ
ス
キ
の
「
多
元
国
」
と
コ
ー
ル
の
「
共
同
体
」
の
思
想
が
と
も
に
ギ
ル
ド
社
会
主
義
思
想
の
円
熟
期
に
入
っ
た
こ
と

の
証
明
と
し
て
、
二
人
の
「
職
能
連
邦
国
」
論
を
検
討
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
共
通
面
は
と
も
か
く
、
両
者
の
思
想
上
の
違
い
に
つ
い
て

よ
り
突
っ
込
ん
だ
比
較
分
析
は
み
ら
れ
な
い
。
当
時
の
中
島
の
理
論
的
な
関
心
が
、
従
来
型
の
絶
対
主
権
を
も
っ
た
国
家
に
代
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
国
家
像
の
模
索
に
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
き
、
資
本
主
義
的
な
国
家
構
造
を
唯
物
史
観
に
立
っ
た
階
級
的
分
析
で
は
な
く
、
西
欧
的
民

主
主
義
と
個
人
主
義
の
伝
統
に
基
い
た
機
能
主
義
や
多
元
論
の
立
場
か
ら
、
真
剣
に
第
一
次
大
戦
前
後
の
国
家
改
造
を
打
ち
出
し
た
政
治
理

論
に
強
い
興
味
を
抱
い
た
こ
と
は
素
直
に
理
解
で
き
る
。
従
っ
て
、
ギ
ル
ド
社
会
主
義
と
政
治
的
多
元
論
の
理
論
的
構
造
の
解
明
が
主
た
る

　
（
五
二
）
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狙
い
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
思
想
家
ラ
ス
キ
と
コ
ー
ル
の
比
較
や
両
者
の
思
想
遍
歴
と
い
っ
た
い
わ
ば
思
想
史
的
な
関
心
は
後
景
に
退
い

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

こ
れ
ま
で
、
本
稿
で
観
て
き
た
中
島
の
所
論
で
気
付
く
論
点
は
幾
つ
か
あ
る
。
ま
ず
、
第
一
に
指
摘
す
べ
き
は
、
リ
バ
タ
リ
ア
ン
で
コ
ミ

ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
で
も
あ
っ
た
中
島
の
政
治
的
思
惟
の
基
本
的
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
個
人
と
市
民
社
会
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、

国
家
権
力
の
発
動
を
ミ
ニ
マ
イ
ズ
す
る
た
め
に
集
団
を
単
位
と
し
た
国
家
論
の
組
み
替
え
を
行
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
中
島
の
政

治
的
多
元
論
へ
の
接
近
の
動
機
と
は
別
に
個
別
の
論
点
と
し
て
は
、
多
元
論
に
お
け
る
国
家
と
基
本
社
会
を
峻
別
す
る
発
想
の
画
期
性
の
強

調
、
教
会
と
国
家
の
関
係
や
、
宗
教
思
想
お
よ
び
道
徳
思
想
の
問
題
を
論
じ
た
比
重
の
大
き
さ
が
印
象
的
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
教
会
と
国

家
、
宗
教
と
道
徳
思
想
の
関
係
は
彼
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
深
い
関
係
が
あ
り
、
後
の
「
社
会
的
キ
リ
ス
ト
教
」
運
動
の
伏
線
と
も
考
え
ら

れ
よ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
中
央
集
権
的
な
国
家
社
会
主
義 collectivism

 

や
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
に
対
す
る
違
和
感
の
表
れ
と
も
受
け
止
め

ら
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
中
島
の
ト
ー
タ
ル
な
思
想
分
析
が
本
稿
の
課
題
な
の
で
は
な
い
。
大
正
期
日
本
の
政
治
学
者
中
島
重
に
お
け
る
政
治

的
多
元
論
の
受
容
の
紹
介
と
コ
メ
ン
ト
を
以
て
、
一
先
ず
は
諒
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
1
）　

ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ーJohann K

aspar B
luntschli 

の
『
国
法
汎
論
』
や
シ
ュ
タ
イ
ンL

orenz von Stein

、
グ
ナ
イ
ス
トR

udolf von G
neist

、
モ
ッ
セA

lbert 

M
osse 

ら
一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ド
イ
ツ
国
家
学
や
公
法
学
の
有
力
な
学
説
が
日
本
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
、
そ
し
て
明
治
一
五
年
に
憲
法
取
調
べ
に
渡
欧
し
た

伊
藤
博
文
ら
の
一
行
が
彼
ら
に
師
事
し
て
そ
の
講
義
を
聴
き
、
そ
の
講
義
筆
記
等
が
日
本
で
公
刊
流
布
さ
れ
て
広
く
読
ま
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
蠟
山
政
道
『
日

本
に
お
け
る
近
代
政
治
学
の
発
達
』（
實
業
之
日
本
社　

昭
和
二
四
年
）
第
二
章　

近
代
政
治
学
の
形
成　

2
節　

国
家
学
派　

に
く
わ
し
い
。

（
2
）　

南
原
繁
・
蠟
山
政
道
・
矢
部
貞
治
『
小
野
塚
喜
平
次
―
人
と
業
績
』
七
七
頁　

岩
波
書
店　

昭
和
三
八
年
。
な
お
、
小
野
塚
政
治
学
の
理
論
的
特
質
と
政
治
的
・

思
想
的
傾
向
を
本
格
的
に
論
じ
た
著
書
と
し
て
、
田
口
富
久
治
『
日
本
政
治
学
史
の
源
流
―
小
野
塚
喜
平
次
の
政
治
学
―
』（
未
来
社
、
一
九
八
五
年
）
が
あ
る
。

（
3
）　

小
野
博
司
「
明
治
憲
法
と
政
治
的
多
元
主
義
―
美
濃
部
達
吉
と
中
島
重
の
学
説
比
較
を
中
心
に
―
」（『
阪
大
法
学
』
二
四
三
号　

五
六
―
三　

二
〇
〇
六
・
九
）

は
戦
前
に
お
け
る
明
治
憲
法
の
解
釈
論
と
し
て
、「
人
民
の
権
利
の
前
国
家
的
性
格
を
認
め
る
議
論
（
自
然
権
論
）」
の
一
典
型
と
し
て
中
島
の
人
権
論
を
検
討
し
て

　
（
五
三
）
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五
四
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三
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一
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い
る
。
具
体
的
に
は
大
日
本
帝
国
憲
法
第
二
章
「
臣
民
権
利
義
務
」（
第
一
八
条
―
第
三
二
条
）
に
関
す
る
中
島
の
自
由
権
論
の
紹
介
で
あ
る
。

 
　

中
島
は
そ
の
著
書
『
日
本
憲
法
論
』（
一
九
二
七
）
の
構
成
に
お
い
て
、天
皇
や
他
の
政
治
機
関
よ
り
「
日
本
国
民
」
が
「
本
論
」
の
冒
頭
に
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

天
皇
機
関
説
の
精
神
に
適
う
国
民
道
徳
の
構
築
の
意
義
、
穂
積
八
束
ら
天
皇
主
権
論
に
立
つ
テ
オ
ク
ラ
シ
ー
的
な
憲
法
学
の
下
で
「
軍
隊
精
神
」
や
「
官
吏
精
神
」
を

通
じ
て
涵
養
さ
れ
て
き
た
「
臣
民
」
像
、
す
な
わ
ち
支
配
の
主
体
で
は
な
く
客
体
と
し
て
の
国
民
像
か
ら
の
脱
却
を
説
い
て
、
憲
法
上
人
民
の
新
た
な
定
位
を
め
ざ

し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
、
中
島
は
憲
法
上
で
の
人
民
理
解
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
自
然
権
的
な
人
権
論
を
憲
法
解
釈
上
承
認

し
た
中
島
は
、
美
濃
部
の
考
え
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
た
と
評
価
し
、
そ
こ
に
大
西
祝
や
人
民
の
政
治
的
自
律
を
唱
え
た
吉
野
の
影
響
の
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
中
島
は
政
治
的
多
元
主
義
を
通
じ
て
、
道
徳
や
宗
教
は
国
家
と
は
別
の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
職
能
団
体
）
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す

る
「
俗
権
と
教
権
の
分
離
（
聖
俗
分
離
）」
論
、
す
な
わ
ち
国
家
の
中
性
的
性
格
を
主
張
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
は
国
家
の
道
徳
的
優
越
性
を
否
定
し
、
天
皇
制

国
家
の
最
大
の
タ
ブ
ー
で
あ
っ
た
国
体
批
判
に
つ
な
が
る
ラ
デ
イ
カ
ル
な
見
解
で
あ
っ
た
と
中
島
の
個
人
本
位
の
人
格
主
義
法
理
学
や
政
治
思
想
を
高
く
評
価
し
て

い
る
。
大
正
期
中
島
の
法
・
政
治
思
想
に
対
す
る
鋭
い
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

 

　

な
お
、
田
畑
忍
（
一
九
〇
二
―
一
九
九
四
）
は
中
島
が
美
濃
部
の
学
統
を
受
け
継
ぐ
憲
法
学
者
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
同
志
社
時
代
の
少
壮
気
鋭
の
中
島
が
「
そ

の
天
稟
の
雄
弁
を
以
て
、
美
濃
部
博
士
の
憲
法
学
説
を
多
元
的
国
家
論
の
う
ち
に
溶
解
し
、
血
気
の
学
生
を
魅
了
せ
ら
れ
た
」
こ
と
、「
そ
れ
は
学
生
の
関
心
が
恰
も

自
由
主
義
華
や
か
な
る
時
代
よ
り
、
漸
く
社
会
運
動
へ
向
け
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
而
も
教
授
は
、
憲
法
学
者
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
、
レ
ヒ
ツ
フ
ィ
ロ

ゾ
ー
フ
で
あ
る
こ
と
に
矜
を
も
た
れ
て
い
た
」
と
述
べ
て
、
そ
の
社
会
法
学
的
自
由
法
学
的
主
観
的
学
風
が
当
時
の
同
志
社
を
支
配
し
た
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
。
た

だ
、
佐
々
木
惣
一
に
親
炙
し
た
田
畑
に
と
っ
て
、
彼
は
中
島
の
国
家
論
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
そ
の
主
観
的
価
値
政
策
的
自
由
法
論
的
立
脚
点
に
は
、

学
生
時
代
よ
り
賛
成
で
き
な
か
っ
た
と
告
白
し
て
い
る
（
田
畑
忍
『
憲
法
学
の
基
礎
理
論
』
四
〇
一
―
四
〇
二
頁　

日
本
評
論
社　

昭
和
一
一
年
）。

（
4
）　

嶋
田
啓
一
郎
「
中
島
重
」（
同
志
社
人
物
誌
）『
同
志
社
時
報
』
二
九
号　

一
九
六
八
・
三

（
5
）　

岩
井
文
男
「
同
志
社
労
働
者
ミ
ッ
シ
ョ
ン
並
び
に
日
本
労
働
者
ミ
ッ
シ
ョ
ン
成
立
前
後
―
中
島
重
先
生
の
書
簡
を
め
ぐ
っ
て
」（『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
』

第
三
〇
号　

同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所　

一
九
八
二
年
二
月
）。
岩
井
は
中
島
の
学
生
で
大
学
卒
業
後
勤
め
て
い
た
三
井
銀
行
を
辞
め
て
、「
日
本
労
働
者
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」
の
派
遣
員
と
し
て
京
都
府
下
の
農
村
伝
道
に
入
っ
た
い
わ
ば
若
い
同
志
で
あ
る
。
当
時
の
中
島
の
岩
井
宛
書
簡
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
社
会

的
基
督
教
」
運
動
に
寄
せ
る
中
島
の
熱
い
情
熱
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。

 

　

な
お
、
最
近
の
「
社
会
的
基
督
教
」
運
動
の
研
究
に
、
大
谷
栄
一
「
中
島
重
の
社
会
的
基
督
教
と
妹
尾
義
郎
の
社
会
的
仏
教
」（
日
本
宗
教
学
会
大
会
報
告　

二
〇

〇
八
年
九
月
）
が
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
で
宗
教
者
は
社
会
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
き
た
か
と
い
う
問
題
を
公
共
哲
学
、
公
共
宗
教
論
の
視
角
か
ら
ア

　
（
五
四
）
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プ
ロ
ー
チ
し
、
近
代
日
本
に
お
け
る
宗
教
の
公
共
的
役
割
を
検
討
す
る
の
が
ね
ら
い
で
あ
る
と
い
う
。
研
究
成
果
の
成
稿
が
待
た
れ
る
。

（
6
）　

同
志
社
時
代
の
今
中
が
そ
の
社
会
科
学
方
法
論
の
構
築
に
関
し
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
カ
ン
ト
的
規
範
主
義
＝
理
念
的
一
元
論
に
疑
問
を
も
ち
、
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
の
目

的
科
学
の
概
念
に
依
拠
し
な
が
ら
初
期
の
政
治
学
の
構
築
を
め
ざ
し
た
が
、
カ
ン
ト
的
な
方
法
二
元
論
は
克
服
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
こ
の
方
法

二
元
論
を
克
服
す
る
た
め
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
社
会
学
派
、
と
く
に
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
社
会
科
学
方
法
論
を
受
容
す
る
が
、
そ
の
自
然
科
学
的
「
実
証
的
一
元
論
」

（positiver M
onism

us

）
に
あ
き
足
ら
ず
、「
社
会
的
集
群
と
そ
の
闘
争
の
う
ち
に
な
お
織
り
込
ま
れ
て
い
る
価
値
的
な
も
の
」
を
認
め
な
が
ら
、「
人
間
集
群
」
の

存
在
を
社
会
科
学
的
に
あ
き
ら
か
に
す
る
課
題
を
カ
ー
ル
・
マ
ン
ハ
イ
ム
の
「
知
識
社
会
学
」
な
い
し
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
」
に
見
出
し
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は

田
口
富
久
治
『
日
本
政
治
学
史
の
展
開
―
今
中
政
治
学
の
形
成
と
展
開
―
』（
未
来
社
、
一
九
九
〇
年
）
二
七
頁
参
照
。

（
7
）　
『
多
元
的
国
家
論
』
一
三
―
一
四
頁　

内
外
出
版　

一
九
二
二
年

（
8
）　

同
上　

一
五
頁

（
9
）　
（
10
）
同
上　

一
六
頁

（
11
）　

同
上　

一
七
頁

（
12
）　

中
島
重
『
ス
ペ
ン
サ
ー
』
九
頁　

三
省
堂　

昭
和
一
〇
年
。

 

　

な
お
、
中
島
は
本
書
で
ス
ペ
ン
サ
ー
研
究
が
明
治
時
代
に
あ
れ
ほ
ど
盛
ん
で
あ
っ
た
の
に
、
大
正
以
後
あ
ま
り
問
題
に
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
い
、
そ
の
理
由
と

し
て
彼
の
自
由
主
義
が
時
代
遅
れ
に
な
っ
た
こ
と
が
一
大
原
因
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
進
化
論
が
徹
底
し
た
非
干
渉
主
義
的
自
由

主
義
を
論
証
す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
こ
と
が
、
思
想
的
限
界
の
一
因
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
従
来
、
歴
史
を
超
越
し
た
自
然
法
・
自
然
権
の
理

論
を
も
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
自
由
主
義
が
、
ス
ペ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
社
会
進
化
論
の
基
礎
の
上
に
お
か
れ
た
こ
と
を
特
筆
す
べ
き
長
所
で
あ
る
と
主
張
し

て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、「
唯
物
史
観
や
弁
証
法
に
限
界
が
感
ぜ
ら
れ
、
社
会
思
想
に
新
し
い
展
開
を
要
請
せ
ら
れ
て
い
る
今
日
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
思
想
が
今
一
度
顧

み
ら
れ
て
も
よ
い
」（
同
書　

序
文
）
理
由
と
し
て
、
そ
の
軍
事
型
社
会
か
ら
産
業
型
社
会
へ
の
進
化
の
原
則
や
統
合
化
を
社
会
進
化
の
根
本
と
観
る
観
念
を
あ
げ
て

い
る
。『
多
元
的
国
家
論
』
執
筆
当
時
に
く
ら
べ
て
、
そ
の
自
由
主
義
評
価
の
姿
勢
が
後
退
し
て
い
る
の
は
明
瞭
で
あ
ろ
う
。

（
13
）　
『
多
元
的
国
家
論
』
二
〇
頁

（
14
）　

同
上　

二
四
―
二
五
頁

（
15
）　

同
上　

二
六
頁

（
16
）　

同
上　

二
八
―
二
九
頁

　
（
五
五
）
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（
17
）　
『
自
由
論
』
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
著　

塩
尻
公
明
・
木
村
健
康
訳　

岩
波
文
庫　

一
五
一
頁

（
18
）　
『
多
元
的
国
家
論
』
二
九
頁

（
19
）　

山
下
重
一
「
ベ
ン
サ
ム
、
ミ
ル
、
ス
ペ
ン
サ
ー
邦
訳
書
目
録
」『
参
考
書
誌
研
究
』
第
一
〇
号
、
一
九
七
四
・
一
一　

な
お
、
小
松
春
雄
ほ
か
著
『
イ
ギ
リ
ス
政
治

思
想
史
』
第
九
章
「
功
利
主
義
の
政
治
思
想
」（
山
下
重
一
執
筆
）
参
照　

木
鐸
社　

一
九
七
四
年
二
月

（
20
）　

木
村
健
康
「
解
説
」『
自
由
論
』
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
著　

塩
尻
公
明
・
木
村
健
康
訳　

岩
波
文
庫
。　

な
お
、
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
や
カ
ー
ラ
イ
ル
、
ド
イ
ツ
観
念
論
哲
学

の
思
想
家
な
ど
、彼
と
は
異
質
な
人
物
の
思
想
の
理
解
に
努
め
た
こ
と
が
『
ミ
ル
自
伝
』
第
七
章
の
記
述
に
表
わ
れ
て
い
る
（
朱
牟
田
夏
雄
訳
岩
波
文
庫
版
二
一
一
頁
）

（
21
）　
『
多
元
的
国
家
論
』
三
一
頁

（
22
）　

同
上　

三
五
頁

（
23
）　

同
上　

三
九
頁

（
24
）　

ボ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
の
「
人
格
の
弁
証
法
的
成
長
」dialectic of personal grow

th 

の
説
明
は
以
下
の
書
物 Jam

es M
ark B

aldw
in, Social and E

thical 

Interpretations in M
ental D

evelopm
ent. pp13-65, L

ondon M
acm

illan &
 C

o., L
td, 1913 

に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。 

同
上　

五
一
頁

（
25
）　
『
多
元
的
国
家
論
』
五
三
頁

（
26
）　

こ
こ
で
中
島
の
社
会
契
約
論
に
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
島
は
そ
の
国
家
理
論
形
成
の
上
で
社
会
契
約
説
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
全
面
的
な
契

約
説
の
肯
定
論
者
で
は
な
く
批
判
的
に
摂
取
し
て
お
り
、
そ
の
政
治
的
多
元
論
は
契
約
説
と
の
い
わ
ば
理
論
的
な
対
決
を
経
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

す
な
わ
ち
、
彼
は
ロ
ッ
ク
や
ル
ソ
ー
ら
の
伝
統
的
な
契
約
論
を
批
判
し
て
、「
一
定
不
変
、
万
古
不
易
の
自
然
法
」
が
人
間
を
支
配
し
、
人
類
が
国
家
を
形
成
す
る
以

前
の
状
態
は
、
こ
の
自
然
法
が
支
配
す
る
自
然
状
態
で
あ
っ
た
と
す
る
理
論
を
否
定
す
る
が
、
さ
り
と
て
社
会
契
約
説
を
全
面
的
に
否
定
す
る
立
場
で
は
な
い
。
む

し
ろ
、
新
し
い
形
に
お
け
る
一
種
の
社
会
契
約
説
と
も
い
う
べ
き
国
家
論
が
彼
の
多
元
的
国
家
理
論
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

 

　

中
島
は
処
女
論
文
を
発
表
す
る
前
年
に
、「
社
会
契
約
説
の
新
し
き
観
方
」（『
政
治
学
経
済
学
論
叢
』
第
一
巻
第
一
号　

大
正
八
年
一
月
）
と
題
す
る
論
文
で
、
社

会
契
約
論
と
そ
の
信
条
上
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
自
然
法
の
「
誤
謬
」
と
「
真
理
」
に
つ
い
て
く
わ
し
く
検
討
し
て
い
る
。
中
島
は
歴
史
法
学
派
や
法
実
証
主
義
者

が
い
う
自
然
法
の
存
在
証
明
不
能
の
論
理
を
正
し
い
と
し
な
が
ら
も
、
実
定
法
や
慣
習
法
の
基
礎
に
あ
る
条
理
や
理
想
、
規
範
意
識
に
注
目
し
て
そ
こ
に
新
た
な
自

然
法
の
意
義
を
見
出
そ
う
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
人
の
心
に
実
定
法
以
上
の
法
的
規
範
心
な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
之
に
依
り
て
初
め
て
実
定
法
も
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
、
之
を
批
判
改
造
す
る
こ
と
も
で
き
る
」
と
説
明
し
、
こ
の
「
新
し
き
意
義
の
自
然
法
を
前
提
と
し
て
、
私
の
社
会
契
約
説
と
も
呼
ば
れ
得
べ
き
国
家
論
を
立

て
よ
う
と
思
ふ
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
（
五
六
）
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次
に
契
約
概
念
の
検
討
に
入
り
、「
自
由
に
し
て
平
等
な
る
個
々
独
立
の
個
人
が
相
集
り
て
契
約
を
締
結
し
、
依
り
て
国
家
な
る
団
体
を
形
成
す
る
に
至
り
し
こ
と

を
説
く
」
社
会
契
約
説
は
史
実
に
反
す
る
虚
妄
の
学
説
と
し
て
、
そ
れ
は
す
で
に
完
膚
な
き
ま
で
に
論
破
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
中
島
は
原
始
時
代
の
人
類
は

個
々
独
立
に
生
存
せ
ず
部
族 tribe

単
位
の
集
団
生
活
を
営
み
、
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
に
支
配
さ
れ
、
同
一
習
俗
に
支
配
さ
れ
る
緊
密
な
団
結
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
、

人
類
の
団
体
構
成
と
い
う
史
実
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
未
だ
「
自
然
的
本
能
的
の
団
体
」
で
、
蜜
蜂
や
蟻
の
団
体
と
あ
ま
り
変
わ
ら
ぬ
性
格
を
も
ち
、

自
我
意
識
あ
る
人
格
者
が
意
識
的
に
形
成
し
た
団
体
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
個
人
の
自
我
意
識
は
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
か
。
中
島
は
ボ
ー
ル
ド

ウ
イ
ン
の
学
説
（M

ental D
evelopm

ent in the C
hild and the R

ace 1895

）
を
引
用
し
な
が
ら
、
小
児
の
自
我
意
識
の
発
現
過
程
の
研
究
成
果
を
人
類
に
適
応

し
て
、人
類
の
種
族
形
成
段
階
か
ら
の
自
我
意
識
の
発
現
過
程
を
推
論
す
る
と
い
う
方
法
で
論
述
し
て
い
る
。
小
児
は
母
親
や
乳
母
な
ど
身
辺
に
最
も
近
い
「
人
格
者
」

と
の
接
触
を
通
し
て
そ
の
存
在
を
次
第
に
認
知
し
、
模
倣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
人
格
者
の
自
我
を
我
に
移
し
て
自
我
意
識
を
獲
得
す
る
。
人
類
の
自
我
意
識
の

発
達
も
こ
れ
と
同
じ
で
「
他
の
人
格
者
に
刺
激
せ
ら
れ
、
育
成
せ
ら
れ
て
生
れ
出
づ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
他
の
人
格
者
無
く
し
て
は
自
我
意
識
は
成
立
し
な
い
」。
原

始
人
類
の
自
我
意
識
の
発
現
も
恐
ら
く
こ
れ
と
同
様
で
あ
っ
て
、「
本
能
的
自
然
的
の
一
体
の
う
ち
に
多
く
の
者
が
互
い
に
刺
激
し
育
成
し
て
居
る
処
に
、
朦
朧
と
最

初
の
自
我
意
識
が
あ
ら
は
れ
し
も
の
な
る
べ
く
、
此
自
我
意
識
が
次
第
に
深
ま
り
、
強
ま
り
行
く
も
の
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
ろ
う
と
思
は
れ
る
」。
そ
し
て
個
人
の
個

人
た
る
所
以
は
自
我
意
識
に
あ
る
と
考
え
る
中
島
は
、「
原
始
時
代
に
於
て
は
団
体
あ
れ
ど
も
、
未
だ
自
我
意
識
無
く
未
だ
個
人
無
し
と
言
っ
て
も
差
支
え
無
く
、
個

人
は
実
に
社
会
あ
り
団
体
あ
り
て
而
し
て
後
に
出
来
た
も
の
と
言
ふ
べ
き
も
の
」
と
の
説
を
立
て
、
社
会
契
約
説
論
者
が
い
う
自
然
状
態
下
に
お
け
る
自
由
平
等
で

独
立
し
た
個
人
が
契
約
を
取
り
結
ん
で
国
家
を
形
成
し
た
と
主
張
す
る
の
は
、
進
化
論
や
人
類
学
を
知
ら
ず
発
生
心
理
学
に
も
無
知
で
あ
る
証
拠
と
述
べ
た
。

 

　

つ
ま
り
、
中
島
の
見
る
と
こ
ろ
、
初
め
に
ま
ず
団
体
や
社
会
が
あ
り
、
そ
の
後
に
集
団
内
部
で
自
我
意
識
が
芽
生
え
、
個
人
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
自
我

意
識
が
形
成
さ
れ
て
そ
れ
を
基
礎
に
規
範
意
識
が
生
ま
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
規
範
意
識
に
基
礎
を
お
く
「
理
想
法
と
し
て
の
新
自
然
法
」
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
一

定
不
変
の
自
然
法
か
ら
出
発
し
、
人
類
が
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
、
社
会
契
約
を
結
び
国
家
を
形
成
し
た
と
説
明
す
る
社
会
契
約
説
と
そ
の
時
間
的
順
序
が
ち
ょ
う

ど
逆
で
あ
る
と
説
い
た
。
新
自
然
法
に
立
脚
す
る
中
島
の
社
会
契
約
説
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
の
紹
介
は
省
く
が
、
契
約
説
の
真
の
精
神
、
つ
ま
り
、
契
約
説
の
真
諦

が
何
か
に
つ
い
て
彼
の
説
く
と
こ
ろ
を
瞥
見
し
て
お
こ
う
。

 

　

中
島
は
イ
エ
リ
ネ
ッ
ク
の
『
一
般
国
家
学
』
の
所
説
を
引
用
し
な
が
ら
、
論
者
が
契
約
と
い
う
用
語
に
よ
っ
て
主
張
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、「
国
家
存
立
の
根
拠

理
由
」
の
説
明
に
あ
り
と
し
、
ま
た
、
ル
ソ
ー
の
契
約
説
の
一
節
を
用
い
て
「
国
家
の
強
制
が
決
し
て
単
な
る
強
力
に
あ
ら
ず
、
契
約
に
依
り
て
自
我
自
ら
よ
り
出

で
た
る
所
の
も
の
に
し
て
、
自
我
は
国
家
の
強
制
に
従
う
も
決
し
て
是
を
自
我
以
外
の
も
の
に
服
従
す
る
に
非
ず
、
矢
張
り
自
我
に
服
従
す
る
も
の
に
外
な
ら
ず
し
て
、

之
に
依
り
て
国
家
強
制
に
正
当
な
る
根
拠
を
与
へ
る
と
同
時
に
個
人
の
自
由
を
確
立
せ
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
要
す
る
に
、「
国
家
は
自
我
に
出
で

　
（
五
七
）
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て
自
我
に
返
る
も
の
に
し
て
之
に
服
従
す
る
も
自
由
独
立
た
る
を
失
ふ
も
の
で
無
い
と
い
う
点
」
の
強
調
が
契
約
論
の
真
諦
で
あ
る
。
そ
れ
と
関
連
し
て
中
島
は
社

会
契
約
説
に
は
人
格
尊
厳
の
精
神
が
内
在
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

 

　

以
上
、
中
島
は
規
範
意
識
と
し
て
の
自
然
法
を
承
認
し
、「
自
然
状
態
に
生
息
せ
る
自
由
平
等
な
る
個
人
は
集
ま
り
て
国
家
を
現
出
」
し
た
と
す
る
社
会
契
約
説
に

対
し
て
「
自
然
的
本
能
的
一
体
の
内
に
、
自
我
意
識
が
発
現
し
、
自
我
意
識
発
現
し
て
、
そ
の
上
に
て
規
範
意
識
と
し
て
の
自
然
法
理
想
法
が
成
立
す
る
」
こ
と
を

説
い
た
。
彼
は
「
社
会
契
約
説
を
全
く
時
間
上
に
お
い
て
顛
倒
」
せ
し
め
た
と
強
調
し
、
そ
の
理
論
的
営
為
に
よ
っ
て
「
楽
園
」（
自
然
法
の
支
配
が
完
全
に
実
現
し
、

各
人
が
平
等
に
し
て
自
由
な
自
然
状
態
を
享
受
し
う
る
状
況
）
を
過
去
で
は
な
く
未
来
に
実
現
し
よ
う
と
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
自
我
意
識
を
重
視
し
、

規
範
意
識
に
よ
っ
て
国
家
が
構
成
さ
れ
、
成
立
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
人
格
の
尊
厳
が
承
認
さ
れ
確
立
さ
れ
る
の
み
な

ら
ず
、
国
家
が
自
然
的
本
能
的
団
体
か
ら
人
格
者
に
よ
っ
て
意
識
的
に
構
成
せ
ら
れ
る
「
倫
理
的
法
的
団
体
」
へ
と
転
換
を
遂
げ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
益
々
、
国
家
の

本
質
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
文
章
が
抽
象
的
で
晦
渋
な
箇
所
が
あ
る
が
、
彼
が
主
張
す
る
新
ら
し
い
形
の
社
会
契
約
説
が
、
総

じ
て
倫
理
的
で
理
想
主
義
的
国
家
論
の
性
格
を
色
濃
く
示
し
て
い
る
こ
と
は
十
分
理
解
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
27
）　
『
多
元
的
国
家
論
』
六
〇
頁

（
28
）　

同
上　

六
五
頁

（
29
）　

中
島
重
『
発
展
す
る
全
体
』
一
六
二
頁　

理
想
社
出
版
部　

一
九
三
九
年

（
30
）　
『
多
元
的
国
家
論
』
六
六
頁

（
31
）　

同
上　

六
九
頁

（
32
）　

同
上　

一
〇
九
―
一
一
一
頁

（
33
）　

山
田
長
夫
「
ギ
ル
ド
社
会
主
義
」『
社
会
思
想
史
辞
典
』
四
二
八
頁　

創
元
社　

昭
和
三
六
年

（
34
）　

T
he N

ew
 E

ncyclopaedia B
ritannica V

olum
e 5 pp.550-551

（
35
）　

田
中
真
人
は
中
島
が
ギ
ル
ド
社
会
主
義
を
以
て
多
元
的
国
家
観
の
現
実
的
適
用
と
考
え
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
田
中
「
ギ
ル
ド
社
会
主
義
と
中
島
重
」（『
キ
リ
ス
ト

教
社
会
問
題
研
究
』
第
三
〇
号　

四
〇
八
頁
）

（
36
）　
『
多
元
的
国
家
論
』
七
八
頁

（
37
）　

同
上　

八
〇
頁

（
38
）　

同
上　

八
一
頁

　
（
五
八
）



大
正
期
の
日
本
思
想
と
政
治
的
多
元
論 Political Pluralism

 

五
九

同
志
社
法
学　

六
三
巻
一
号

（
39
）　

社
会
学
者
の
高
田
保
馬
（
一
八
八
三
―
一
九
七
二
）
は
、
ギ
ル
ド
社
会
主
義
者
の
消
費
者
の
団
体
と
し
て
の
国
家
観
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
国
家
（
其

の
一
部
分
を
な
し
又
こ
れ
と
性
質
を
同
じ
く
す
る
地
方
自
治
体
も
ま
た
）
は
地
域
的
結
合
で
あ
る
。
相
隣
り
す
む
人
々
と
し
て
の
結
合
で
あ
る
。
然
る
に
此
の
共
住

者
間
の
結
合
は
結
局
消
費
者
と
し
て
の
結
合
で
あ
る
。
国
家
＝
地
域
的
結
合
＝
消
費
者
結
合
、
国
家
＝
消
費
者
結
合
と
い
う
等
式
が
茲
に
成
立
す
る
」
と
述
べ
、
結

合
の
紐
帯
は
そ
の
「
物
質
的
様
相
」
に
お
い
て
見
る
時
は
彼
ら
の
「
物
財
及
び
勤
労
の
共
同
使
用
者
、
共
同
消
費
者
」
と
い
う
事
実
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
「
公
園
、

道
路
、
家
屋
、
水
流
、
及
び
数
多
の
公
共
的
効
用
は
一
定
範
囲
内
の
住
民
に
よ
り
て
共
同
に
消
費
せ
ら
れ
る
」（「
ギ
ル
ド
ソ
シ
ア
リ
ズ
ム
の
社
会
学
的
考
察
」『
政
治
学

経
済
学
論
叢
』
第
一
巻
第
二
号
、
一
九
七
―
一
九
八
頁　

同
志
社
大
学
法
学
会
、
大
正
八
年
五
月
）。

（
40
）　
『
多
元
的
国
家
論
』
八
四
頁

（
41
）　

同
上　

八
八
頁

（
42
）　

同
上　

九
一
頁

（
43
）　

中
島
と
ラ
ス
キ
研
究
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
中
島
重
に
お
け
る
ラ
ス
キ
政
治
理
論
の
受
容
」（『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
』
第
三
〇
号
）
参
照

（
44
）　

G
.D

.H
.C

ole, G
uild Socialism

 R
e-stated, C

hapter 7 T
he Structure of the C

om
m

une p.121, L
ondon L

eonard P
arsons, 1921.　

『
多
元
的
国
家
論
』

二
七
二
頁

﹇
付
記
﹈　

本
稿
は
日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会　

第
三
四
回
研
究
大
会
（
於
慶
応
義
塾
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
一
〇
年
三
月
二
七
日
開
催
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
大
正
期
の

日
本
思
想
に
与
え
た
イ
ギ
リ
ス
思
想
の
影
響
」
に
お
け
る
報
告
ペ
ー
パ
ー
が
原
型
で
、
そ
れ
を
加
筆
修
正
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
五
九
）




